


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次





第一話　チョコ、お友達を発見する

第二話　チョコ、お出かけする

第三話　チョコ、応援する

第四話　チョコ、喜ぶ

あとがき









[image: おともだちロボ チョコ]







[image: 第一話　チョコ、お友達を発見する]
















　操縦桿かんを握にぎりしめていれば終わると教えられて、本当にそれを実じつ践せんしていたらいつの間にか頭が真っ白になっていた。操縦桿と『カタツムリ』の腕うでが繫つながっているように感じられなくて、コクピットだけが宇宙にでも浮いているように不確かで、お尻しりが軽かった。

　海水の過か剰じよう放出を警告するアラームが鳴っても、私の腕は鉄の一部になったように硬かたく、自分の意思でどうにもならなくなっていた。正面のモニターの一部が赤く明めい滅めつする中、その向こうに映るものに圧あつ倒とうされて、まばたきも疎おろそかにしていた。爆はぜる土が竜たつ巻まきを描えがくように舞まい上がり、それが長く伸のびた口を開くだけで空気と水面が引き裂さかれるようだった。

　実地演習のために先せん輩ぱい方と同行した先は海を遠くに一望できる、平へい坦たんな土地だった。舗ほ装そうが剝はがれて土が剝むき出だしとなり、その土の色は雨を含ふくんだように色濃こい。放置された海かい浜ひん公園とテニスコートが朽くちて、遊具の隙すき間まには干ひからびた子供の死体が見え隠かくれしていた。身を潜ひそめている間に餓が死ししたようだった。喰くわれて死ぬより苦痛が増すのは、地じ獄ごくの一つに思えた。

　海の向こうにかかる折れた橋を見つめながら、都市の郊こう外がいに少し出るとここまで荒こう廃はいしていたのかと驚おどろかされる。映像にはない匂においというものを、コクピット越ごしに感じられるようだった。海の色だけが、人の手から離はなれて解放を謳うたうように澄すんでいた。

　実地演習の目的は、報告通りに姿を覗のぞかせていた小型のやつらの殲せん滅めつ。やつらはテニスコートの跡あと地ちに複数で寝ねそべっていた。陸に上げられた魚のような、長細いフォルムだ。足もまだ中ちゆう途と半はん端ぱにしか生えていない。両生類の成長を見せられているようでもある。遮しや蔽へい物がない中での接近ということもあってすぐに気づかれそうなものだけど、やつらは時々跳はねるような反応を見せるばかりでこちらにはまったく意識を払はらわない。

　子供、だからだろうか。しかし学校ではやつらに親子という概がい念ねんは存在しないと習った。

　学校で学んだ射しや撃げき距きよ離りを正確に再現して、携けい行こうしていたライフルを指示通り構えると、攻こう撃げきを開始する前に通信が入る。肩かたを緑色に塗ぬった班長機からで、私に心構えを幾いくつか説いてきた。

　曰いわく、適切な距離を保ち、サポートに徹てつすること。

　曰く、学校で教えられたこと、学んできたことを欠かさず実践すること。

　しかしいざとなればマニュアルは無視してでも生き残ろうとすること。

　いざとなれば、と言われてもどこでその意識の切きり替かえを行えというのか。その判断力を磨みがくことが生きることに繫がる、というのが先輩の答えだった。

　取りあえず、今回はトリガーを握っていれば終わるから。緊きん張ちようしないで。

　別の先輩にそう忠告されて、通信の返事で悟さとられないよう努つとめたけれど内心ではホッとした。いくら演習を繰くり返してきても、あれはキャッチボールのようなものだ。

　銃じゆう口こうは命に向いていない。コクピットは安全な揺ゆりかごだった。

　だけどそれも、外では一変する。揺ゆりかごは今や息苦しくて、棺かん桶おけの中にいるようだった。

　僚りよう機きの細長い頭部とアンテナが、気を抜ぬくと歪ゆがんで見えた。

　それは私の機体の腕うでにも及およぶ。モニター越ごしに見える機体の腕が、自分の操作と地続きでないようだ。ちぐはぐな認にん識しきに三さん半はん規き管かんが翻ほん弄ろうされているように感じる。落ち着け、と自身を戒いましめる声さえも掠かすれて聞こえた。

　見れば無力そうな、小さな生き物の群れだ。

　遠くから、引き金を引くだけでいい。それだけで終わる、それだけだ。

　何度も念じながら、照準を合わせる。心臓が鼓こ動どうする度たびにモニターにノイズでも走るようだ。構えたライフルと背負ったタンクを接続するチューブが私の緊きん張ちようと共に震ふるえるようだ。

　先せん輩ぱいたちが搭とう乗じようする機体は内蔵式なためか、背中に不格好なタンクがない。

　一人だけ不ふ揃ぞろいであることもまた、息苦しかった。

　そして、指示が下る。私と先輩を含ふくめた五機のライフルから、一いつ斉せいに海水が放たれる。やつらには実じつ弾だんよりも、海水の方が致ち命めい傷しようとなり得る。そもそも、放たれる水の弾丸の勢いを見ていると普ふ通つうの生き物でも胴どう体たいに穴が空くんじゃないかと思うほどだった。

　飛びかかる海水に反応した小型が悶もだえるように地面を跳はねる。その跳ねた胴体を先輩たちが正確に射貫ぬき、追い詰つめていく。一匹ぴき、また一匹と反応がなくなるのはあっという間だった。

　射しや撃げきの終しゆう了りようを告げる指示を聞いて、トリガーからゆっくり、指が剝はがれる。

　水の奔ほん流りゆうが途と切ぎれて、海水が大地に沼ぬまのような跡あとを描えがく。その中央で力なく横たわるそれを先輩たちが回収すれば、今回の演習は終了だ。演習の一いつ環かんとして、回収作業には私も付き合うことになる。ライフルを構えたまま班長機が距きよ離りを詰めて、安全を確認した後に私を誘ゆう導どうする。私は他ほかの先輩たちが警けい戒かいする中、慎しん重ちように敵性怪かい獣じゆうへの距離を詰めていった。

　私の乗る旧式機には丁ちよう度ど、背中に海水タンクがある。そこへ敵性怪獣を放ほうり込んで運うん搬ぱんできるというわけだ。やつらを背負ったまま行動するなんて本当は不安で仕方ないけれど、大きさではこちらの機体が勝まさっている。仮に復活して暴れても逃にげられるさ、先輩がなんとかしてくれるさ、と恐きよう怖ふを緩かん和わするよう必死に自分を説得しながら、回収作業に移る。

　初回の実地演習の内容はこれだけだ。これだけでも、全身を絞しぼりきったように脱だつ力りよくしていた。場合によっては敵性怪獣と遭そう遇ぐうせずに終わる同級生もいたので、私は多分、運が悪い。

　それでも、終わった、と息を吐つく。凝こごっていた指にじんわりと、熱が満ち始める。

　それぐらい安あん堵どして、肩かたの力を抜いていた。少なくとも私はそうだった。

　だけど他の先輩たちはまったく油断していなかった。警戒を怠おこたらず、帰き還かんの準備を進めるのもどこか急ぎながら、といった様子で。意識の在あり方は高かった。油断はなかった。けど、私たちは、まだ理解できていなかったのかもしれない。

　やつらが、『転移』する生き物であると。

　唐とう突とつに近辺の土が盛り上がる。それが弾はじけたと思った瞬しゆん間かん、場の質量が急激に増大した。巨きよ大だいな生物が一いつ瞬しゆんにして現れて場を狂くるわせる。石灰のような色合いの皮、地面を薙なぐ大型の尻尾しつぽ、そして深く長い口もとと細かくも荒あら々あらしい歯。

　どことなく、ワニに似ていた。

　そいつが私たちの間に、情報通り、『いきなり』出現した。

　しかしそれにしても、あまりに近すぎた。私の横をぬるりと、ワニ型の胴どう体たいが蠢うごめく。

　大だい蛇じやに腕うでの上をまとわりつかれるような、寒さむ気けと質感を機体越ごしに感じた。

　授業で習ったことのない新型の襲しゆう来らいに面食らった直後、ばくん、と。大きな口が開いて、一気に閉じる。身をよじるような仕草と共に、班長機の緑色の肩かたがその口の奥へと吸い込まれていった。

　そして嚙かみついたワニ型が身体からだを捻ひねり、螺ら旋せんを描えがくように回転することでその歯を最大限に食いつかせて、獲え物ものを削けずり、砕くだき、より深く飲みこんでいく。

　繫つながりっぱなしの通信から、複ふく雑ざつな咀そ嚼しやく音が聞こえ始めた。

　班長の要領を得ない、泣き言の混じった悲鳴がコクピットの中を駆かけ巡めぐった。

　その死の際の叫さけびに頭が凍こおりつく。指の熱も一気に失われた。

　コクピットから頭部をがぶりと一嚙み。迷いのない行動で、まるでそこに餌えさが、珍ちん味みが眠ねむっていることを理解するように。蟹かに味み噌そでも堪たん能のうするようだった。機体の奥の班長をしゃぶりつくすように、ワニ型の口がもごもごと動く。隙すき間まから覗のぞく歯に、赤いものが混じった。

　それがばしゃり、ばしゃりとエンジンやタンクから漏もれた海水に混じっては散る。

　嚙まれて頭部を失ったカタツムリの腕が暴れて、握にぎりしめていたライフルを虚こ空くうへと乱射する。数発がワニ型の背中に撃うち込まれたけれど怯ひるむ気配もない。やがて通信がぶちりと、首の後ろの皮でもちぎれるような嫌いやな感かん触しよくを残して途と絶だえた。その黒い穴を連想させる音に耳の奥をやられることで恐きよう怖ふが沸わき立ったのか、ワニ型の顔面をめがけて、他ほかの先輩方が一いつ斉せいに射しや撃げきを開始する。今度は、他の機体からの通信が悲鳴に染まり始めていた。叫びながらも手を動かせるのが先輩たる所以ゆえんだろうか。私は悲鳴と先輩の機体の損傷に気け圧おされながらも、一いつ拍ぱく遅おくれてワニ型から距きよ離りを置き、射撃に加わる。先輩の忠告を思い出したからこそ、その行動に移ることができた。

　撤てつ退たいを呼びかける声が混じっていたけれど、誰だれの耳もそちらへ傾かたむくことはなかった。

　ここで班長がまだ犠ぎ牲せいになっていなかったら、撤退の指示を出して冷静に行動できたのかもしれない。先輩たちは、年季というものを発揮できたかもしれない。けれどその一嚙みで、すべてが崩ほう壊かいしていた。崩くずれゆくものを必死に支えようとあがいて、自じ滅めつの道を歩んでいた。

　冷静であったらそもそも、ワニ型がカタツムリを捕ほ食しよくした段階で拒きよ否ひ反応を見せないことに気づけたはずなのだ。今も海水の奔ほん流りゆうがワニ型を絶え間なく押しているのに、その表面を覆おおう堅けん牢ろうな鱗うろこで海水を弾はじき、意に介かいさず食事を続けている。人型は丸まる吞のみが多いという報告だったけれど、ワニ型はその獰どう猛もうな歯を有効に利用しているようだった。

　美味な部分をあらかた食らいつくしたのか、ひっくり返したカタツムリの足を摑つかんで振ふり、中身がないことを確かめるような仕草を取る。私たちが紙パックの中身がないかと確かく認にんするような作業だった。コクピットの残ざん骸がいと海水、そして先せん輩ぱいの足の入り交じったものが土の上に撒まかれる。赤く、黒く、仄ほのかに光るようにも見えた。

　誰だれかの悲鳴が一層強まり、それを受けた私の腕うでも総そう毛け立だつ。

　そうしてワニ型が頭を振ふった際に、分厚い瞼まぶたの付近に先輩の放った海水が命中した。それが気に障さわったのか、ワニ型が初めてこちらに目を向ける。縦長の瞳どう孔こうが海水によって赤く腫はれ上がり、憤ふん怒ぬがどろどろと垂たれ込めているようだった。そして、やつが残骸を捨てて動く。

　ワニ型が水弾を当てた先輩へと一直線に駆かけてくる。四本の足が大地を蹂じゆう躙りんするように砂すな埃ぼこりと衝しよう撃げきを巻き起こし、それだけで足あし下もとをすくわれるようだった。私は思わず機体を大げさなほど引かせて、狙われている先輩と距きよ離りを取りながら海水を撃うち続ける。先輩を助けようなんてつもりではなく、単に腕が恐きよう怖ふで凝こり固まってライフルを下げることができないだけだった。

　機体が後ろへ逃にげる音は、前へ進むときよりもずっと確かに、重く、胃に響ひびいた。

　他ほかの先輩たちも同様に、いやもっと露ろ骨こつに距離を取って散開する。狙われた先輩はマニュアル通りを徹てつ底ていするのか、絶ぜつ叫きようしながらも近接兵装に切り替かえる。歯し舌ぜつと称しようされる、小型の棍こん棒ぼう状の携けい行こう武装を両手に構えて、ワニ型を迎むかえ撃つつもりのようだった。その尋じん常じようではない移動速度から、回かい避ひや距離を取ることも不可能と判断したようだ。頭から突つっ込んでくるワニ型を牽けん制せいしようと歯舌を前方に揃そろえるも、ワニ型に一いつ切さい、躊ちゆう躇ちよはない。鼻と歯舌が衝しよう突とつして軽い傷を負うも、ワニ型はそのまま先せん輩ぱいの機体を吹ふっ飛ばしてしまう。
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　先輩の機体が、巨きよ大だい人型兵器が、巨大怪かい獣じゆうによって軽々と宙を舞まう。先輩の機体は太陽と重なって私たちに影かげを作った後、遠くの地面へ落下し、跳はねて転がる。遠くに見るとプラモデルが転がされているような、リアリティの欠けつ乏ぼうを感じた。

　自分が今から喰くわれるのではないか？　という悲観的な想像に塗ぬり潰つぶされることを避さけるべく自動で、そんな心の在あり方に逃とう避ひしていた。

　そうした接せつ触しよくの最中もこちらへ少しでも注意を逸そらせればと、本音は向かってきてほしくなんかなかったけれど、全員で海水を撃うち続ける。しかしワニ型は、データに存在しない新型は本来の弱点であるそれで萎い縮しゆくする気配は微み塵じんもない。

　こちらへ見向きすることなく、狙った標的を全力で、という姿勢を崩くずさない。

　吹き飛ばされた先輩の機体へ向けて、更さらに加速していく。先輩の機体は素す早ばやく体勢を立て直し、突とつ進しんしてくるワニ型に向けて逆に、突とつ撃げきを試みた。

　突進する鼻先に肩かたの装そう甲こう板ばんを撥はね飛ばされながらも、先輩の構える歯し舌ぜつが凶きよう悪あくに動き出す。リコイルスターターを引くことで電源が入り、高速に刃やいばを走らせる歯舌をすれ違ちがいざま、ワニ型の顔面に叩たたきつけた。がむしゃらにはしらせた二刀の歯舌が、ワニ型の顔面を激しく削けずり取る。鱗うろこの弾はじける不快な音と共に、ワニ型の右側がわの皮と口が裂さけた。体液と悲鳴が同時に弾ける。

　絶対的なその巨体と鱗にも、限界がある。武器が通じる、という一筋の光こう明みように口が開く。しかしそれが余計にワニ型の怒いかりを買う結果となる。そのまま転回して距きょ離りを置こうと試みる先輩の機体の前方に、ワニ型の尻尾しつぽが丸まるように動いて壁かべを作る。突とつ如じよとして生まれた、山のような障害物への衝しよう突とつを避けようと先輩の機体が急停止した直後、それを見計らったようにワニ型が激しく身をよじった。胴どう体たいの脇わきが想像よりずっと柔じゆう軟なんに折り畳たたまれて、細長い口の稼か働どう区域を大おお幅はばに広げる。せっかく与あたえた一つの傷が突とつ破ぱ口こうになることはなく、開いた大口に先輩の機体が吞のまれていった。再びワニ型が回転してその歯を食い込ませて、歯と金属の削けずり合う粗そ雑ざつな音が地面に波は紋もんを描えがく。

　鋭えい利りで細やかな歯に嬲なぶられるように嚙かまれて、先輩のコクピットが咀そ嚼しやくされていく。助けて、助けてと悲鳴をあげながらも先輩が近接兵装を幾いく度ども突つき立てて、顔面に微び細さいな傷が入る。しかしその抵てい抗こうによってワニ型は更に激しく歯を擦すり、先輩を擦り潰つぶしてしまう。

　先輩の抵抗が一いつ切さい失われるまで、時間はかからなかった。

　私はその間も目を見開きながら海水を撃ち続けるばかりで、状じよう況きようを何一つ受け止められていなかった。その間についでのように、先輩の救出を試みて迂う闊かつに接近したもう一機までワニ型に押し潰されて、残ざん骸がいが口もとへと引き寄せられてしまう。

　食料を同時に二つも捕つかまえられたワニ型は、機き嫌げん良く、笑うように口が歪ゆがんでいた。

　味方が喰われている中、残った機体が私の隣となりに並ぶ。近接兵装を構えたその機体から、『逃にげるぞ。急げ！』と指示が飛ぶ。返事を待たずに、先輩の機体が一いち目もく散さんに基地目指して走り出した。仲間を助けるなんて色気を見せない姿勢に引きずられて、私もまた、聞こえ続ける悲鳴から逃のがれるようにその後ろを追った。コクピット内でも前のめりになるほど、必死に。

　頭がまるで働いていなくて、その命令に従うことしかできなかったというのが本音だ。

　基地まで逃にげられないとしても、なんとか、海に飛び込むことができれば。その希望にすがって走り続ける。反転して状じよう況きようを確かめる余よ裕ゆうはなかったけれど、ワニ型がこちらに気づくその威い圧あつ感を機体の背中側がわに感じ取り、ひぃ、と耐たえきれず悲鳴が漏もれていた。

　そのあやふやな気配は、足音を伴ともなってこちらへと接近を試みてくる。二人目の先せん輩ぱいが逃げられないことを試ためす前から悟さとったのに、私たちは、逃げ出してようやく絶望する。逃げられない、どんどんと迫せまってくる。悪あがきは、私の恐きよう怖ふを助長するだけに思えた。

　追いつかれる、と背後への恐怖が溜たまりきったその瞬しゆん間かん、先を行く先輩が動いた。

　急停止するように減速して、反転する。そして。

　先輩の歯し舌ぜつが一いつ閃せんして、私の足あし下もとを払はらい上げた。

　頭だけが浮遊するように、重力から自由となって。不安と蒼そう白はくで頭が真っ白になりながら、私と機体が派手に転てん倒とうする。なにが起きたかを理解するより早く、打ちつけた背中の痛みに息が詰つまる。転倒した際にどこか損傷したのか、警告音と発光が動どう揺ようする私を貫つらぬく。

　真っ暗な地面しか映さないモニターを前にして、そういうことかと。

　先輩が一人で逃げなかった理由を、激しい背中の痛みと共に理解する。

　餌えさにされた。自分が逃げるための、撒まき餌えにされたのだ。

　先輩が生き残る方法としてそれは最善だった。きっと無事に帰ったら候補生だけでも助けようと思っていた、と美談めいた騙かたりの中に取り込まれてしまうのだろう。私の、私の、死が。

　音がやってくる。足下から迫せり上がるように、死の水位がどんどんと上がってくる。

　死にたくない。喰くわれたくない。歯に上半身を嚙かみ潰つぶされてコクピットと共に四し肢しが潰れていく中で広がる暗黒を、痛みと喪そう失しつの混じる中で自分がそうした感覚すら失い、暗くら闇やみの向こうに連れ去られていく様を、ワニ型の体内を巡めぐる自分の『欠片かけら』を想起して。

　喰われるのだけは、嫌いやだ。

　目玉と共に激しい絶望が巡る。

　嚙み合わない歯が鳴り続けて、涙なみだが自然と溢あふれていた。

　けれどその最悪の予想は、幸運にも外れる。

　ワニ型は、止まらなかったのだ。

　私は機体ごとワニ型の巨きよ体たいに撥はね飛ばされて地面を跳はねた。コクピットの内部が無重力にでもなったような気さえするほど、軽々しく吹ふっ飛ぶ。飛ばされて目まぐるしく景色が変わる中、生きた心地ここちがしない。嵐あらしに生なま身みで巻き込まれるような混乱と衝しよう撃げきに翻ほん弄ろうされる。

　混乱が未いまだ続く中、衝撃だけが先に水平線の向こうへ消える。モニターにいつあの獰どう猛もうな歯が映るかと頰ほおを引きつらせて、頭が真っ白なまま機体の損傷を確かく認にんする。脚きやく部ぶの関節が破損して警告を表示していた。逃にげられないのか、と血の気が引きながらも機体をなんとか起き上がらせる。しかし起き上がろうとしてすぐ、脚きやく部ぶの機能不全で尻しり餅もちをついてしまう。

　胃の底に熱い液体が集つどい、汗あせが一気に噴ふき出る。無力感に絶望がよぎる。

　しかしいつまで経たっても追つい撃げきが来ないことを訝いぶかしんで前方をチェックすると、私を撥はね飛ばしたワニ型が苦しむように暴れていた。どうなっている、と現場を確かく認にんすると、私の背負っていた海水タンクの破片がそこら中に散らばっていた。モニターを切り替かえて破損を確かめてから、なにがあったかを察する。撥ね飛ばされた際に破損したタンクから大量の海水が飛び散り、それがワニ型に降りかかったらしい。しかもかかった先は偶ぐう然ぜんにも、先せん輩ぱいがこさえた傷も含ふくまれていた。一いつ矢し報むくいたそこへ海水が深く染しみこんだらしく、ワニ型が激しく悶もだえる。そして暴れながらも前方へ突つき進むことは止やめようとしない。

　私を餌えさにして逃げようとした先輩の機体も、その暴走に巻き込まれる。ワニ型が暴れて振ふり回した尻尾しつぽが、真まっ直すぐ離り脱だつしようとする先輩の機体を捉とらえた。逃げることに必死で避さけきれず、その一撃で両足がたやすくへし折れて、俯うつぶせに転てん倒とうしながら派手に損傷部を打ちつけて、大地を滑すべった。起き上がろうとする反応も見られないので、意識を失ったようだ。

　私を切り捨てて逃げた先輩まで結局、願いは叶かなわない。

　むしろ、どちらも未いまだに生きているのが奇き跡せきのようだった。

　その奇跡がもう一つ続く。

　ワニ型はそこでなぜか、先輩や私を見失ったように別方向へと走っていってしまった。

　海を避けるように陸地の中心へと向けて去って行くその後ろ姿を、呆ぼう然ぜんと、見送る。助かりたいとも、助かったとも、なんの感想も浮かんでこなかった。開いたコクピットの外でヘルメットを外すと、乾かわいた土つち埃ぼこりの中に潮の香かおりが混じる。やがてそれも風に運ばれて消えた。

　ワニ型が完全に走り去って、視界に捉とらえきれなくなる頃ころ、ようやく私は肩かたを抱だく。

　痛みと寒々しさが、私の生せい還かんを確かめ合っていた。

　そして初の実戦は、私ともう一人を残して壊かい滅めつという結果に終わった。







「報告書の言葉遣づかいじゃないな」

「はぁ」

　教官に提出した途と端たん、駄だ目め出だしを食らった。主観を重視しろと言われたのでしてみたつもりだったけれど、少し言葉を崩くずしすぎただろうか。私は小説家じゃないのだから、もう少し堅かた苦くるしく書くべきだったかもしれない。少し黙だまっていると、教官が溜ため息いきを吐つく。

「せめて乗っていた機体ぐらいは正式な名めい称しようで書いておけ」

「あ、はい」

　迂う闊かつなことに学生間のあだ名をそのまま使ってしまっていたようだ。

「一応聞いておくが、あの機体の名前は言えるか？」

「はい。ＰＥ－17Ｊペドゥラ、です」

　教官が小さく顎あごを引く。当たっていたのでホッとする。現場の整備班の人たちまでカタツムリカタツムリ呼んでいるので教科書に載のっていた名前の馴な染じみが薄うすい。正式名めい称しようで呼ぶなんて、設計した人ぐらいじゃないのだろうか。

「ま、そこはこっちで直しておく。……検査に異常はなかったんだな？」

「少々の打だ撲ぼくを残す程度です」

　機体が地面に叩たたきつけられた際の衝しよう撃げきで背中が痛むものの、外傷はなかった。ちなみに私を餌えさにしようとした先せん輩ぱいは病院送りらしい。骨折が三カ所、打撲が七カ所だったか。復帰には時間がかかり、そして私は今日からまた訓練、授業、自主練。どうなっているんだ。

　因いん果が応おう報ほう、なのだろうか。

「だったらいい。下がっていいぞ、いずれまた呼び出しがかかるだろうが……」

　ワニ型についての情報聴ちよう取しゆがある、ということだろう。

　失言が飛び出す前に「では失礼します」と頭を下げて出ようとすると。

「永なが森もり」

　名前を呼ばれて振ふり向く。教官が額を搔かきながら言った。

「やっぱりお前たちも、あいつがカタツムリに見えるか？」

　教官からの質問に、目を泳がせながら考える。

　細長い頭部といい、アンテナといい。そして背負っている大型タンクといい。

「はい」

「だよなぁ」

　横を向いて、息を吐はく。その様子を眺ながめた後、「失礼します」ともう一度言って退室した。

　教官室を出てから、大きく息を吐く。室内と廊ろう下かでは匂においが大きく異なる。

　室内には独特の化け粧しよう品ひんめいた香かおりがあって、少し苦手だった。

「あそこまで書いてよかったのかな」

　今いま更さらながら、先輩の行動を省かなかったことに悩なやむ。

　先輩の行動は間ま違ちがいでなかったとしても褒ほめられたものじゃないだろう。結果としてどちらも生き残ったことでより始末が悪い。私はあのときに怒いかりよりも恐きよう怖ふでいっぱいだったせいか、今も恨うらむ気持ちは湧わいてこない。感情の整理がついていないだけかもしれないけれど。

　逃にげるという選せん択たく自体は正しかったわけだし。

　まぁ、報告書だ。学生が目にする機会もないだろうし、私が話さなければ広まらないだろう。

　それよりも、と右手を見下ろす。

　指が中ちゆう途と半はん端ぱに曲がって固まっている。まだなにかを握にぎるように、小刻みに震ふるえていた。

　どうやって、この手で報告書を書いたのか覚えていない。

　実地演習に出てから半日経たっている。半日しか、経っていない。その間一いつ睡すいもしていないから完全に地続きに日は回めぐり、出来事が繫つながっている。壁かべに囲われたこの場所で、ぼぅっと立っていることに現実味がない。マニピュレーター操作より不確かな感覚しかなかった。

　カタツムリに乗って、人が喰くわれて、九きゆう死しに一いつ生しようを得て。

　そして私は今、食堂に向かっている。

　自分が生きていることと、目の前で何人も死んだことが共在する事実を意識していると今にも足あし下もとが歪ゆがんで転びそうになる。今まで生きてきた中でも、私が暢のん気きに寝ねている間にも当たり前のようにこうして人が死んでいたのかなぁと想像すると、頭がぼーっと、思考を拒きよ否ひしそうになる。今まで意識していなかった大きな流れに足をすくわれそうで、不安定だった。

　教官室から続く廊ろう下かの途と中ちゆうに喫きつ煙えん所があり、そこから立ち話の声が聞こえてきた。それより先に錆さびにも似た匂においが届いたのだけれど。金属を強調するその匂いが鼻を左右に揺ゆらすように刺し激げきしてくる。技術者の人たち特有の匂いだった。

「そもそも、共同開発なんて聞こえはいいけど足並み揃そろってないから……どっちもろくに調整していない試作品よこして……」「西のエンジンを東の機体で回そうって考えが安直なんだよな。まぁ逆よりはマシ……」「現状では出力六割がやっと。それでも機体がバラッバラになること請うけ合あい……五割でも中のやつが潰つぶれるのに……携けい行こう武装すらまだ……」

　くたびれた作業着を着た大人たちが、機能していない自じ販はん機の前で愚ぐ痴ちを交かわし合っている。誰だれも煙草たばこは吸っていない。嗜し好こう品は都市でも値が高すぎて手が出しづらいと聞く。

「大体、博士の搭とう載さいしたシステムってあんなもん、アテに……」

　話している途中で、三人の中の一人が私に気づいた。私は興味ない素そ振ぶりを見せながらその前を通ろうとする。一いつ介かいの学生に聞かれてはまずい話だったのか、技術者の人たちが解散して自販機の前から動く。少し申し訳ない気持ちになっていると、すれ違ちがいざまに「お疲つかれさん」と肩かたを叩たたかれた。ご丁てい寧ねいにみんな叩いてきて少し痛い。普ふ段だんは候補生の中に埋うもれて注目などされない私だけど、これから数日の間は特別に見られるのかもしれない。幸運な生き残りとして。

　本当に幸運なのだろうか、と未いまだ固まる右手を意識しながら少し悩なやむ。

　生きている限り、また、カタツムリに乗って怪かい獣じゆう退治に向かわないといけない。

　繰くり返せばいつかは、今回のような大物と出で会くわすこともあり得るだろう。その度たびに私は恐きよう怖ふして、乗り越こえるなんて到とう底ていできないまま顔を歪ゆがめて、最後は喰くわれて死んでしまう。

　人型兵器に乗って化け物と戦う道を選んだときから。

　空飛ぶ船から振り落とされて空を見上げるだけになってから、私には幸せなんて残されていないのかもしれない。火星の寂せき寥りようたる大地を思い浮かべて、目を瞑つぶる。

　その暗くら闇やみに陥おちいると、私は物音すら失いそうだった。

　色々な感覚が瞼まぶたの奥へ溶とける前に目を開き、溜ため息いきを吐つく。

　多少無理して別のことを考えてみる。

　今のは新型機の話だろうか。飛行試験の様子は演習場でも何度か見かけたけれど、その飛行速度は背景の空に広がる雲よりも遅おそく感じられた。単独飛行を可能としているのはいいけれど形状は戦せん闘とう機と同様で、それならもうちょっとがんばってよと言いたい。噂うわさでは可変式で人型形態に移行できるとか、敵性怪かい獣じゆうを一発で仕留めるすごい兵器を搭とう載さいしているとか、未知のシステムを搭載しているとか。尾おひれがどこまでつくか分からないほど広がりながら、食堂での話の種の一つとなっている。私としては、少しでも自分が楽になるならなんでも歓かん迎げいだ。

　喫きつ煙えん所を離はなれて、渡わたり廊ろう下かの日差しを浴びながら中庭を覗のぞくと誰だれの姿もない。代わりとばかりにカタツムリが中ちゆう腰ごしで立って、表面には大量の布ふ団とんが載のせられていた。斬ざん新しんなコーティングだ。日干しともいう。あんなところに布団を載せていたら鉄臭くさくならないものだろうか。

　背負ったタンクには、更さらにその上から海水が注ぎ込まれている。昼ひる飯めし時どきだからかな。

「凹おう凸とつ少ないのに、上手うまく引っかけてあるなぁ……」

　より人間に近いフォルムが優先されて、装そう飾しよくや防護用の意い匠しようが二の次になっているのだ。

　この時代に開発されたロボットは基本、海水を電気分解したエネルギーで動いている。それの発展があってこその巨きよ大だいロボット製造らしいけど、エコロジカルなエンジンを採さい用ようしたのも、人型巨大兵器なんて酔すい狂きようなもので戦っているのも全部、理由あってのことだ。

　珍めずらしくもない校舎とロボットの組み合わせを、なんとなく、立ち止まって眺ながめる。

　技術学校に入ってから二年になる。汎はん用よう二足歩行工作機械の操縦技術と免許を取得するために開校されたここは、元は一いつ般ぱん的な大学だった。学生を集める余よ裕ゆうがないから、人類にそんな余裕がなくなったから、今は教養じゃなくて戦い方を教えている。

　なにと戦うかといえば、敵性怪獣。名前は様々、形も様々。危険も様々。

　それと時々、人間。

　私たちの仕事はこの星で戦い、生き延びること。敵性怪獣を駆く逐ちくする必要も、人類の領土を広げることも必要ない。ただ戦い続けて、怪獣たちの意識を地上に向けさせる。それだけだ。

　二十七年前、私が生まれるよりずっと前の話なのでピンとこないけれど、宇宙空間に『それ』が最初に確かく認にんされた。それは巨木のように微び細さいな根を広げて、腕うでがあり、口がある。粘ねん土どのような色合いの体たい軀くを宇宙空間に伸のばしたそれは、巨人のようであったと教科書に載っていた。

　宇宙ステーションの近辺に現れたそいつに、乗員が喰くわれたことからすべてが始まった。

　その接せつ触しよくを機に、地上にもそれらの仲間と目される怪獣が出しゆつ没ぼつするようになった。小型、中型の怪獣はともかく宇宙で確認されたような大型怪獣まで好き勝手に星を蹂じゆう躙りんするようになって、私たちの生活は一変した。瞬しゆん間かん的に人間の生活区域に転移してくる害悪が氾はん濫らんするようになれば、都市は格好の餌えさ場ばとなる。既き存そんの形式にこだわって住まいを分けていては、とても守りきれなかった。だから元の住すみ処かを捨てて、私たちは海上に新たな巣すを作った。

　ツバメの巣と呼ばれるような海上都市を幾いくつもこさえて、同時に怪獣への対たい抗こう手段として、もっと長期的な視野で開発が進められていた海水利用の動力、水流エンジンの完成が急速に推おし進められて、敵性怪かい獣じゆうの行動パターンを踏ふまえた結果、人型兵器での防衛が成立した。

　それが十年ぐらい昔の話だ。私が六歳のときに、テレビ中ちゆう継けいでそれを初めて観みた。

　乗ってみたいと子供心に思ったことが、今の私に繫つながっているのかもしれない。

「………………………………………」

　繫がっていなかった方がよかったのだけど。言っても詮せん無なきことか。

　で、そうしてロボット乗りになってその先に希望があるのかといえば、一応ある。

　地球を脱だつ出しゆつした人類は現在、火星を目指している。

　彼らが地球を囮おとりとして、火星に第二の人類の故郷を作るため。テラフォーミングのために旅立った人類が無事に火星へ到とう着ちやくするため。敵性怪獣の妨ぼう害がいが入らないよう、地上でどんちゃん騒さわぎを起こすのが私たち、残されたものに課せられた使命だ。やつらはどこにでも、人類が存在する限り現れるとされる。それは地上でも、宇宙でも自由自在だ。ただし、例外として海水にだけは弱く、海底にやつらが発見されたことはない。それ故ゆえ、海中テーマパークを改造して急ごしらえの海底シェルターを建造する計画も進んではいるけれど……それはさておき。

　地上も宇宙も、どちらの人たちにも被ひ害がいが及およばないよう、囮となるのが私たちの役目だ。

　まぁ囮といえば聞こえはまだマシだけど、実際は捨て石に近い。

　戦うことも、守ることも。すべては時間稼かせぎに過ぎない。

　なにしろ火星に向かったのは取り分け優ゆう秀しゆうとして選出された連中で、残された私たちは不合格だったというわけで。そしてなにより全員が火星に渡ってしまえば、敵性怪獣たちは火星にやってくるであろうと推すい測そくされる。私たちが、完成された火星の楽園に招かれるとは考えづらい。

　地上に残った私たちは、一生、怪獣たちとお付き合いして生きていくということだった。

　それを不満に感じて、憤いきどおりにたぎる人も多い。この学校の中にもそういう意見はある。

　けれど自衛のためにはどちらにしても、誰だれかが戦うしかなかった。

　渡り廊ろう下かから離はなれて、教官用とは別の校舎に入る。静けさと穏おだやかな日差しが後ろへと流れていき、次し第だいに賑にぎやかなものが壁かべや天てん井じようを形作る。糸くずの絡からみ合うような音の刺し激げきを受けていると、一日がようやく始まったような気になる。眠ねむっていないためか日付の感覚が曖あい昧まいだ。

　校舎の途と中ちゆうの掲けい示じ板に先週の成績が貼はり出されていたので、立ち止まって眺ながめてみる。昨日はとてもこんなものを気にかけている余よ裕ゆうがなかった。先週は射しや撃げき訓練だったけれど、嫌いやなやつの名前が三位に載のっていた。努力しているんだろうなとそこだけは認める。一位は鹿しか井い正まさ樹き、となっている。ただ、その鹿井正樹の絶頂はあと数日の間に終わるかもしれない。学校内に広まる噂うわさが正しければ、新規候補生がやってくるからだ。それも最新しん鋭えいの新型機の専属パイロットという話である。

　そのパイロットの方も、色々と噂になっているのだけれど。

　掲示板前から離れて男子の集団とすれ違ちがい、食堂に向かう。配給される食事を無視して空いた長机の隅すみに紛まぎれて、汲くんできたお茶を舐なめるようにゆっくり飲みながら一息吐つく。

　緊きん張ちようと恐きよう怖ふに縛しばられて鬱うつ血けつしていた胃が、温かいものを注がれて少しほぐれる。気を抜ぬくとそのまま潰つぶれて床ゆかに溶とけていきそうなほど脱だつ力りよくしていた。コップを置いてから自然、頰ほお杖づえをついて顔だけでなく、意識を支える。

　正式なパイロットになったらこうしたことが日々繰くり返されるのかと思うと、眠ねむ気けに加えて嫌いや気けが混じって鬱うつ々うつとしてしまう。他人の死って疲つかれるものだな、と学校で教わらないことを一つ学んだ。

　味と量の評判が芳かんばしくない食堂だけど、窓が開いて風通りもいいし、気持ちのいい季節ではある。人類を蹂じゆう躙りんする怪かい獣じゆうが暴れても、自然の美しさにはさして影えい響きようしない。

　俯うつむきがちにお茶の表面を舐なめていると、食堂内の雑談が耳に入ってくる。といってもさして変かわり映ばえのあるような話は聞こえてこない。人間関係や教官への愚ぐ痴ちといった、もう少し深いところを共有する話は寮りようでするだろう。うちの学校、自室のドア閉め禁止だけど。

　そうした表面上の噂うわさ話で一番話題に上がるのは、新型機のパイロットについて。優ゆう秀しゆうとかそういう問題ではなく、「ロボット」という話なのだ。

　今も食堂のどこかからその単語が聞こえる程度には注目されている。私たちが乗るロボットの話だったら、ここではカタツムリと呼ぶ。カタツムリは旧型だけれど、練習機としてこの学校になくてはならないものだ。特に私たちペーペー未満が乗っているのは各都市のお下がりらしい。旧式で、携けい行こうするライフル用の海水タンクも外付けの代しろ物ものだ。でもそのお陰かげでワニ型から逃のがれられたのだから、一いち概がいに旧仕様を否定するものでもない、と思う。

　カタツムリはいいとして、新型機に乗るのが最新鋭のロボットとくる。なんだそれ。

　ロボットに機械が乗るなんて、近道なのか回りくどいのか分からない計画だ。

　なんでも新造された機体が生なま身みの人間が乗のって耐たえられる代しろ物ものではないから、やむなく機械に操縦させるという結論に至ったらしい。それなら外部からの自動操縦でいいのでは、と思うのだけどそんな風に考える大人がいないから、数日以内にやってきてしまうのだろう。

　新しん鋭えい機に、それに搭とう乗じようするロボット。どちらも完成されているはずなのに。

　私たち候補生の学校に来るのは、どういう了りよう見けんなのやら。

「あ、ユカがいた」

　声をかけられて、舌を引っ込めてから顔を上げる。ゾウチだった。

　短く揃そろえた髪かみと、福ふく耳みみが印象的な級友だ。というか、耳が大きい。連想するものはゾウで、そこに本名の一部を加えてゾウチ。それが彼女の陰で使われるあだ名だった。本人はそれを気に入っていないのだ。

　私は永なが森もり友とも香かであり、友香はユカじゃなくてトモカなのだけど、この友人はなぜかユカと呼ぶようになっていた。最初に読み間ま違ちがえてから、引くに引けなくなったらしい。

　ゾウチはいつものように男の取り巻きを二人と、無口な同級生を一人従えている。取り巻きと無口な少女の名前は覚えていない。ただ小こ柄がらで俯うつむいてばかりの少女は、ゾウチやその取り巻きにいいように扱あつかわれている、簡単に言えば苛いじめられている、というのは言葉を交かわさずとも理解していた。

　どんな状じよう況きようでも、集団には上下が生じる。私たちは当たり前のように誰だれかを踏ふみつけている。

　残念なことに私は正義の味方じゃないから、見て見ぬフリも簡単だった。

　気づけば、そのゾウチが隣となりの席に座り、仲間に加えられているようだった。今はあまり口を開きたくないのに、まるで気遣づかうように話しかけてくる。

「奇き跡せきの生せい還かんを果たした感想は？」

　既すでに学生のうちでも噂うわさにあがっているみたいだ。他ほかに話すことのない、狭せまい場所だから。

「嫌いやみ？　カタツムリぶっ壊こわして帰ってきたんだけど」

「そんなんじゃないよ、すげーねって思っている。よく生き残れたよ、本当」

「私はなにもしてないよ。先せん輩ぱいがなんとかしてくれただけ」

　ということにしておいた。実際、あそこで転てん倒とうしなかったら喰くわれていたかもしれないし。

　それに加えて、臆おく病びようだったからだ。臆病だからライフルの銃じゆう口こうが定まらず、対象から多く外したことで注目を集めなかったに過ぎない。当たっていれば、先輩たちみたいに喰われていた。

　射しや撃げきの腕うでが悪いから生き残った、なんて日ひ頃ごろの訓練の意味を見失いそうだ。

　しかし正式なパイロットになる前から機体を潰つぶすなんて、幸さい先さきが悪いよ。

「でも聞いた？　その新種退治にロボットパイロットを本格的に導入するって」

「へぇ……そうなの」

　それは初はつ耳みみだった。しかし思うけれどこの学校、機密が漏もれすぎじゃないだろうか。

　軍学校ではないので緩ゆるいのかもしれないけれど、噂の出所はどこにあるのだろう。

「とうとう、わけの分からん連中がウチに来るのか」

　取り巻きＡがぼやく。むしろ、分かりやすいと思うのだけれど。

　私たちと違ちがって、戦う理由も、生まれてきた動機もはっきりしている。

「でもロボットが操縦技術優すぐれているとは限らないよね」

　ゾウチがまるでそれを望むような口ぶりで否定して、取りあえずとばかりに笑う。

「優れていなかったらなんの意味があって採用するのやら……」

　取り巻きＢの呟つぶやきはもっともだった。むぐ、とゾウチがむくれるように唇くちびるを尖とがらせる。

　けどそれも一いつ瞬しゆんで、すぐに少々毒気のある笑え顔がおを振ふりまく。

「上位の方々の鼻っ柱が折れるのは面おも白しろそうですことねー」

　ほほほほ、とゾウチが冗じよう談だんめかしながらも本音を晒さらす。ゾウチは成績が中の上か上の下で留とどまっていることを良しとしない。現状を打破すべく努力を重ねている。

　それでも上位陣じんに食い込むような成果は表れない。才能というものはいつだって潔白だ。

　不正になびかず、淡たん々たんと、冷れい酷こくなほどにありのままで居続ける。

「そもそもそいつ演習に参加するの？　ロボットだし、必要ないじゃん？」

「ロボットだって学習用のＡＩぐらい搭とう載さいしてあるんだろ」

　取り巻きＡの意見に、ゾウチが顔をしかめる。ゾウチも成績は悪くないので、ロボットの存在が面おも白しろいものではないみたいだ。私としても、学習するＡＩというものに疑問がある。

　機械なら、最初から必要な情報を与あたえておく方が効率的だと思うのだけど。

「中に乗るロボットはともかく、新型は早く見てみたいけどね。時々試験飛行しているやつ、あれが新型機なんだろうけど旧式の戦せん闘とう機みたいだよね。単独飛行が可能なのはいいけど、あれぐらいの速度だったら人間でも大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけどなぁ」

　取り巻きＢが饒じよう舌ぜつに興味を示す。いかにも自分が乗ってみたそうに声が弾はずんでいた。

　取り巻きＡとゾウチは反対派、いや嫌けん悪お派？　取り巻きＢは興味派のようだった。

「ユカはどうなのよ、そこらへん」

　ゾウチが話を振ふってきた。せっかく小さくなって無視していたのに、と気まずく笑う。

　同じく俯うつむいて口も開かない女子みたいに、私も置物扱あつかいしてくれればいいのに。

「そりゃあ、ロボットなんかにデカイ面つらさせない、と言いたいけど」

　反発に見合う腕うでもない。演習の成績だって中の下に留とどまっている。そんな私がなぜか生き残り、今まで訓練と研けん鑽さんを重ねて戦い抜ぬいてきた先せん輩ぱい方が犠ぎ牲せいになったのも、また運命というものだろうか。

　それに歩調を合わせようとそんなことを言ったけれど、本当は内心、歓かん迎げいしていた。

　その未知の最新しん鋭えい機が八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せて、私たち候補生の立場がなくなって。

　結果として私の生き残る確率が上がるかも知れないなら、それに越こしたことはない。

「………………………………………」

　十年、生き残れるとは思っていない。五年か、いやこの調子なら三年か。

　あと三年もあれば、火星の大地に住宅ぐらいは建設されるだろうか。

　その様子を、火星の静けさ漂ただよう砂の上に想像しながら喧けん噪そうに意識を委ゆだねる。

　少なくともそれぐらいは生き残って、役目を果たしたい。

　私は囮おとりでいいと思う。楽園の人ひと柱ばしらで構わないと思っている。

　その楽園に、家族の笑え顔がおが花と共に咲くのなら。







　西と東の都市の間にあるから中央都市。実際は北側がわにあるので、西にも東にも行ったことがない私からすれば馴な染じみの薄うすい名前だ。その中央都市からバスで片道六時間かかる位置に離はなれているのが、私たちのいる技術学校だった。都市部への外出は基本、申しん請せいが通らない限りは許可されていないけど、誰だれもが二度目は行こうとしないのは交通の不便が主な理由だった。

　配られた資料に印刷された、学校周辺の地図を眺ながめながら改めて、そんな事実を意識する。

　その日の座学が終しゆう了りようしてから、私は教官に呼び出された。ワニ型についての聴ちよう取しゆのためだ。入ったこともない会議室へ連れられて一人座らされていると、学校の入学面接と、火星移住の面接を思い出してしまう。

　片方は合格して、もう片方は落選した。それが今の私なのだ。

「永なが森もり友とも香か」

「はい」

　対面する教官に名前を呼ばれて、背筋を伸のばしながら返事する。

　ユカと呼ばれたり、トモカと呼ばれたり忙いそがしい。

「お前の遭そう遇ぐうした新型についてはクロコダイルと呼称することにした」

「そのままですね」

　真ん中の教官が、うむ、と小さく頷うなずいた。安直なのは自覚しているらしい。

　出席している教官は五人……四人？　一人だけ明らかに格好の異なる人がいる。その端はしに座っている老人だけが、資料ではなく私を見つめていた。……垂たれ目めだな。頭頂が薄うすくなっているけれど側面は豊かな毛並みを維い持じして、ボリュームがある。そして鋭するどい。

　白衣も着ているし、なんだか世界征せい服ふくを企たくらみそうな髪かみ型だ。

　頰ほお杖づえをつきながら私を見ている。資料にはまったく手をつけず、途と中ちゆうで欠伸あくびもこぼしていた。

「報告書にあったが、クロコダイルは海水を浴びても高い効果が見受けられなかったのだな？」

「はい」

　教官の質問に頷いてから補足する。

「口の中に取り入れても悶もだえる様子はありませんでした。ただ、傷口に染しみた際は苦しんでいたので、完全に適応しているわけではないと思います」

　視界の端を動くものに目が釣つられながらも見解を述べる。

　どういう理り屈くつか知らないけど、サソリの毒みたいなものかもしれない。

　今までは海水が効果の大小あれども例外なく有効だった故ゆえ、適応する種類が現れるのは大きな問題となるはずだ。あのワニ型なら無傷であれば海中すら泳げる可能性がある。そうなれば海上都市の安全性も揺ゆらぎ、私たち『人ひと柱ばしら』に対する風向きが更さらに悪い方向へと傾かたむく。

　人型兵器の携けい行こう武装はウォーターライフルが主で、実じつ弾だんを撃うつことは訓練でしかない。水流で駆く除じよしきれない大きなつっかえを排はい除じよするために、別の方法も検けん討とうしなければいけなかった。

　それこそが、新型機なのかもしれないけど。

「表面上に海水が接せつ触しよくしても外傷を負った様子はない、と」

「はい……そう、ですけど」

　返事をしながらもどうしても、目が動いてしまう。

　端っこの老人が資料を折って紙飛行機を飛ばしていた。一機目は出来が悪かったのかすぐに床ゆかへ落下したけれど、二機目はふわりふわりと宙を舞まっている。教官たちも私の視線から気づいて、紙飛行機を見上げる。その出所を目で追う教官の顔が若じやつ干かん険しくなっていた。

「早さつ急きゆうに稼か働どうテストを行いたいのですが……博士」

　老人は見た目そのままに博士らしい。呼ばれて、紙飛行機三号を折る手を休める。

「テストならもういっぱいやったじゃないか。飛ばせと命じれば夕方には地球の果てまで飛んでいくよ」

　態度同様、声まで退たい屈くつそうに嗄かれていた。

　そしてその豪ごう語ごと裏腹に、天てん井じよう近くを漂ただよっていた紙飛行機は床ゆかに力なく着陸する。

　稼働テスト、という表現から連想するのは新型機。この老人がその設計者であるなら、新型機をワニ型の駆く除じよに使うつもりだろうか。ゾウチや取り巻きＢが話していたように隣りん接せつする基地の上空で、戦せん闘とう機のような形状の機体が飛行している姿は何度か目もく撃げきしたことがある。

　といってもその速度は、背景の雲の方がまだ速いのでは、と思う程度だったけれど。

　噂うわさの通りに可変式なら、人型へ変形するのだろうか。

　この世界に存在する巨きよ大だい兵器は、人型でなければ意味がないし。

「準備は万全と取ってよろしいのですか？」

「あぁ済んでいるとも。システムの実装も間に合って、丁ちよう度どいいじゃないか」

　返事にしてはどこか自己完結したような物言いだった。その言葉に、数人の教官が密ひそやかながらも剣けん吞のんなものを浮かべていた。博士やその新型機への否定的な感情が隠かくしきれていない。

　新型機という存在が、大人には諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされているわけではないようだった。

「そうなるとまだ足ができてなくてね、急がないと」

　そう言い残して、博士が席を後にする。教官たちの制止も無視して退室してしまった。

　足？　足があるのならやっぱり、人型になるのかな。

　それはいいとしても、なんというか。静まりかえった会議室で頰ほおを搔かく。

　私の偏へん見けん混じりに想像する科学者を、完かん璧ぺきに実じつ践せんしている人だ。

　演技も入っていそうだな、とは感じた。ああいう偏へん屈くつさを押し出せば、煩わずらわしい人付き合いを避さけられることを理解して振ふる舞まっているんじゃないかと。そう思うのだ。

「あぁっと、気を取り直してだな……もう少し細かく質問していいか？」

「はい」

　真ん中の教官が仕切り直して、質問を再開する。

　それから三十分ほど、現場での出来事を報告する時間が続いた。

　その間、折りかけで投げ出された紙飛行機に時々、目をやる。

　紙飛行機でも飛べるのに、どうして私は空にいられないのだろう。







　温かい。風ふ呂ろの湯に包まれて、放心するようだった。

　死ぬときは、この温かさの中で意識を失いたいというのは贅ぜい沢たくか。

　それでもワニ型の歯を思い出すと、背中に一筋、寒いものが走る。機体越ごしでありながら、胴どう体たいが横をぬるりと蠢うごめく感かん触しよくを肌はだが記き憶おくしていた。温度差に鳥とり肌はだがびっしりと立つ。

　暢のん気きにしているこの状じよう況きようでも、いつやつらが襲おそいかかってくるか。

　来ないという保証がないことを心身共に実感して、痺しびれている。

　そして気づくと湯ゆ船ぶねに口まで浸つかっていて、「ぼげぼぼぼぼげ」とか泡あわを噴ふいていた。

　慌あわてて身体からだを起こしてから、周りを窺うかがう。身体を洗っていた女子がこちらを不思議そうに眺ながめていたので、バツが悪くなって風ふ呂ろ場を後にする。背中は冷えているままだった。

　共同浴場はいつになっても慣れないものだ。家の風呂が恋しい。

　その実家は既すでに廃はい墟きよの一部となってしまっているけれど。

　身体を拭ふき、服を着て、髪かみを中ちゆう途と半はん端ぱに濡ぬらしたまま脱だつ衣い所を出た。古い水道をそのまま使っているうえに整備、点検を人材不足から疎おろそかにしているのでいつ止まってもおかしくない。それもあって節水は指導されているけれど、なぜか日々の入浴だけは頑かたくなに遵じゆん守しゆされている。

　学校の管理者のこだわりだろうか。自じ販はん機が機能していない、消しよう灯とうは早い、食事は貧しい。偏かたよった力の入れ具合だけど、むしろこんな世界だからこそこだわってもいいと思う。

　どうせ、地上の誰だれにとっても暗いものしか待っていない未来なのだから。

　バスタオルを頭にかけたまま、湯気と熱気の名残なごりに包まれて廊ろう下かを歩いていると自然、溜ため息いきが漏もれる。心に軽い靄もやがかかって、それはなかなか晴れようとしない。

　教官の呼び出しが終わって、そのまま夕飯を取っていたときのことだ。

『鹿しか井い、桑くわ名な、水みず藻も、山やま百合ゆり、大おお曽そ根ね、吹ふき上がみ、板いた倉くらはこの後、会議室に来るように』

　教官から呼び出しがかかったのは、演習成績の上位七名だった。私とは五十番ぐらい差がある。そしてその招集はワニ型に関連しているのではないかと、なんとなく感じていた。

　ワニ型と正面から向き合わなくて済むのはいいけれど、こんなことでいいのかという微かすかな焦あせりがあった。無理に戦いたくはなくて、けれど戦って移民計画に貢こう献けんしなければ、とはやる気持ちもあって。混入した恐きよう怖ふが矛む盾じゆんを生んでいた。活かつ躍やくしたいと死にたくないが両立しようとして、一つの椅い子すに半分ずつお尻しりを乗せている。勿もち論ろん、どっちも疲つかれるばかりだ。

　なにより今回の一件は、当事者であるという意識も強い。自分の知らないところでワニ型が退治されたり返かえり討うちにあったりしていては、落ち着くはずもないというものだ。

　とはいえ、自分の成績を顧かえりみれば当然の結果であり、反論しがたい。

　演習での成績は、この学校内での序列を左右する絶対的なものだった。

　上位を目指して血ち眼まなことなる人は珍めずらしくない。なにしろ将来の進路がかかっているのだから。

　学校を卒業すれば、配属されるのは西か東か中央の基地、もしくは空の上。宙間戦せん闘とうの成績次し第だいでは宇宙ステーションへの配属もあり得る。後は海底シェルターが完成すれば、そこの防衛担当に回される可能性も出てくる。どちらにしても、その二つには選ばれた大事な人命とやらを守るために成績上位者が優先されることだろう。

　海底か、火星か。私たちに望みがあるとすれば、そのどちらかへ招かれることぐらいだった。

　私としてはできれば火星には行きたくなかった。今いま更さら、どんな顔で家族と会えばいいのか分からない。そもそも自分に火星行きとなる可能性はないだろうから、大それた悩なやみだけど。

　二階の自室に戻もどる途と中ちゆう、娯ご楽らく室という名ばかりの埃ほこり臭くさい部屋の前を通りかかる。

　何気なく横目で覗のぞくだけで寄るつもりはなかったけれど、そこで目にしたものに思わず足が止まる。髪かみを拭ふく手を休めて、その背中をジッと見つめてしまう。

　中には寮りようの唯ゆい一いつといっていい娯楽である、シミュレータ筐きよう体たいが設置されている。学校で新調した際に、廃はい棄きする予定だった旧きゆう盤ばんがこちらへと回されてきた。新型と異なり、敵が『ロボット』に限定されている。学校側がわとしては自主訓練をご自由に、ということなんだろうけどこのシミュレータを娯楽の代わりとするものも少なくない。

　その筐体に見覚えのない女子が向き合っていた。

　入浴時間中ということもあって、他ほかに誰だれの姿もない。逆にその時間に早くもここにいるのはおかしな話だった。娯楽室へ入り、近寄ってみるけれど女の子は振ふり向こうとしない。

　女の子は技術学校に似つかわしくない、若草色のワンピースを着ていた。

　その背中には、チョコレート色の髪が腰こしの近くまで伸のびている。力強い色合いで、触ふれるだけで煤すすのようなものが手についてしまいそうだ。派手な色で、一度でも見かけていれば忘れることはない。少なくとも寮生ではないだろうし、そうなると、基地の関係者かもしれない。

　基地の人が女子寮の娯楽室でなにをやっているかという話だけど。

　単なる不ふ審しん者だったらどうしようと警けい戒かいしつつも、興味本位で近寄ってみた。画面の中で派手な音が聞こえる中、斜ななめ後うしろに立ったところで。

「……うぁ」

　要領を得ない声を漏もらしながら、よろめきそうになる。

　目の下を強く引っ張られるような、重力を如によ実じつに感じる衝しよう撃げきが走る。

　ロボットだった。

　女の子は、ロボットだったのだ。

　背中側がどう見ても人間なのに。雰ふん囲い気きも変わらないのに。機械剝むき出だしだった。

　初めて巨きよ大だいロボットを目にしたときと似ているけれど、また質感の異なる恐おそれ、関心、動どう揺ようが渦うずを巻いていた。気を抜ぬくと意識と目が遠くなりそうだった。

　どこを見てそれに気づいたかというと、足だ。

　換かん装そうが間に合っていないのか、右足は骨のようなフレームが剝き出しなのだ。義足というわけでもないようだ。左足はちゃんと靴くつも履はいているのに。機械の足と、人間に擬ぎ態たいした足が規則正しく並んでいる。見ていて、あの博士の『足』という発言を思い出す。

　ひょっとして、こっちのことだろうか。

「……けど」

　間ま違ちがいなくロボットだけれど服を着ているし、髪かみもあるし、なにより女の子だった。

　でも女の子だけど、髪もあるけれど、服を着ていてもやっぱり、ロボットだった。

　矛む盾じゆんしていないのにややこしくて、頭がどうにかなりそうになる。

　髪が本物みたいにサラサラとか、肌はだ真っ白で羨うらやましいとか、爪つめの光こう沢たくが偽にせ物ものっぽくない艶つやだとかちくしょう胸私より大きいじゃないかとかジロジロ眺ながめてしまう。ロボット少女はそんな私の視線をまったく意に介かいさず、画面から目を離はなさない。画面の中からは、そうさっきから気になっていたけれどぼんがぼんがと景気よく爆ばく発はつ音が聞こえてくる。しかも敵機を撃げき破はしているのではなく、されている音だった。淡たん々たんと爆破する自機に、ロボット少女は無表情だった。

　そのリトライを一から観戦してみると、女の子が花火のように自機破損する理由がすぐに分かった。女の子は速度をまったく上げる様子がない。三割程度に留とどめて、慎しん重ちようというより鈍どん重じゆうに見える動きで前進している。安全運転を心がけているのだろうか。勿もち論ろん、相手は道路交通法を守る気なんかサラサラない全速で突つっ込んできて、瞬またたく間に攻せめ立ててくる。そしてロボット少女は敵機を発見した途と端たん、隠かくれもせずジグザグに動くこともなく、一直線に突とつ進しんしていく。

　とろとろと真まっ直すぐ進んでくる的を、敵は正面から撃うち抜ぬくだけだ。

　あっという間に蜂はちの巣すとなり、画面が大だい炎えん上じようを起こした。

　水流エンジンはここまで酷ひどい爆発を起こすことはないのだけれど、まぁそれはいいとして。

　……下手くそとか、それ以前の問題じゃないのか、これ。

　たとえお遊び半分とはいえ、わざとやっているわけじゃないだろう。

　淡々とリトライするけれど、結果は何度やっても同じことだと思う。

　もし、こいつが噂うわさの新型機用のロボットだとするなら。こう、なんというか。

「頼たよりねー」

　その私の言葉に、女の子が初めて反応を見せる。

　仮想戦せん闘とう中の画面をそのままに、私を見上げてくる。今まで一いつ貫かんして無視していたのに急に反応されて、不意打ちに近いそれに足あし腰こしが逃にげそうになった。なんとか及および腰ごしで留める。

　画面から目を、操縦桿かんから手を離したことで無防備となった自機が爆発する。

　その光に照らされた髪が、淡あわく輝かがやくようだった。

　ロボット少女の端たん整せいすぎる能面顔が、私を捉とらえて離さない。相手も動かないし、こちらも手足が硬こう化かしていた。バスタオルを押しつけたままの濡ぬれた髪から、水の粒つぶが滴したたる。

　宇宙人と出会ってしまった気分だ。重力の支配下ではあり得ない遭そう遇ぐうと、接近。

　どこを見ても驚おどろくしかないのだけど、特に心引かれたのは瞳ひとみが本物めいていることだった。丸く、滑なめらかだ。まばたきをしないこと以外は完かん璧ぺきで、その精せい巧こうさに製作者のこだわりを見る。だけどその瞳はいくら本物に近づいていても、本物より綺き麗れいすぎた。感情を宿すことなく、磨みがき抜かれた目玉には曇くもりも、熱も浮かんでこない。機械の目はなにも訴うつたえてこない。

　死人のように、口がなかった。

「あ、いたいた！」

　賑にぎやかな声と、粗そ雑ざつな足音が飛び込んでくる。振ふり返ると、特とく徴ちよう的な髪かみ型があった。

　夕方、会議室で顔合わせした『博士』だ。ロボット少女を見て、安あん堵どの顔を浮かべている。

「こんなところまで動いたのか。いやぁちょっと足を速くしすぎたかな」

　肩かたで息をしている博士がロボット少女の隣となりまでやってくる。額に滲にじむ汗あせが照り輝かがやいていた。

「酷ひどい成績じゃないか」

　画面を覗のぞき込んだ博士が遠えん慮りよなく笑う。それから「当たり前だけどね」と付け足す。

　ロボット少女は表情を作ることなく、博士を見上げていた。

　その博士の目が私に向く。「おや」と、目の輪りん郭かくを光が一周した。

「きみはなんだか見覚えがあるな。どこかで会ったと思うが」

　覚えていないのか、と内心で呆あきれる。よほどあの集まりに興味がなかったようだ。

「夕方、会議室で」

「あーそうそうすまないね、この子は会話がまだ苦手なんだ。言語機能が調整不足でね」

　聞いてもいないことを博士が説明してくる。そして、聞いたことを聞きやしない。

　博士も耳とか調整不足じゃないんですかね、と言ってやりたかった。

「ところできみ、なんでここに？」

　博士が不思議そうな顔を向けてきた。なんでもなにも、ここは女子寮りようだ。

　むしろ堂々入ってきているあなたたちの方が、『なんで』に値あたいする。

「知らない子がいたから、つい、なんとなく」

　正直に理由を説明すると、博士が顎あごを撫なでながら「ふむ」と思わせぶりな態度を取る。

「この子に興味あるかい？」

　博士がにやーっと、なにかを試ためすように私に尋たずねてくる。

　探し物をしていて、手て頃ごろな位置にいいものを見つけたような。

　発見と、期待にかけるような笑い方だった。

「興味ってほどでも……あの、その子……ロボット、ですよね？」

「見て分からないかね？」

　座っている後ろ姿を眺ながめているだけでは、誰だれも分からないと思う。

「噂うわさの、噂っていうか。……新型機にその子が乗るんですか？」

「その予定だね」

　博士があっさり肯こう定ていした。一いつ介かいの候補生に、そんな簡単に教えていいのだろうか。

「きみもパイロットだな？」

「候補生、です。今のところ」

　結構、と博士が満足げに頷うなずく。なにがよろしいのかよく分からない。

　しかしそれよりも一番分からないことがあるので、質問してみる。

「あの、いいですか」

「うん？」

　一つ、どうしても聞いてみたいことがあった。ものすごく、不思議なのだけど。

「なんで見た目が女の子なんですか？」

「僕の趣しゆ味みに決まっているだろう」

　即そく答とうされてしまった。うん、そりゃまぁ……趣味でしょうけど。

「というより、コンセプトに沿っているだけなんだがなぁ。元々、ロボットになんか乗せる予定でこいつを作ったわけではないのだし。そっちの機能は後付けなんだよ」

　愚ぐ痴ちるようにぶつぶつとぼやいている。こちらには半分も聞こえていない。

　コンセプトがどうとか言っていたみたいだけど、どう見ても趣味優先という見た目だ。

　そのロボット少女が、今は私を見つめている。感覚のない瞳ひとみが私を見て、なにを思うのか。

　相手が機械であるなら、それは扇せん風ぷう機や電子レンジと向き合っているのと変わりないはずなのに、戸と惑まどいが生まれてしまう。見た目というのは思いの外、この世界で大きいものを占しめている。

「まだ名乗っていなかったと思うが、僕は緒お方がたという。緒方賢けん介すけだ」

「はぁ、緒方……博士……あ」

　ピンと来る名前だった。ロボットに関連しているのなら、その人で間ま違ちがいないだろう。
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　この世界で、巨きよ大だいロボットに乗って戦おうという流れの源流にある人だ。正確にはこの人が提唱したわけではないけれど、その研究が今に繫つながっている、と習った。水流エンジンの開発から始まり、人型兵器の高度な二足歩行を確立したのもこの人の手て柄がらだと聞く。

　教科書、雑誌とその名前を目にする機会は多いけれど顔写真は載のっていないので、気づけなかった。

「さっさと帰るぞ、チョコ。お前だって足ぐらいは欲しいだろう」

　博士がロボット少女の背中を押しながら帰き還かんを促うながす。……チョコ？

「チョコって……名前ですか？」

　博士の首がこちらへと傾かたむく。「そう」という一言がいやに粘ねん着ちやく質に感じられた。

「僕が昔飼ってた犬の名前さ。かわいいだろ？」

「はぁ……」

　返事に窮きゆうする。それは人間にポチと名づけることに似ていないだろうか。

　倫りん理りとか常識はさておき、あまりかわいらしくは思えない。

「ダニーってネズミもいたから、どっちにするか迷ったんだけどね。チョコの方が女の子の名前じゃないか」

「そう、ですね」

　確かにダニーって見た目じゃない。けれどその温かみに欠けた容姿はチョコというほどかわいらしくもなかった。美しくはあるけれど、大きな岩からガラス細工が生えているような、無骨さとの不ふ釣つり合あいな共存が見え隠かくれする。鋼鉄が着飾かざっても、触ふれれば冷たく固いものだ。

「そうだ、きみの名前を聞いておきたい」

　夕方に教官が名前を呼んでいたのに、まったく聞いていなかったようだ。

「……永なが森もり友とも香かです」

　名乗ると博士だけでなく、ロボット少女……チョコ、の目も反応した。ように見える。

「ふむ……ふむ。ながもり、ともか……と」

　博士がなにを思ったか、取り出したペンで私の名前を書く。それも、ロボットの頰ほおに。

　忘れないようにメモ書きするとしても、そんなところにわざわざしなくてもいいのに。

『ながもりともか』と落書きされたロボット少女が少しだけ不ふ機き嫌げんそうに見えるのは、私の気のせいだろうか。「よし覚えられそうだ。また会おう」と、博士が手を振ふってくる。

　また会う機会なんてないだろう、と思いつつも頭は下げておいた。

　途と中ちゆうまでは博士がロボット少女の背中を押していたけれど、早々に体力的に限界が訪おとずれたらしく最後は少女の方が博士を押して退室していった。やっぱり機械だし、重いんだろうな。

　そうして一人になってから、支えを失ったように身体からだがふらつき、筐きよう体たいに寄りかかる。立たち眩くらみに似た症しよう状じようを起こした頭が遠く感じられて、そのまま筐体に座り込む。

　ロボット少女の座っていたそこには、微かすかな熱が感じられた。

　座って、曲がった膝ひざが異様に重い。ここに来て、蓄ちく積せきされた疲ひ労ろうが身体からだ中を支配してくる。

　リトライするかと選せん択たくを強要し続ける、賑にぎやかな画面から顔を隠かくすように、バスタオルで頭を覆おおう。蒸むし暑あつさとタオルの擦こすれる感かん触しよくも不ふ愉ゆ快かいだったけれど、それ以上に、身体が辛つらい。

　すごいものに出会ってしまったという事実に、頭がまいってしまっていた。

　驚おどろいたり、感動したりする余力もない。疲つかれ果てていた。

　俯うつむき、髪かみから垂たれた滴しずくを乱暴に拭ふき取る。

　風ふ呂ろで落としてきた心労がまた、髪に重くへばりつくようだった。

「……ロボットのパイロットの、ロボット」

　本当にいるんだ。噂うわさは一人歩きじゃなくて、真実を語っていた。

　そして、それがなにを意味するのか。私は考えようとして、でも集中しきれなくて。

　消化しきれない熱気の塊かたまりに、苛さいなまれ続ける。







　月並みにも思えるけど、こう語るしかない。

　ある意味、巨きよ大だいロボットよりも非現実的な存在との。

　人類の誰だれよりも綺き麗れいな目をした機械との。

　これが私と、チョコの出会いだったと。







　険しい顔が一列に並んでいる。自信に凝こり固まった顔がずらりと勢せい揃ぞろいだ。

　この呼び出しの意味を各自、覚かく悟ごを持って受け止めているのだろう。緊きん張ちようだろうか、気負いだろうか。若じやつ干かん前のめりに感じてしまう空気が漂ただよう。しかしその一方で、背を曲げて卑ひ屈くつになる者もいない。今回のことを好機であると捉とらえられるような人間だけが、成績上位を担になうことができるのだと思う。そうした高い向上心も才能の一つといっていい。

「………………………………………」

　ちゃらんぽらんに目が動いているのはきっと、私だけだ。

　選出された上位成績者七名、と、もう一人。

　私だった。整列して頰ほおと口もとだけは無表情を貫つらぬきながら、内心、渦うず巻まくものがあった。

　なんでだ、と。

　朝になって急きゆう遽きよ、追加の呼び出しを受けてしまった。お陰かげで朝食の喉のどの通りが悪かったこと。味もよく分からないまま飲みこんだものが、胃の底でごろごろと石のように転がっていた。

　呼び出されたときの、隣となりにいたゾウチの表情が忘れられない。驚きの奥に、彼女が上位陣じんに向ける嫉しつ妬とと同じものが見えていた。気づきながらも、気にかける余よ裕ゆうがなかったけれど。

　私から得られる情報なんてもうないはずだ。演習より優先して格納庫に呼ばれたりはしないだろう。そう格納庫である。整備作業の音が右から左へと流れていくあそこだ。

　そして駄だ目め押しとばかりに、皆みなと同じくパイロット用のツナギに着き替がえさせられていた。

　そうなると、呼び出された理由は一つしかない。

　出しゆつ撃げきだった。

「うぇへ」

　場ば違ちがいという言葉は、正まさにこのときのためにある。抜ばつ擢てきというよりは、晒さらし者ものの気分だ。

　なぜ、こうなったのか。

　心当たりがあるとするなら、昨日のアレ。博士に名前を聞かれた、アレだ。

　特別目立たない候補生の名前なんか、あんな偏へん屈くつ博士がなぜ興味を持ったのか。

　あのロボット少女との接せつ触しよくによって、私は乗るべき流れを変えてしまったように思う。

　軽けい薄はくに、思し慮りよ浅く。運命にべたべたと触ふれてしまったのかもしれない。

「………………………………………」

　会話も一いつ切さいなく立たされ続けるのは、辛つらい。

　まだ教官は現れていない。私たちは軍人じゃないのだからここまでかしこまって待機する必要はないのだけれど、だからといって他ほかの連中には話しかけづらい。成績上位陣じんだけで交友範はん囲いが固まっているので、私とはほとんど面識がないのだ。

　例外は、七人の中でただ一人。

「あなた、なにしに来たの？」

　その悪い例外である、隣となりに並んでいる山やま百合ゆりが私に嫌いやみな疑問を振ふってくる。

　確か初対面のときも同じようなことを言われた。お互たがいのとんがっている部分を故こ意いにぶつけ合うような関係となったのは、間ま違ちがいなく相手に原因がある。一方的に喧けん嘩かを売られているのだから、こちらに仲良くする理由はない。

「私が聞きたい。だからここで待ってる」

　つっけんどんな態度で返事すると、鼻を鳴らすような反応が返ってきた。

　やっぱり、嫌いやなやつだ。多分こいつが一番、私がここにいることを疑問に思っている。

　山百合メイ。私より背が高く、態度も大きく、性格の悪い女だ。

　性格はひん曲がっているのに、口もとや目鼻は真まっ直すぐ、透すき通るように美しい。

　入学初日はお蝶ちよう夫ふ人じんみたいな髪かみ型でやってきたけど、翌日には髪の色まで変えていた。その黒かった髪が、今はまた金きん髪ぱつに戻もどっていてと忙いそがしい。現在はロングのストレートで落ち着いている。どちらにしてもこのご時世に髪を自由にしているあたり、お金持ちの部類に入る。

　噂うわさでは火星行きのロケットに乗る権利を蹴け飛ばして技術学校に入ったという話だ。

　本当なら、バカじゃないだろうか。

　山百合が嫌がらせに肘ひじで押してくるのを無視しながら、格納庫内の作業の様子を眺ながめる。

　目の前で整備されているのは、喰くわれた先せん輩ぱいたちの乗っていたのと同じ新型だ。基本操作はカタツムリと変わらないけれど海水タンクを内蔵式にして、より『喰くわれた』ときの効果が上がるように改良されている。後こう継けい機の改善点は、速度とか燃費じゃなくてそんなことばかりだ。

　私たちが巨きよ大だいな人型兵器に乗って防衛するのは理由あってのことで、酔すい狂きようではない。

　敵性怪かい獣じゆうは人型兵器を『人間』と誤ご認にんする。立って手足がついていれば見境つかないようだ。侵しん略りやくによって、熊くまが早期に絶ぜつ滅めつした理由を探さぐった結果得たその結論は、巨大ロボットを防衛目的で採用することへの大きな後押しとなった。

　巨大ロボットに海水利用のエンジンを採用しているのは、怪獣に喰われた際、海水を体内に取り込ませることで『相あい討うち』を狙ねらうためだった。大たい抵ていの敵性怪獣は、海水によって身体からだの内側がわから激痛に苛さいなまれて、悶もだえ苦しみ、大きな隙すきを生む。

　絶対にただでは死ぬな、ということだ。

　曰いわくロボットは動く防ぼう壁へきだと思え。

　曰くロボットは、意志ある爆ばく弾だんと思え。

　それに搭とう乗じようする私たちは言葉の誤解なく人ひと柱ばしらなのだ。

　無人機が採用されない理由も、機体の中に本物の人間がいるということを敵性怪獣に知らせるためなんじゃないか、と思っている。いないと学習してしまえば無視されそうだからだ。

　地上の民たみは火星へ行く者たちの囮おとり。その中でも使い捨てとなるのがロボット乗り。

　はっきり言って、パイロットというものはこの世界では最低の職種といえる。

　選ぶやつの気が知れない、と周りに言われる程度に。

「………………………………………」

　火星には行けなかったけれど、そのときはまだ、別の選せん択たく肢しもあった。

　海上都市で生活するという選択もあったのだ。けれど私は、それを選ばなかった。

　自分で戦う力を持たない方が、私は怖こわい。

「済まない、待たせた」

　程ほどなくして、入り口の方から教官がやってくる。早歩きで私たちの前まで来て、それからたっぷりと遅おくれてマイペースに歩いてくる人ひと影かげが続いた。緒お方がた博士が昨日と同じ格好で、決して慌あわてることなく歩いてくる。教官が視線を向けると、博士はにやにやとだらしなく笑った。

「ん、遅ち刻こくを僕のせいにするのは止やめてほしいなぁ。きみらが急せかすからこれでも急いだんだよ」

　まったく悪びれない博士に、教官が苦い顔となる。その教官は生き真ま面じ目めな性格なので、というか学校の先生なんて堅かたい人しかいないけど。

　そして博士の後に昨日のロボット少女が続いて……続いて、いた、けど。

「……おいおい」

　右の頰ほおがねじ切れそうなほど引きつる。

　足は換かん装そうを終えて人間らしさを纏まとっている。それはいい、いいのだけど。

　その冷れい淡たんな顔面に、『ながもりともか』と堂々ペイントされているのは、なんなのだ。

　本人はそれをまったく意識していないように、平へい坦たんな表情で私の横に並んだ。

　全員が真まっ直すぐ前を向いているけれど、それぞれの頭に疑問が渦うず巻いていそうだった。

　頭が熱くなる。まともに顔が上げられない。なんで消してないんだなんでそのままなんだ。横目でさりげなく確かく認にんすると、『ながもりともか』が間近に映る。最高に気き恥はずかしい。

　この中に、教官たち以外で私の名前を知っているやつはいるのだろうか。山やま百合ゆりなら或あるいは、というところか。他ほかのやつらは知らない、いや知っていてほしくない頼たのむ、と祈いのる。

　このロボット少女との関連で私がここまで引っ張り出された、なんて邪じや推すいされたくない。

　……邪推じゃないのかもしれないけれど。

　それはそれとして上位陣じんは、ロボット少女を目もく撃げきしても頰ほおの落書き以外に気にする様子はない。恐おそらくだけどこの子がロボットだと気づいていないのだ。むしろみんな、この子を『ながもりともか』だと誤解しているのではないか。ややこしくて目が回りそうになってきた。

　一歩間ま違ちがえば浮うわついて瓦が解かいしそうな空気の中、教官が場を引き締しめるように口を開く。

　第一声は、私たちへの問いかけだった。

「君たちはなんのために訓練に臨のぞんでいる？」

　唐とう突とつな質問に面食らう。黙だまっていると一歩、前に出るやつがいた。

「敵性怪かい獣じゆうを駆く逐ちくするためです」

　山百合が皆みなを代表するように答える。私はそんなつもりじゃないけど、教官が頷うなずいてしまう。

　握にぎり拳こぶしを振ふるい、私たちに発破をかけるように声を昂たかぶらせる。

「今こそ、そのときだ。君たちは演習、実地共に優ゆう秀しゆうな……」

　教官がその存在に気づいて訓示を中断する。動いた視線の先に、そいつがいた。

　格納庫がにわかに騒さわがしくなり、風がそこかしこに巻き上がった。

　新型機が表へと運ばれていく様に、候補生全員が注目する。他の機体とは比ひ較かくにならないほど気を遣つかっているのが、慎しん重ちような作業から伝わってくる。私たちの乗るカタツムリより、一回り、二回り巨きょ大だいなためか、格納庫から出る際には一層、緩かん慢まんなほどの作業が求められた。

　間近で見るのはこれが初めてだけど、最初に浮かんだ感想は『綺き麗れい』だった。

　戦せん闘とう機のような流線型を保つ機体構造で、翼つばさ部は紫むらさきを強く帯びた瑠る璃り色に塗と装そうされている。頭部に当たる先せん端たん部位も同じ色だ。コクピット周辺の胴どう体たいは赤せき褐かつ色しよくに染まっている。尾おっぽのように後部に鋭するどく突つき出た部位があり、そこもまた、人目を惹ひく瑠璃色を誇ほこっていた。

　その派手さに目を剝むきそうになる。単一色に塗と装そうされて装そう飾しよくも控ひかえているカタツムリと異なり、彩さい色しき華か美びで誰だれの目もはばからない。自然界で自由に羽ばたく鳥のようだった。

　奔ほん放ぽうすぎて目を奪うばわれてしまう。

「カァールディス」

「……え？」

　隣となりのロボット少女が口を開き、名前のようなものを呟つぶやいた。

　新型機を見つめながらの呟つぶやきに思わず反応してしまう。

　喋しやべれるようになったんだ。それも結構自然に聞こえる範はん疇ちゆうだった。

「それ、あのロボットの名前？」

　受け答えまでしてくれるか分からなかったけど話しかけてみる。

　ロボット少女の視線が降りて、私を捉とらえる。一いつ拍ぱく置いた後、返事が来た。

「そうです、ナガモリトモカ」

　私まで呼こ称しようしなくていい。名前をしっかり覚えられていて、思わず目を逸そらす。

　カァールディス。明らかにカタツムリの系けい譜ふからは外れた、異質なる機体だ。

　外見からして、人間を模もした囮おとりとは一線を画する。

　あれが敵性怪かい獣じゆうを駆く除じよする秘密兵器なのだろうか？

　そしてそんなものをとうとう引っ張り出すということはやはり、普ふ通つうの目標じゃない。

　ロボット少女の昨日の手て際ぎわを思い出すと、どうにも不安が残った。

「どこまで話したか……いやなにも話していないな」

　教官の声に反応して、一いつ斉せいに前に向き直る。握にぎり拳こぶしはいつの間にか解かれていた。

「今こそ訓練の成果を発揮せよ、ということだ」

　勢いを失い、簡素に纏まとめてしまった。訓練の成果、ねぇ。

　発揮する前にやられてしまったから、先せん輩ぱいたちは命を落としたのだろうか。

　あれはそういう次元を超こえた、生命の蹂じゆう躙りんだったと思う。

「君たちにはこれから、新型機の運用テストも兼かねて敵性怪獣の駆除に向かってもらう」

　うわぁ、と来るものがある前置きだった。

　隣となりの山やま百合ゆりが唇くちびるを引き締しめるのは、また別の意味だろうけど。

「目標は先日遭そう遇ぐうした新種、クロコダイル型だ」

　あぁ、と苦いものが口内を走る。

　薄うす々うす予想はしていたけれど、本当にワニ型駆除に駆かり出されるのか。

　私たち候補生には荷が重すぎる相手ではないだろうか。

「目標は現在、この学校と海上都市の間を移動中だ。目標は海水に対して抵てい抗こうを持つ新種だ、都市部への万一の被ひ害がいを防ぐために早期の排はい除じよが求められている」

　実際に死にかけた私としては、再び死んでこいと命じられたようなものだ。一機が半ば捨て身で立ち向かっても爪つめで引っ搔かいた程度の傷しか負わせられないのに、数で立ち向かってどうにかなるとは思いがたい。求められているのは、量より質だ。

　そのための新型機、となるのかな。

　だけど。

「それは基地の方々の仕事ではないでしょうか」

　私が控ひかえめに言ってみると、教官の視線が突つき刺ささるように返ってくる。

「説明の最中に質問は禁止する」

「すみません」

「が、もっともな質問でもある。本来なら候補生諸君に任せられることではないのだが……」

　教官が博士を一いち瞥べつする。まさか緒お方がた博士の提案なのだろうか。

「ああ僕が決めた。きみたちと一いつ緒しよじゃなかったらカァールディスを飛ばさないと言ったんだ」

　子供みたいなワガママを包み隠かくさず明かしてきた。一同、啞あ然ぜんとしてしまう。

　その意図はなんなのだろう。正直、その人ひと柄がらに翻ほん弄ろうされるようにまるで分からない。

　分かるのは、この博士はそんな要求が通るような立場であり、そしてあの機体にそれだけの価値があるということだ。

　なぜ私たちが一緒に、と続けて聞きたいけど質問は禁じられているので、口を噤つぐんだ。

「クロコダイル型の特とく徴ちようについて説明する。名めい称しようの通り、ワニに酷こく似じして……」

　昨日の質疑応答で交かわされたような説明が繰くり返される。聞き飽あきたとも言えず、黙だまって聞いていた。今回はあのワニ型に不意打ちを食らう可能性は低い。でもこっちが不意を突ついたところで、あの強固な鱗うろこを少々削けずり取れるくらいではないだろうか。

　長々とした説明の終わり際ぎわ、教官が端はしの男子へ目をやる。

「鹿しか井い正まさ樹きを今回の班長に任命する。やれるな？」

　教官のその一言で、場の空気が揺よう動どうする。大半は沈しずんで、怨えん恨こんを交まじえて。

　呼ばれた成績一位の男子だけが、突とつ出しゆつする。

「はい！」

　声が裏返りそうなほど、隠しきれない歓かん喜きを滲にじませていた。

　成績一番で、班長にも任命されたとくれば当然かもしれない。

　認められた、という気持ちでいっぱいなのだろう。他ほかの上位者は真ま逆ぎやくの気持ちのはずだ。

　しかし、快活な返事と裏うら腹はらに目つきの酷ひどく悪い男だ。逆三角形を描えがくように尖とがって、凝こり固まっている。成績の代だい償しように人間性を削そぎ落としたと説明されても驚おどろかない。改めて見てみれば上位ランカーは一様に目つきが悪かった。瞳ひとみ自体もギラギラと油ゆ膜まくが光るようである。

「状じよう況きようが悪化すればすぐに撤てつ退たいを指示して構わない。分かるな、上手うまく見定めろよ」

　教官が念を押すように言う。それも今の班長にちゃんと届いているかどうか。

　私は班長じゃないけど、教官の言いたいことは分かる。あのときも、死んだ班長が上手く撤退を指示していれば、犠ぎ牲せいは減ったかもしれないのだ。ただしその場合、私が真っ先に犠牲となったようにも思う。なにが誰だれにとって不幸で、或あるいは幸いとなるのかは分からないものだった。

「説明と指示は以上だ。質問がなければすぐにでも出しゆつ撃げきの準備に入れ」

「………………………………………」

　根本的な質問を口にするかどうか、迷う。

　命令は理解した。けれどなんで候補生に大役を務めさせるのか、という点だけが不ふ明めい瞭りようだ。

　いくら私以外は成績優ゆう秀しゆうだからって、まだ仮かり免めんなのに。

「そのための新型、そしてチョコだよ」

　博士が補足するように言う。まるで私の不安を読み取り、それに答えるように。

　他ほかの候補生は唐とう突とつな『チョコ』がなにを意味するか、今ひとつ理解できていないようだ。

　混迷が深まる中、射貫ぬくように鋭するどい声が一いつ閃せんする。

「教官、質問してよろしいでしょうか」

　一歩前に出た山やま百合ゆりが発言する。教官が目線で続きを促うながした。

　山百合の目が私を睨にらみつける。

「なぜ永なが森もり友とも香かが参加するのですか？　彼女の成績を考こう慮りよすれば、人選を誤っているとしか思えません。未み熟じゆくな人間と行動を共にしたくない、と皆みなが感じています」

　同級生に未熟呼ばわりされるとは思わなかったけれど、概おおむね的確な疑問だった。

　山百合は私の名前を知っていたみたいだ。まぁそうだろう。

　私という人間を知らなければ、初対面から露ろ骨こつに嫌きらったりはしないはずだから。

　山百合の疑問に対し、私も知らん、とばかりに教官が博士の顔を窺うかがう。博士が丸い目をぱちくりさせて、いや愛あい嬌きようないですよ。山百合の睨ねめつける視線に対しても臆おくする様子がない。

　やっぱり私は博士の推すい薦せんのようだ。本人に拒きよ否ひ権なく、酷ひどい話だ。

「その子の顔に書いてあるじゃないか」

　博士がロボット少女を指差す。山百合が『ながもりともか』を一いち瞥べつし、目を細める。

「だから？」

「それだけだよ。袖そでふり合うも多生の縁えん、可能性は多い方がいい」

「意味が分かりません」

　珍めずらしく山百合の意見に同意を示したい。多分、博士以外誰だれも分かっていないだろう。

　博士は面めん倒どうそうに頭を搔かいた後、山百合に歩み寄る。山百合がムッと唇くちびるを尖とがらせるようにして構えると、その高い鼻はなっ面つらを押すように、博士の指が伸のびた。そして山百合に向けて言う。

「人選は誤っていない、ということさ。きみが行きたくないのなら、他ほかのやつを連れて行ってもいい。正直なところ成績なんてどうでもよかったんだよ。せめて成績順にしてくれ、と頼たのまれたからそれに従ったに過ぎない。分かるかい、成績はどっちでもいいから、だから逆にそれでもいいかと思ったんだ。きみの大事な価値観は僕にとって考慮に値あたいしない、納なつ得とくしたかい？」

　唾つばでも飛ばすように、早口で博士がまくし立てる。

　成績なんて他人にとってはどうでもいい、という当たり前の価値観を突つきつけて。

　それについては他の連中も嚙かみつきたそうに、剣けん吞のんな顔つきとなっている。しかし向き合っている山百合が、他のやつと代わる、という部分を優先したらしくそれ以上言い返さなかったので、事態の悪化だけは防ぐことができた。

　その騒さわぎと静かなる怒ど気きから一歩引いているロボット少女は、私の名前を呼んで以来、口を開こうともしない。無む垢くともいえる視線の先には、外で待機する新型機があった。

　ロボット少女の目には、当たり前だけど微み塵じんの恐きよう怖ふも宿っていない。

　とても、そうとても。羨うらやましかった。

「………………………………………」

　右手を見る。せっかく伸のびた指がまた、強こわばって曲がっていく。

　あれだけの恐きよう怖ふが染しみついて、戦えるだろうか。

　ワニ型よりも大きな敵が、自分の中に巣すくっていた。







　命を救われた義理もあってか、カタツムリという機体には以前より愛着が持てた。発進の準備を済ませて、操縦桿かんを握にぎる前に深呼吸する。今度は、引き金を引くだけでは終われない。

　狭せま苦くるしいコクピットに漂ただよう金属の匂においが、指先に流れる血を鉄に変えていく。

『あなたはムダに動かなくていいから、後ろで大人しくしていなさい』

　山やま百合ゆり機から通信が入る。勿もち論ろん、心配してそんなことを言ってくるわけではない。

「そんなことは自分で決める。もしくは班長が決める」

『……出来損そこないが、よくも言う』

　舌打ちを残して通信が切れた。露ろ骨こつに嫌きらわれている、なぜだろう。

　腹を割って話し合ったこともなく、純じゆん粋すいに嫌い合っているだけだから、分からない。

　私の家族が関係しているのは間ま違ちがいなさそうだけど。

「言われなくても、分かっていますよと」

　私の乗るカタツムリは後方支し援えん用の装備なので、言わずもがなでもあった。

　山百合には反発したけれど実際、私が足手まといなのは事実だろうし。

　だけどその山百合も後方支援用のカタツムリに搭とう乗じようしている。性格からして前に出たがるかと思っていたので意外だった。私の機体と同様に、右肩かたに水みず大たい砲ほうを装備している。

　後方支援用の装備としては水大砲以外にも、放射状に発射する広域用の派手なものもある。撃うち出される水がまた美しいのだけど、海水を直接撃つので消しよう耗もうが激しい。

　装着位置は背中が空いていないので、肩に無理にくっつける形となる。ただ幾いくつもごてごて装備するのは自殺行こう為いだと言われている。そもそも海水タンクを背負う以上、元からカタツムリの重量バランスは悪い。しかも重い。そこに加えて武装を幾つもくっつけると、移動だけでも海水の消費が馬ば鹿かにならなくなる。機体と武装の燃料を共有しているので、バランス感覚がないやつはカタツムリを乗りこなせない、というのが一いつ般ぱん的な見解だった。

　近接兵装を重視している班長機他ほか二機はカタツムリの発展系だ。タンクの縮小で稼か働どう時間が短くなるという難点はあるけれど、近接戦せん闘とうの際は機体の反応速度の向上もあって重宝されている。

　こちらはライフルではなく、近接戦用のウォーターカッターを装備している。

　ちなみに名前はカタツムリが殻からを取ったから『ナメクジ』と呼ばれている。安直な。

『準備はできたかい？』

　博士の声が聞こえる。ロボット少女に向けた確かく認にんのようだった。

　それを私たちにまで聞かせるのはどういうわけだろう。一々個別に聞くのが面めん倒どうだったとか、あの博士ならそんな理由かもしれない。

『カァールディス、コンディションオールグリーン。起動、容易です』

　抑よく揚ようの少ない声がこちらにも聞こえてきた。ロボット少女は淡たん々たんとしたものだ。

　今からどこへ行くか踏ふまえて冷静を保てるのなら、ロボットもいいものだなと思う。

『いいかいチョコ、システムの指示通りに動きなさい』

　博士が通信でロボット……チョコに助言する。

『了りよう解かいしました』

　班長の指示通りに動かなくていいのだろうか。通信を聞いているだけでも不安になる。

『クロコダイル型の場所は把は握あくできている。慎しん重ちように頼たのむぞ』

　教官から送信されたデータを受け取り、地図と照合して大体の状じよう況きようを把握する。

　私たちが襲おそわれた場所から結構な距きよ離りを移動している。現在は移動を休止して廃はい墟きよの付近に留とどまっているようだ。目的意識は感じられないので、そこに住み着く気かもしれない。

　そんなワニ型に正面から立ち向かおうというのだから、震ふるえがこみ上げてくる。

　先せん輩ぱいたちみたいに奇き襲しゆうで総そう崩くずれということはないだろうけど。

　ワニ型の空間転移は、もう警けい戒かいしなくていいはずだ。

　敵性怪かい獣じゆうは最初だけ時空を無視したように転移を果たすけれど、その後は自前の足なり腕うでなりで大地を駆かける。そこに人じん為い的というか、『技術』を感じるのは私だけではないはずだ。

『いいな、班長の指示は絶対だ。そこは徹てつ底ていするぞ』

　鹿しか井いがリーダー風を吹ふかす。勝ち誇ほこるように、強調してくる。

『今回だけはな』と誰だれかが返事をした。それが六人の総意なのだろう。

　そのやり取りは犬や猫ねこがボス争いでもしているように思えた。

　次回なんてあるのかも分からないのに。

　しかし班長がいくら格好をつけても先せん陣じんを切るのは班長機ではなく、瑠る璃り色の戦せん闘とう機だった。

　本当に飛ぶんだな、とその様子を後方から見守る。見れば校舎の窓からも大勢の学生が身を乗り出して、観劇でもするように注目していた。ゾウチたちも、その中にいるのだろうか。

　いると思う。悲喜こもごも様々な感情を風と共に流して、カァールディスが行く。

　滑かつ走そう路ろを進み始めたカァールディスは一定の加速を得た後、手を離した風船のように軽く、自由に浮き上がる。その一いつ瞬しゆんの後、本格的に空を舞まうために翼よく部ぶのスラスターの光が激しさを増した。青白い光の中に、同じく青い粒つぶが混じって大気へと流れていく。高まるエンジン音とその震ふるえが機体越ごしに私の足あし下もとまで揺ゆらすようだった。空間が螺ら旋せんを描えがき、爆ばく発はつする。

　そして、私たちの機体を置いて遠い空へと消えるように加速していってしまう。

　衝しよう撃げきが左右に広がり、それに応じた世界が道を譲ゆずるように。抵てい抗こうなく、突つき進んでいった。

　訓練時に見かけたそれとは比ひ較かくにならない速度に圧あつ倒とうされる。

　呆ぼう然ぜんと見送るばかりだけど、班長はそんな暢のん気きではいられない。

『おい！　あぁっと、名前は、なんだ、そこの飛んでいるやつ！　先行するな！』

　班長が慌あわてて叫さけび、制止しようとする。

「……そうだ」

　今いま更さら、ハッとする。一人で勝手に現場へ向かうなんて、その、勇気がある。

　いや違ちがう、独どく断だん専せん行こうだ。見過ごしていいはずがなく、班長が何度も呼びかけるけれど応答はない。私とは受け答えできていたけど、言語機能が故障したのだろうか。

『チョコだよ、班長くん』

　博士が代わりに名前を答える。

『ちょ、チョコって……正式名めい称しようはなんですか』

　困こん惑わくが見なくとも伝わってくる。声が[image: √]みたいな調子で昇しよう降こうしているから。

『正式もなにも他ほかに名前を与あたえたことはないなぁ』

『ちょ……か、クァール、違う、カ、』

『カァールディスだねぇ』

　博士が班長の苦戦を笑う。発音しづらいようだ。カァールの、ァのところが特に。諦あきらめたのか、班長が恥はじを捨てて叫ぶ。

『く……ちょ、チョコ機！　後退しろ！　足並みを揃そろえて班長の指示に従え！』

　班長のところを強調するのが、なんとも性格が出ていた。

『システムの命じるままに行動しています』

　それに対するロボット少女の返答は、どこか的外れながらも命令の否定だった。

『せっかく速く飛べるように作ってあるんだし、先に行かせればいいんじゃない？』

　博士がなんとも暢気に言ってくれる。でも確かにそうかも、と若じやつ干かん納なつ得とくしかけた。

　先行して戦って退治してくれるなら、私たちは怯おびえなくて済む。

　もっともそう考えないのが上位陣じんなのだけど。むしろ、手て柄がらを取られる、とでも焦あせっているかもしれない。班長の面目だってこのままでは丸まる潰つぶれだろう。

『しかし張り切ってるなぁ。武器もないのに』

『「え？」』

　博士の聞き逃のがせない呟つぶやきに反応してしまう。誰だれかとかぶってしまった。

『カァールディスは武器を内蔵していないんだ。詰つめ込もうとしたら重くなりすぎてね、仕方なく省いたんだよ。飛ぶことを優先させたわけだね』

　わけだね、って。そんな緩ゆるく解説していいことじゃないだろう。

「なにか持たせていないんですか？」

『水流エンジンを採用していないから、ライフルの一丁も扱あつかえないよ』

　これまた、暢のん気きな雰ふん囲い気き漂ただよう説明が返ってくる。

　水流エンジンを搭とう載さいしていない？　それなら、稀き少しような旧世代の燃料を利用しているのか。

　いや、それよりも。

　武装がないって、じゃあ、あいつは急いでなにをしに行ったんだ？

『あぁ、っと……各自、急ぐぞ！』

　班長としての資質が疑われることを恐おそれてか、鹿しか井いが慌あわてて指示を出す。班長やっていたら新型機がぶっ壊こわれました、なんて結果を出すわけにはいかないからだろう。

　走っていって間に合うか疑問だけど、とにかく全速で行動を開始した。同じ機体に乗っているのに、他ほかの連中の全速は私を置き去りにするかのようだ。速度を上げることに対する躊ちゆう躇ちよの差が出ているのだろう。自然と集団の最さい後こう尾びに落ち着いてしまう。その姿を見た山やま百合ゆりはきっと嘲あざ笑わらっていることだろう。想像すると少しだけ、私のカタツムリも加速する気がした。

　都市部へのバスが走る、広大かつ利用者に欠けた道路を経由して、現場に向かう。

　ワニ型の居着いたその場所は住宅の跡あと地ちを多く残す廃はい墟きよで、そこにはそうした残ざん骸がいの散らばる足場の悪い広場があった。元は学校のグラウンドと畑だった場所を下した敷じきにして、私たちが到とう着ちやくする頃ころには既すでに一匹ぴきと一機が激げき突とつしていた。

　むしろ激突というか、カァールディスが突つき刺ささっていた。

　鳥がクチバシで突つつくように、機体の鋭えい利りな先せん端たんがワニ型の口の中に突き刺さっている。半分ほど飲みこまれているようにも見えるけれど、スラスターの輝かがやきは途と絶だえていない。更さらに奥深くまで機体をねじ込もうとしていた。あのロボット、見た目よりずっと頑がん丈じようみたいだ。

　突き刺さるカァールディスという不思議な絵が、私の恐きよう怖ふを和やわらげる。

　魚の骨のように突き刺さる異物にワニ型が怒いかりを露あらわにしている。押し返そうとして、動きはないが力強い競せり合あいが始まっていた。それを見た班長が指示を飛ばす。

『後方支し援えんは傷口を狙ねらって撃うて！　近接仕様の機体は接近、口が塞ふさがれている間に傷を増やすぞ！』

　この機を逃のがすな、と班長が率そつ先せんしてワニ型へと走り寄る。

　確かに口が塞がっているときこそ、近接戦せん闘とうの好機となる。ロボット少女もそうした連れん携けいを意識して機体を口に突っ込ませたのか。

「いーやきっと適当だ！」

　買いかぶりを大声で否定し、それを鼓こ舞ぶとして射しや撃げきを開始した。

　後方からの援護射撃と共に、近接担当がワニ型の口もとを狙って接近を図はかる。ワニ型の瞳ひとみがその機体の動きを捕ほ捉そくするように動くものの、口を制されては前面への対処が難しい。前足の短さが弱点となっていたしその上、体たい軀くを支えるべく地面に張りつけていないと、戦せん闘とう機の更さらなる突とつ撃げきを受け入れることとなってしまう。ワニ型としては迂う闊かつに尻尾しつぽを振ふるうこともできないのだ。

　班長機が歯し舌ぜつを振るい、次々に新たな傷をその皮ひ膚ふに刻む。それに続く二機がウォーターカッターで傷口を広げる。私や山やま百合ゆりの機体は後方から、そのできたての傷めがけて海水を放つ。即そく席せきのチームながらも上位陣じんそれぞれの的確な動きが功を奏して、ワニ型の鱗うろこを剝はがしていく。私も仲間が健在であることもあってか、今回は怖おじ気けに震ふるえることなく動くことができた。それでも湧わき上がる恐きよう怖ふを吞のみこもうと何度も、何度も喉のどを鳴らしながら。

　その身をもって、ワニ型の最大の武器を封ふうじてくれる新型機のお陰かげでこれ以上にない良好な展開を維い持じすることができていた。荒こう唐とう無む稽けいとも取れる構図でありながら、単純故ゆえの高い効果をカァールディスが示している。

　しかしそうした一方的な展開には当然、ワニ型が納なつ得とくできない。

　ちょろちょろと動き回っては不ふ愉ゆ快かいな傷を作る、蜂はちの集団めいた連中に業ごうを煮にやしたのか、ワニ型が腹の底を震わせて雄お叫たけびを発する。前後の足に力が籠こもり、地面にその爪つめが突つき立つ。

　とにもかくにも、口の自由を奪うばう瑠る璃り色の巨きよ大だい鳥を吐はき出そうと試みるようだ。

　咆ほう哮こうと共に盛り上がるワニ型の体内から微かすかに、青い粒りゆう子しが漏もれ始める。

　その勢いに機体が押され始めたのを察知してか、カァールディスが即そく座ざに次の動きに出た。

　翼つばさの下からスライドするように、細長いものが二つ飛び出る。あれは、足だ。折り畳たたんで収納されていたそれがワニ型の舌を踏ふみつける。それからそこを起点として踏ふみ留とどまる間に、翼の一部が変形して腕うでを形作った。瑠璃色の両腕には指がなく、最初から握にぎり拳こぶしが生成されている。最後に、ワニ型に突き刺ささっていた機体の先せん端たんを振り乱し、引き抜ぬく。

　噴ふき出る返り血を浴びながら、先端が折り畳まれて頭部を形成する。

　頭部カメラが瞼まぶたを開いたように緑色の光を灯ともし、前方の目標を睨にらみつける。

　その変形はまさに、瑠璃色の花が開花するようだった。

　戦闘機を背負うような形の人型を得たカァールディスが、引き抜かれた痛みで動転するワニ型の口を摑つかんで、前方を確保するために踏ん張る。

　突き立てようと迫せまり来るワニ型の歯を固めた拳で砕くだき、そのまま上側がわを押さえて口を引き裂さこうと試みる。踏みつけた下の口の歯も次し第だいにヒビが入り、被ひ害がいが下した顎あごにまで到とう達たつせんばかりだった。頑がん強きようさが、自然に武器として機能していた。

　武装もない機体が一体、かっ飛んでなにをしに来たのか。

　その外見にそぐわない頑健たる拳を、ワニ型に見せつけるためだった。

　削けずり取ろうと動いたワニ型の歯がむしろ、次々に砕けていく有あり様さまだった。

　ワニ型の元から裂けているように深く長い口が、限界を無視して裂け目を広げていく。ほとばしる鮮せん血けつと共に、カァールディスが一歩、また一歩とワニ型の舌の上を進んでいった。

　その動きに連動して、ワニ型の口が裂さけていく。ジッパーでもついているように、ずるずる、ずるずるとだらしなくワニ型の口くち端はしが肉の繫つながりを失うのを見て、背筋が凍こごえた。

　限界とか都合を無視して、カァールディスにとって必要な分だけ引き裂かれたワニ型の口の奥深く、喉のどの奥を何度も、カァールディスが蹴けり潰つぶす。左足と両腕うででワニ型の口を押さえて、右足を何度も、何度も繰くり出していく。残ざん虐ぎやくなほどに徹てつ底ていして攻せめ立てて、ワニ型の悶もん絶ぜつや悲鳴すら機体の装そう甲こうで覆おおい隠かくしてしまう。くぐもった悲痛な叫さけびに手を緩ゆるめることなく、ワニ型への処置は続いた。その足は喉に飽あき足らず、腹の底まで侵しん攻こうしていた。

　ロボットが戦せん闘とうしているとは思いがたい、生々しく肉を潰す音が場を支配する。

　途と中ちゆうから私たちは援えん護ごも忘れて、その一方的な惨さん殺げきを見守るだけとなっていた。担かついできた水みず大たい砲ほうの出番もなく、タンクの余よ裕ゆうある残量が貢こう献けんの度合を示しているようなものだった。

　その中で、カァールディスという新型の特性というものを、嫌いやというほど理解する。

　めちゃくちゃに硬かたくて、とんでもなく速い。

　それがこの美しい機体の目指す、真まっ直すぐなコンセプトのようだった。

　そいつを遺い憾かんなく発揮した結果が、ワニ型の引き裂かれた口と、鮮せん血けつの泉だ。ワニ型はもうぴくりとも動かない。腹すら蹴り破ったことで、原形を留とどめているのは尻尾しつぽぐらいだ。

　そこまでの侵攻の間、誰だれもがまったく、出る幕がなかった。

　戦闘というより、とてつもない災さい害がいがもたらした猛もう威いの跡あとといった印象が強い。

　外見から連想する華か麗れいさなんてなく。静かに、硬く、じっとりとした殺し方だった。

　まさかここまで、暴力に暴力で対たい抗こうして勝利を収めることになるなんて。瑠る璃り色の機体塗と装そうにワニ型の血がかかり、赤黒い色へと変へん貌ぼうしている。鳥の翼つばさが毒の沼ぬまに浸つかるようだった。

　その毒の沼の源泉たるワニ型の体内から、青い光の粒つぶが湧わいている。

　先さき程ほど、ワニ型が力を振ふり絞しぼろうとした際に発した輝かがやきと同様のものだ。

　あれが、コアの光なのか。

　敵性怪かい獣じゆうには必ずそうした粒りゆう子しを放つコアが存在して、それが動力源のような役目を果たしていると習った。そのコアを基地に持ち帰るために、死し骸がい確保の命令が出ることもある。

　線香の煙けむりのように浮かんでくる青い光にしばし、目を奪うばわれる。

　その海底の固まったような深い青色は、私に火星を連想させた。

「………………………………………」

　これで満足しているやつが、ここにいるだろうか。

　……私だけなのかもしれない。

　私はあの大きな口がこれ以上、獲え物ものを求めないことに心から安あん堵どしていた。

　緊きん張ちようから鉄となった指が震ふるえて、血流の増加を感じるほどに。

　縮こまっていたものが解放されてのびのびとしている部分があるのを、否定できなかった。

　感謝の念のようなものすら、畏い怖ふしながらも敬意すら、その機体に抱いだいていた。

　だけどそれは本当に、私だけの受け取り方だったようだ。

　その圧あつ倒とう的な蹂じゆう躙りんを恐おそれるもの。

　活かつ躍やくすらも叩たたき潰つぶされたことへの理り不ふ尽じんさに怒おこるもの。

　負の感情が場の酸素を薄うすめるように広まっているのが、無言の通信として伝わる。

　誰だれの目にも、肌はだにも明らかにぴりぴりとくるものがあって。

　そうしたマイナス重力に毒された空気と反応に対して、応こたえるものがいた。

『それ』が、無機質な声と共に胎たい動どうする。

『システムＣＯＳ作動。検知カラー、イエロー』

　チョコの声がコクピット内に静かに浸しん透とうする。

　イエロー？　機体の損傷、いや……なんだ？

『イエロー、イエロー、イエロー、イエロー、イエロー、イエロー』

　読み上げるように連呼する。

　グリーンでも、レッドでもなく。イエロー？　信号機？　連想しつつも混乱が広がり。

　カァールディスが、振ふり返る。

　ロボット少女と同じ、感情を宿さない頭部カメラを黄色に点てん灯とうさせて。

　そして。




『システムに仇あだなすものを、討うちます』




　味方機に向けて、急加速した。

　近接兵装を構えていた鹿しか井いの機体を躊ちゆう躇ちよなく撥はね飛ばす。転移よりもある種、悪質に、唐とう突とつに現れた『敵』に鹿井が対応する間もなく、カタツムリが住宅街を転げ回った。住宅の跡あと地ちに引っかかり、脚きやく部ぶがへし折れても勢いは留とどまらず、道路の中央まで滑すべり込む。

　カァールディスは突とつ進しんの速度を緩ゆるめないまま駆かけて、跳ちよう躍やくを果たす。飛ひ翔しようとも見紛まがうような上じよう昇しようの果ての折り返し、終しゆう焉えん、落下地点には鹿井の乗るカタツムリが転がっていた。

　状じよう況きように追いつけない。凍とう結けつした思考が操縦桿かんの操作の一いつ切さいを許さない。

　周りのみんなも同じだった。カァールディスの速度と事態に、誰も追いつけない。

　血に染まる瑠る璃り色の翼つばさだけが無む慈じ悲ひに風を感じていた。

　落下するカァールディスの、突つき出した脚部がカタツムリのコクピットを、コクピットを粉ふん砕さい？　粉砕、した！　目を疑い、二度見してしまう。しかし深々と、杭くいのように突き刺ささるそれは冗じよう談だんや脅おどしではなく、致ち命めい傷しようの類たぐいだった。コクピットを撃うち貫つらぬく、絶対の一いち撃げきだ。

　ぐちゃりと。凍こおっていた頭の中まで、一いつ緒しよに潰れる。

　死んだ？　パイロットが、死んだ、また、簡単に死んだ。

　カァールディスが脚部を引き抜ぬき、機体の穴から海水が噴ふき上がる。噴ふん水すいのように湧わくそれがカァールディスの翼つばさにかかり、その瑠る璃り色をより深く色濃こいものとした。

　ワニ型の血で汚よごれていたその足が、水で洗い流されて元通りとなっている。

　そのためだけに足を突つき出した、とでも語るように。

　鹿しか井いは出てこない。穴から、声すらあがらない。即そく死し、という言葉が浮かび上がる。

　息が上がり、肩かたも狭せばまって。戦せん慄りつが胃の底から駆かけ巡めぐる。

　カァールディスが次の機体へと狙ねらいを定めて動く。同じだ、あのワニ型となにも変わっていない。手近な機体めがけて一直線に距きよ離りを詰つめていく。その圧あつ倒とう的に単純な強大さに為なす術すべがないところまで含ふくめて、なにもかもが再現されようとしていた。

　カァールディスがカタツムリの眼前で急停止して、中心へと巻くように腕うでを捻ひねる。咄とつ嗟さに地面を蹴けって後方へと飛び、機体を引かせたカタツムリの動きを察知していたように、同じ距離をカァールディスが跳はねる。そして拳こぶしが溜ためを解放して振ふり切られる。その軌き道どうに巻き込まれたカタツムリの腕が容易たやすく跳ね上がり、そして無防備になったコクピット周辺を砕くだくべくもう一つの拳が動き出していた。僅わずかな溜を挟はさんで、紫むらさき色に濡ぬれた拳がカタツムリの胴どう体たいと衝しよう突とつする。その一いち撃げきで胴体が破は砕さいを迎むかえてしまった。コクピットは貫つらぬかれなかったもののハッチが大きく歪ゆがみ、内部のパイロットまで露あらわとなる。破損した装そう甲こうがコクピット内にも届き、パイロットの負傷も甚じん大だいとなっていた。鎖さ骨こつの周辺に装甲板の欠片かけらが突き刺ささり、パイロットが大きな口を開けて喘あえいでいる。息苦しさに目を開けていられないことで正面に迫せまるカァールディスを見ないで済んでいるのが、せめてもの幸運かもしれなかった。

　別のカタツムリがカァールディスの背後に迫り、止やめろと静止を呼びかける。或あるいは手に握にぎる歯し舌ぜつをその背中に振ふるおうとしたのかもしれない。だけど実際の行動に移るより早く、カァールディスはその接近を、振り向かないまま察知したように飛び退のいた。それどころか、武器が来るのを、敵意が来るのを『予知』でもするように、大げさにその場を離はなれたのだ。

　今までの単純極きわまりない力押しとは異なる行動パターンに面食らうも、直後、再起動するようにカァールディスが動く。破損寸前のカタツムリへと飛びつき、それを周囲に阻そ止しする間も与あたえないで駄だ々だっ子このように振るった拳をコクピットに叩たたきつけた。

　スポンジのように瑠る璃り色の拳を吞のみこんだカタツムリが、音を置き去りにするような速さと容易さで崩ほう壊かいする。どうしてそんなことを、と悲鳴をあげるような心境で問いかける。返事は、カタツムリがくの字に折れる音だった。

　ひしゃげた機体が更さらなるスクラップへと変へん貌ぼうしていくのを、止める術すべはなにもない。

　山やま百合ゆりの機体が距離を開けてウォーターライフルを放つものの、焼け石に水ですらない。多少勢いの良い海水など浴びても、ワニ型の血が洗い流されるだけだろう。

　しかしカァールディスは半ば無害に近いそれを再び、大げさな軌道を描えがいて回かい避ひする。今回も山百合が引き金を引くより早く、その射線から逃のがれるように動いていた。

　慎しん重ちよう、或いは臆おく病びようにも取れるその動きは乗り手が変わったかのような違い和わ感を抱いだかせる。

　同時になぜ、異様なほど鋭えい敏びんに攻こう撃げきを察知できるのかとも、起きている事実を疑う。

　それこそがロボット少女の口にした、『システム』だというのか。

　すぐにカァールディスの『姿勢』が切り替かわり、静から動へと移行する。先さき程ほど、背後から攻撃をかけようとしたカタツムリ目指して廃はい墟きよの上を滑かつ走そうしていく。こちらを圧あつ倒とうする『質』に正面から迫せまられて、防ぼう御ぎよも、逃とう亡ぼうも許されない三機目のカタツムリが軽々と屠ほふられる。

　その攻撃は苛か烈れつに、病的なほど徹てつ底ていしてコクピットを狙ねらい打っていた。

　硬かたくて、速い。そのコンセプトに忠実に従った機体が暴れ回り、次々に味方機であるはずのカタツムリを粉ふん砕さいしていく。機体同士の激しい衝しよう突とつが有効手となり、振ふり回した足がライフルもろともカタツムリの腕うでを叩たたき折る。岸がん壁ぺきから火が噴ふき出て迫せまり来るようなものだった。その暴力は天てん災さいに等しい。

　私たちは、跳はね飛ぶ山を相手にしているような絶望感に打ちのめされていく。

　四機目のカタツムリが撃破されたのを見て、名前と顔の一いつ致ちしない女子パイロットが、ハッチを開く。そして機体を捨てて地面に降りて、逃亡を図った。その手があったか、と右に倣ならおうと操縦桿かんを離はなして操作しようとする。しかし私の手が途と中ちゆうで虚むなしく止まったのは、カァールディスが動いたからだった。

　放置された機体の足に腕の先せん端たんを突つき刺さしたカァールディスは、脱だつ出しゆつしたパイロットを見逃のがさなかった。無人のカタツムリを片手で引きずり、低空を滑空するように飛ぶ。大きく、緩ゆるやかに、帆ほでも広げるような大おお仰ぎようさを持って、カタツムリを持ち上げて大上段に構えて。

　忘れ物を届けるように、カタツムリを振るってパイロットを叩き潰つぶした。

　大地が鳴動する。引き裂さかれた空気の断層が衝しよう撃げきとなり、私たちの機体まで揺ゆるがす。

　地面とカタツムリの破片が四方に飛び散り、鋼はがねの吹雪ふぶきが巻き起こる。

　その吹雪に晒さらされて、翻ほん弄ろうされて。降り止やんでいる間に更さらに一機のカタツムリが犠ぎ牲せいとなり、廃墟の一部と成り果てていた。分からない、なにがしたいんだ。なにがしたいんだ、こいつは。

　一体、なにを求めているんだ。博士は、ロボットは。

　そうして、残るのは私と山やま百合ゆりだけだった。

　私はまた、最後まで『なにもしない』ことで生き残ってしまう。

　多くの死を看み取る側がわに、立たされる。

「やまゆ、」

『あなたはさっさと逃にげなさい。ちょろちょろ動かれても邪じや魔まなのよ』

　通信しようとした直後、先に毒づかれてしまう。こんなときにまで、尖とがったものをぶつけてこなくていいのに。言葉が出てこない間に、山百合が動く。

　私に逃げろと命じる山百合自身は、引くつもりがないようだった。

　絶ぜつ叫きようと共に山百合機が立ち向かう。ウォーターライフルを乱射しながらカァールディスへと突とつ貫かんする。無む謀ぼうで、やけくそで、退路も光こう明みようも見つけられない故ゆえの悪あがきだった。

　回かい避ひと攻こう撃げきなら、回避を優先する性格に山やま百合ゆりも気づいていたのだろう。撃うち込まれた水の弾だん丸がんを、撃ち込まれる前からカァールディスが飛び退のき、その三度目の回避軌き道どうを読み取って、或あるいは発射する水弾の角度を調整してそちらへと『逃にげさせた』ことで、山百合機がカァールディスの背後を取る。狐きつね狩がりを彷ほう彿ふつとさせる手て際ぎわの良さだった。山百合はその接近中にライフルを放ほうり捨てて、味方機の残ざん骸がいから回収していた歯し舌ぜつを構えてその背中へと振ふり下ろした。しかし、カァールディスの背中に押しつけられた歯舌の回転する刃やいばは接せつ触しよくするやいなや次々に弾はじけ飛び、鱗うろこのように飛び散っていく。ワニ型の歯とまったく同じだった。

　無数の鋸きよ歯しは、私たちの希望のように地面に散っては消え去っていく。

　山百合の絶望混じりの舌打ちが、ノイズのように私の耳を打つ。

　山百合は使いものにならない歯舌を捨てて羽は交がい締じめにしようと試みるが、逆に振り向いたそれに腕うでを摑つかまれて、引きちぎられてしまう。引きちぎったカタツムリの腕をカァールディスが振り向きざまに振るい、カタツムリのヘッド部分がダルマ落としのように弾き飛ばされる。

「山百合！」

　気づけば叫さけんで、カタツムリを全速で前へと進ませていた。

　山百合機が咄とつ嗟さに水みず大たい砲ほうを放ち、同時にコクピットを残った左腕で庇かばう。

　水球は狙ねらいも定まらず、空に向けて飛んでいった。

　大水球の軌道を想定して瞬またたく間に回避運動を取ったカァールディスだけど、その動きの影えい響きようで山百合機への距きよ離りと角度が変化して、想定していたであろう攻撃が若じやつ干かん浅いものとなる。山百合機のコクピットを狙って突つき出されたカァールディスの足が、胴どう体たいまでめり込むことはなく左腕を歪ゆがませるに留とどまる。それでも衝しよう撃げきは相当なものらしく、カタツムリが足を浮かせて吹ふっ飛び、グラウンドのバックネットを巻き込んで校舎に肩かたからぶつかる。半はん壊かいした山百合機が砕くだけた校舎の壁かべに上半身をめり込ませて、停止した。

　その山百合機を庇うように割り込み、カァールディスの前に立った。なにができるわけでもない、それでも自然に飛び出していた。死に怯おびえて喉のどが引きつりながらも、山百合に何度も呼びかける。けど、応答はない。

　武器を構える余よ裕ゆうもなく、カァールディスと対たい峙じする。

　カァールディスは私の機体を見つめたまま、動かない。

　燃料切れ？　気まぐれ？　充じゆう電でん中？　様々な憶おく測そくが行列を成して頭を駆かけ巡めぐる。

　或あるいは、私が既すでに走そう馬ま燈とうでも見始めていて、時の流れが緩ゆるやかになっているのか。

　少しでも気を抜ぬくと、目の前が白しらむ。昏こん倒とうしそうになる。

　触ふれなくとも、恐怖だけで人の首とは絞しめられるものなのだと身をもって学ぶ。

　様々な限界が訪おとずれて、一いつ斉せいに暴発しようとしていた、その矢先。

　カァールディスの頭部カメラが、黄色から緑色へと点てん灯とうを戻もどす。

　振り上げていた拳こぶしが徐じよ々じよに下がり、直立不動となった。

『システム停止。警けい戒かいが解除されました』

　ロボット少女の、チョコの声がシステム音声そのもののように響ひびく。

　警戒が、解除？

　冗じよう談だんじゃない、こっちはまだ、なにも安心できないぞ。

　一体、なにがどうなって、と。自分が無事であったことすら疑い、嫌けん悪おし、意識が乱れる。そこに伴ともなう息苦しさからヘルメットを外す。手が震ふるえてコクピットの中へと落下してしまった。

　拾い上げる余よ裕ゆうもなく、停止した機体から目が離はなせないでいた。

　長々と、凝ぎよう視しして。一いつ切さいの危害を加えられないことを確信するまで、本当に、時間をかけて。

　絞しぼり出した声は、掠かすれきっていた。

「……たすか、った？」

『おーめーでーとー』

　惨さん状じようと乖かい離りした、甲かん高だかく嬉き々きとした賞賛がコクピットを震わせる。

　私の独ひとり言ごとに応こたえたのは、悪意すら感じるほどに陽気な老人だった。

『きみは見事、チョコの友達に選ばれました！』

　拍はく手しゆの音が耳の後ろで暴れて、髪かみが引きちぎれるような錯さつ覚かくを味わう。

　今のどこに、祝うことが、喜ぶことがあるというんだ。

「……なに、言ってるんですか？」

　その虚きよ脱だつした問いに答えを示すように。

　カァールディスのハッチが開き、中からロボット少女が姿を覗のぞかせた。

　私をジッと見下ろすその視線に釣つられるように、こちらも半ば無意識に外へと出ていた。暗いチョコレート色の髪が風に巻かれるように横へ広がり、太陽と私の間に影かげを伸のばす。

　機体の残ざん骸がいから染しみ出た潮の匂においが、怪かい獣じゆうの焦こげ臭くさい血を乗せて荒あらぶる風となる。

『さぁチョコ、僕の教えたとおりに挨あい拶さつしてごらん』

　開け放ったコクピットの向こうから、博士の声が聞こえる。その指示に従うように、ロボット少女の顔が歪ゆがんだ。ひくっと頰ほおが曲がり、首が僅わずかに傾かたむく。口の端はしと目が引きつっていた。

　それを笑わないまま、大真ま面じ目めに実じつ践せんしようとしていた。

　ほっぺたの『ながもりともか』が歪んで、名前が体たいを成さなくなる。

「よろしく、ね？」

　ぎこちない表情の変化と、抑よく揚ようのない歓かん迎げいが私を襲おそう。

　広がる惨状の中で、正常に機能しているものは一つとしてない。

　どこをどう、よろしくしていけばいいのだろう。







[image: 第二話　チョコ、お出かけする]
















「暴走？　故障？　冗じよう談だんじゃない、僕が作ったものに不良品なんてあるものか」

　教官の問いに対して、語気が荒あらいのはむしろ博士の方だった。格納庫の前で大勢の人間に詰つめ寄られて、味方は脇わきに一人だけ。その一人は無表情に、冷たく事態を静観していた。

　私が基地に帰き還かんしてから現在、二十分も経たっていない。指示された位置にカタツムリを停止させて、降りてみるとすぐに現場に出で会くわした。教官たちが博士を囲い、技術者たちがそれを遠巻きに眺ながめている。私はヘルメットを外した後、その技術者たちの末まつ端たんに紛まぎれ込む。

　騒そう動どうの中央には、あの特とく徴ちよう的な……ハサミを広げたような髪かみ型、といえばいいのか。その個性溢あふれる頭が、外の風に吹ふかれて松の木みたいに揺ゆれている。大人たちに囲まれて逃にげ場ばはなく、常人ならつるし上げとでも感じそうなこの場面で、緒お方がた博士に萎い縮しゆくする様子はない。

　まったく、なんにも、悪びれていなかった。

　ワニ型の討とう伐ばつに出かけて生き残ったのは私と山やま百合ゆりだけだった。残りは皆みな、原形も危あやういほどの肉片となっての帰還だ。原形を保っている山百合は基地に戻もどってから、最も寄よりの海上都市の病院に搬はん送そうされた。本人は入院などごめんだ、平気だと喚わめいていたけれど、腕うでを骨折しているのによくも虚きよ勢せいを張れるものだと感心する。

　搬送用の列車が無事に辿たどり着いたなら今いま頃ごろ、病院のベッドに寝ね転ころがっているだろう。

「故障でないとするなら、なぜ味方を、」

「予定通りの性能、挙動を見せたということだよ。カァールディスも、チョコもね」

　博士の返事はどこか嚙かみ合っていない。というより、いつも話を半分ぐらいしか聞いていない印象だ。きっと本当は半分も聞きたくないんだろうな、となんとなく察する。

　不満をどう吐はき出していけばいいのか悩なやむ教官に、博士が言う。

「きみたちには事前に説明したはずだよ。それに僕はこうも言った、上位の連中を連れて行くのは反対だと。こういう結果になると予想はついていたからね。まぁ収しゆう穫かくもあったが」

　博士が私を一いち瞥べつする。周辺の技術者も含ふくめて、視線が集中する。チョコまで横目で私を見据すえていた。『収穫』であるところの私は一体なにがそうなのかと、当事者でありながら理解に及およぶことができない。当然、居い心地ごこちは最悪で。

　格納庫全体が揺れるような振しん動どうと雑音が、そんな私を救ってくれた。

　カタツムリの残ざん骸がいが大型キャリーに載のって、右へ、左へと運ばれていく。今回の一件で大破したカタツムリはすべて、カァールディスが基地まで運んできた。人類の生息範はん囲いが狭せばまって資源が枯渇しつつある以上、再利用しなければならないからだ。私は前回と異なって唯ゆい一いつ、単独で帰還することができたけれどその間ずっと、不安定に心が揺らいでいるのは変わらなかった。カァールディスがいつ、機体の残骸をこちらにぶん投げてくるか分かったものじゃない。そんな心配があったからだ。それは杞き憂ゆうに終わったけれど、不安は完全に払ふつ拭しよくされていない。

「ま、一つの脅きよう威いが去ったのは事実だ。まずはそこを喜ぼうじゃないか」

　糾きゆう弾だんの間が生まれたのをいいことに、博士が勝手にこの場を締しめてしまう。チョコの背中を叩たたいて促うながし、この場を去ろうとする。教官たちがその勝手を遮さえぎろうとすると、チョコの目が動いた。牽けん制せいするように真まっ直すぐ、教官を見つめる。その不純物のない瞳ひとみに捉とらえられると、教官たちも伸のばそうとした腕うでを引っ込めてしまう。……チョコにも戦せん闘とう能力は備わっているのだろうか。そのチョコの瞳が、教官を越こえて再び、私に向く。ついでに博士も振ふり向いた。

「あ、そうそう。きみ、後で呼び出すから。お願いしたいことがある」

　私にそれだけ言い残して、博士とチョコが足早に立ち去ってしまう。

　呼び出しの予告とは二度手間に感じてならない。……そういう問題じゃないか。

　それから、教官たちが沈ちん痛つうな面おも持もちで解散していく中でも、私は棒立ちを継けい続ぞくしていた。格納庫の真ん中に立っていては作業の邪じや魔まになりそうなものだけど、私を気き遣づかってか技術者の人たちはなにも言ってこなかった。

　作業音に導かれて振り返ると、カタツムリの残ざん骸がいを洗せん浄じようするために海水を浴びせているところだった。小型の敵性怪かい獣じゆうが機体の隙すき間まに入り込んだまま帰ってきて騒さわぎになったことがあるので、その作業は欠かすことができなくなった。私の乗ってきたカタツムリも同様だ。

　同期生の死体と、生きていた証あかしが消えて流されていく。

　その奥に控ひかえるカァールディスが、現場を静かに見つめていた。

「………………………………………」

　人を踏ふみ潰つぶしたロボットの艶あでやかなカラーリングに、別世界を感じる。

　作業用マニピュレーターを搭とう載さいしない鳥人のフォルムは、むしろ敵性怪獣の領域に思える。

　だから、先さき程ほどの認にん識しきの誤りに気づく。

　さっき教官は味方、という表現を使おうとした。けれどそれがそもそも、前提として間ま違ちがっているのではないだろうか。

　多分、チョコにとって私たちは味方でもなんでもなかった。

　それが情報の少ない今、正面から受け止めるべき現実なのだと。そう、感じた。







　睫まつ毛げの震ふるえも見えるような、動きのない夜が広がっている。

　あれから寮りようで一ひと眠ねむりして、入浴して落ち着いたところで宣言通りの呼び出しを食らった。

　伝えに来たのはチョコだった。教えてもいない寮室までやってきて、驚おどろいた。

『ナガモリトモカ、博士が格納庫の前でお待ちしています』

　メッセンジャーガールとなったチョコは早々に去って行った。チョコの声は平へい坦たんで、当然なのだけどあれだけの人間を惨ざん殺さつしてもそれに対する後こう悔かいの念やらは一いつ切さい、ないようだった。

　私にもまた、チョコに対する嫌けん悪おや敵意は芽生えていなかった。

　恐きよう怖ふが鋭するどい感覚の針をへし折っているせいかもしれない。

　なにはともあれ、偉えらい人に呼ばれたのなら出かけなくてはならない。

　休日も寮りようの中で一日終わることが多いので、私服で外を歩くのは久しぶりだった。私服といっても、何年も前に都市や街といった仕組みが陸続きに機能していた頃ころに買ったものであるから、サイズが成長に追いついていない。母親から譲ゆずって貰もらったシャツは大きすぎるけれど、肩かた肘ひじに突つっかかってこないので動きやすいから主にこちらを着ていた。肌はだ寒さむいけれど。

　夜の雲と共に外を歩いていると、耳鳴りが虫の鳴き声のように迫せまる。静かであればあるほど、その鳴き声は強まる。それなら静かじゃないよなぁと感じて堂どう々どう巡めぐりになり、考え込むと頭がどうにかなりそうだった。意味の意味、を考えるときとはまり方が似ている。

　格納庫の付近では、コンクリートの割れ目から生える草が夜風に吹ふかれている。この近辺はいつも風が吹き込んでいるように思える。作業の風、ロボットの風、そして星の風。その風に煽あおられる人ひと影かげを見つけて、軽く安あん堵どする。髪かみ型で誰だれかすぐに判別できた。緒お方がた博士は白衣に手を突っ込んで、夜空を見上げている。チョコはいないようだ。

「今日は空が澄すんでいる。塵じん芥かいと水蒸気の粒つぶの少ない、いい夜だ」

　私に言っているのか、それとも独ひとり言ごとなのか。博士が満足そうに夜景の出で来き映ばえを語る。

　羽は衣ごろものように伸のびた薄うすい雲が空に奥行きを与あたえていた。

「最近は砂すな嵐あらしも増えて、天体観賞に不向きな環かん境きようとなってしまった。嘆なげかわしい」

　敵性怪かい獣じゆうとの交戦と被ひ害がいによって環境荒こう廃はいが加速した、と学校では習った。

　砂嵐も、高い建物が軒のき並なみ破は壊かいされたことによる変化の一つだと。

　昼夜の激しい温度差もそこに肩かたを並べる。

　だけどこの博士に尋たずねると、別の答えが返ってきそうな。そんな気がした。

　博士の見据すえる先で、小さな青い光が一ひと際きわ目立つ。天体観測の経験がない私にも、その星の名前ぐらいはすぐに分かった。博士と一いつ緒しよに見つめていると、教師のような質問がやってきた。

「きみは、どうして火星が『青い』と思う？」

　濃のう密みつな夜空に青く光る理由を問われて、目が泳ぐ。

　当たり前のことなので、深く考えたこともなかった。

「地表が青いから、じゃないんですか？」

「間ま違ちがってはいないな。青くなる前は赤かったのも同じような理由だろう」

　含ふくみのある肯こう定ていだった。こっちの言葉がそれこそ、地表をなぞっているだけのものに思える。

「博士はなぜ青いか知っているんですか」

「おおよそ見当はついている。ただ、なぜ青くなったかは分かっても、どうして青くなったかはよく分からないねぇ」

「……言っていることの方が分かりませんけど」

「動機は分かっても過程は分からん、ということさ。目まの当あたりにしてみないとなんともね」

　博士が肩かたをすくめる。こっちもやっぱり分からない。

　その青い火星を見つめる。他ほかの色にあの星が染まる様は想像つかない。

　今も新天地を目指して飛び続けるロケットは、この景色の先にあるのだろうか。

「そういえば驚おどろいたよ。僕はきみのことをよく知っているじゃないか」

「え？」

　あまり耳にすることのない言い回しだった。酷ひどく他人ひと事ごとを装よそおった博士に指し摘てきされる。

「きみのご両親は火星移民船の船長なのだろう？」

　私が同期の友人に隠かくしている身の上を言い当てられて、若じやつ干かん動どう揺ようする。

　調べればすぐ分かることとはいえ、知られて都合いいものでないから隠しているのだ。

「……ええ、まぁ」

　息を吸って整えるついでに、短く答えた。

「移民船のエンジン回りを弄いじるために呼ばれたとき、責任者に挨あい拶さつした覚えがある。船長と呼んだら照れくさそうにしていたなぁ、気持ちはよく分かる。博士もご一いつ緒しよにどうですかと誘さそわれたが丁重にお断りしておいたよ。なにしろ、宇宙船では研究資材の確保ができそうもない」

　まぁ骨と皮と肉はあるがね、と小声で付け足す。

　聞かなかったことにした。

「あれ」と、博士が今気づいたように目を丸くして、私を見る。

「きみは乗らなかったのかね」

「試験に落ちましたから」

　家族の中で、私だけが不合格だった。そして両親は、その決定を覆くつがえさなかった。

　火星行きに選ばれなかった人たちが周囲でぎゃーぎゃーとうるさかったけれど、その人たちを納なつ得とくさせるためにも私を連れて行かなかったのは正解かもしれない。いやまぁ、わざと落とされたわけではなく私に適性がなかっただけなので、言い訳にもならないのだけど。

「あ、そのきみの成績にも驚おどろいた。ご両親から特別な教育でも受けたのかね？」

　博士が打って変わって、嬉き々きとした調子で尋たずねてくる。

　ここでいう成績とは移民適性試験ではなく、学校内での成績のことだろう。

　総合成績では中の下が定位置の私に目を見張るものなんて……もしかして、アレ、かな？

「いえ、別に」

「天然物か。うむ、ロマンと運命を感じる」

　ぬーたいぷだな、ぬーたいぷ。そう言葉を濁にごすようにしながら、なぜか嬉うれしがる。

「そのきみが宇宙船に乗らなかったことが不思議なような、必然のような」

「……はぁ」

　博士がなぜ関心を持っているのか不ふ明めい瞭りようだけど、どちらにしてもあまりこの話を続けたくなかった。自分が落らく伍ご者だと語られ続けるのはいい気分じゃない。

　話題を変えるためにも、今度は私から質問してみる。

「今日のこと、あれはなんだったんですか」

「どれのことだい？」

「システムがどうとか言い出して、チョコが急に他ほかの機体を攻こう撃げきし始めたこと、です」

　博士と長い付き合いではないけれど、こうやって指定して尋たずねなければ察してくれそうもない、というその人ひと柄がらは理解できていた。博士もチョコ同様、問題として見ていないからだ。

　この人もある意味、ロボットに近いのではないかとすら思う。

「そのままじゃないか」と言いつつも、博士が値ね踏ぶみするように私を見る。

「なんですか？」

「きみは機械工学に対する専門的な知識はあるかね？」

「電話の仕組みも説明できません」

「では簡単に説明すると、カァールディスには周囲の悪意を感じ取るシステムが内蔵されている。そのシステムが感知した悪意を排はい除じよしようと機体をオート操作した。それだけだよ」

　だけだよ、という一言で片づけられない結果があったのだけれど、確かに簡単な説明だったので私にも理解はできた。昼間の挙動を振ふり返れば納なつ得とくいくものはあったけれど、ついそれを口にしてしまう。

「悪意って、」

「敵意と言ってもいい。そうしたものを向けるやつが、チョコの友人たり得るだろうか。否いな、あり得ない。故ゆえに周囲から排除すると、まぁそういう単純な思いつきだな。あ、オートと言ったが正確にはセミオートだな。探知した悪意の動きに応じて操縦を最適化してくれるわけだ」

　成果に満まん悦えつするように、博士がにやーっとしながら顎あごを撫なでる。……敵意。

　あの場にそんなものがあったのか。あるとするなら、成績上位者故の自尊心、競争心を、システムがそう受け取ったということなのかもしれない。それならば、私だけが危害を加えられなかった理由も見えてくる。あのときの私は後ろ向きな恐きよう怖ふに塗ぬり潰つぶされて、他ほかの感情の挟はさまる余地なんかなかったからだ。多分。そうなのだろうと、無事な我が身を見下ろして考えるしかない。

　私は人間だから。その機械以上に、感情が見えてこないものだ。

「ＣＯＳって、なんの略りやく称しようなんですか？」

　確かチョコがそう言っていた。

「チョコのお友達サーチシステム」

　そのままだった。この博士のセンス爆ばく発はつという感じである。

　そしてあれは、チョコの友達探しのためというのか。……そういえば通信で、チョコのお友達に選ばれましたと言われたのを思い出す。ついでにあの不器用な笑え顔がおも思い浮かべた。

　笑え顔がおを完かん璧ぺきにこなせないのが、逆に人間らしかったけれど。

「……過保護なシステムですね」

「ふむ」

　私の指し摘てきに、博士が考え込むように腕うでを組む。やや間を置いてから、振ふり向く。

「問答をしてみようか。少し長くなるがいいかね？」

「……はい」

　博士の人差し指がくるくると回る。

「誰だれかに飲み物を買ってこいと頼たのまれて、買いに行く。……これは友情かね？」

「……頼まれた方が納なつ得とくしていれば」

「納得さえするなら、相手からの強制、命令であっても友情だと？」

　ゾウチと、その取り巻きに付き合わされる女子の姿を連想する。

「あ、いや……」答えに一いつ瞬しゆん詰つまる。「それはちょっと、違ちがうかも」

「なにが違う？」

「あーっと……柔やわらかさ？」

　攻こう撃げきも硬こう質しつ、受け止める方も身を硬かたくして。それじゃあ、繫つながるものも途と切ぎれる。

　友情はもう少し、触さわり心地ごこちのいいものだ。と、思う。

「面おも白しろい表現を使ってくれる、じゃあどれくらいの柔らかさが適切かね」

「えー、別にいいけど、くらいの感じで」

「『別にいい』なんて曖あい昧まいさを機械に登録させることは難しいな」

　博士が苦笑する。珍めずらしく、参ったような調子だった。

「心の機き微び、とは片づけられないからね。それも一々解明して、すべて解き明かして登録しなければ機能しない……曖昧なものは登録できないけれど、そもそも感情って曖昧なものだからなぁ。それでも相手の体温の推すい移い、声の高低、脳波パターンの変化……そういうものから機械的に感情を推測することはできるかもしれない。そのための補助システムとして試作したのが、ＣＯＳなんだ。少なくとも僕はそう考えて作った、他ほかの連中の意向は知らんよ」

　そう語る博士の表情には、死んでいった人たちに向けるよりは柔らかいものがある。

　博士なりの親心というやつかもしれない。

　だけどその結果として、私以外の人間を排はい除じよしてしまったのはやり過ぎに思う。

　……あぁ、山やま百合ゆりも生き残っていたか。あれは間違いなく、お友達になれそうもないけど。

「僕はね、チョコになにも人間らしくしてほしいわけじゃないんだ。むしろ逆に、機械として生きる道を突つき詰めてほしい。よくあるじゃないか、機械が人間に憧あこがれるってやつ。あれは設計した人間が機械にそういうものを押しつけているから、そこに至るんだよ。そうした前提を刷すり込まなければ、絶対にそこへ辿たどり着かない。無む垢くな子供を騙だますのと一いつ緒しよだよ。私たち人間より象は強大だ、ノミは跳ちよう躍やく力で勝まさる。じゃあ、象やノミになりたいと人間が思うかい？　自分の個性というものを放ほう棄きして、そんなこと思うものか。人間というのは自分たちが一番じゃないと我が慢まんならない自己愛の塊かたまりだから、機械にまで人間らしさを強要する。犬に服を着せたがるのも、二足歩行させて喜ぶのもみーんなそう。人間っぽくないと信じられないのだよ、人間ってやつは。それって理解の放棄じゃないかと思うがね」

　長々とした自説、主張を私にぶつけてくる。私はそれを「はぁ」だの「ほぉ」だのと相づちを打って適度に流す。私の意見なんて求めてはいないと分かっているからだ。

「ま、チョコが自らの意思で人間らしさなるものを体得するのなら、それはそれで構わない。機械も杓しやく子し定じよう規ぎには生きられないのだと認めようじゃないか」

　そこでようやく語り尽つくしたのか、博士が口を閉じて鼻で大きく息を吐はいた。

　最後の方は怒いかりを含ふくむような早口で、なんというか、鬱うつ屈くつしたものがあるのかなぁと感じる。好き勝手生きているように思えるし言動も自由そのものだけど、それでも足りないのか。

　贅ぜい沢たくな人だな、とその横顔に微かすかな反感を覚えた。

　そういえばもう一つ、聞いてみたかったことがある。

「カァールディスに武器は持たせないんですか？」

　あれではロボットじゃなくて、巨きよ人じんが暴れているようなものだ。

　めちゃくちゃ硬かたくてむちゃくちゃ速く動けるなら、それでいいのかもしれないけど。

「うむ」と、博士が拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「内蔵火器を併へい用ようすると、どうしてもエンジン出力の上じよう昇しようは避さけられない。しかしそいつを避けたいと周りの連中が言うから、やむなく取とっ払ぱらったよ。肩けん部ぶに内蔵したホーミングレーザーあたりは残してもよかったかなぁとは思うのだが、今の出力限界で放つためには機体を停止させての数分のチャージが必要だし、実用性がないと切られてしまった」

「れ、レーザー？」

　今までに開発された機体とは根本から思想の異なる武装に面食らう。

　そういうＳＦ方向の兵器が実現していることも、知らなかった。

「他ほかにもＭＰ螺ら旋せん変へん換かん銃じゆう、あれは特に惜おしかった。僕の夢を詰つめ込んだ最高傑けつ作さくだったのに、いの一番に駄だ目め出だしを食らったよ。環かん境きように優やさしくないとかいうもっともな理由でね。人間が存在していること以上の環境破は壊かいなどないのに……いつか黙だまって取り付けて……」

　興奮気味に語る博士の言葉の半分も理解できないけれど、分かるのは海水を用いた武器を積む気は一いつ切さいないらしいということだ。

　あの機体は一体、なにと戦うことを想定して作られたのだろう。

　海水の効かない敵。それは本当に、敵性怪かい獣じゆうなのだろうか。

　熱弁を振ふるっていた博士がふと我に返ったように、真顔で私を見つめる。

「そうだった。きみを呼び出した本題をまだ言ってなかったよ」

　さらりとそんなことを言う。今までのは全部脱だつ線せんだったのか。長いなぁと、呆あきれてしまうけれど確かに用件は一つも承うけたまわっていないことに気づいた。こっちも色々と気になっていた点は聞けたのでいいけれど、すっかりと湯冷めしてしまっている。すり寄せる足がどちらも冷たい。

　ふと見上げると、青き火星は大きな雲の流れに吞のまれて、私たちの前から姿を消していた。

　夜風に髪かみを乱された緒お方がた博士がにこりと、まるで親の顔で言う。

「今度の休日に、チョコと一いつ緒しよにお出かけしてほしいんだよ」

「……はい？」







　飛んでいる。意識すると、足あし下もとがすとんと抜ぬけ落ちるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　飛行機に乗ったことは数えるほどしかないけれど、あれよりもずっと、機体の傾かたむきが伝わってくる。自然、シートにしがみつく形になるけれどその先にはチョコがいる。

　チョコはそうして座り、コクピットから覗のぞく景色の向こうに人の死を見たはずだ。

　私は今、そのチョコと同じ目線を味わっている。

　休日は、久々の外出は、とにもかくにもかっ飛んでいた。

『あの、あー、入院した子の名前はなんだったかな』

『山やま百合ゆりですか』

『そうその子。その子のところへチョコを謝りに行かせないといけなくてね』

『はぁ』

『カァールディスのシステムについて説明していなかった、それは僕の落ち度だ。まぁ説明したところで、彼らが敵意や悪意をコントロールできるとは到とう底てい思えないけどね。そんなことが　できるなら鋼鉄の義手は人を殺さない、ってわけだが……ま、これに関しては僕が悪いな』

　だからチョコと一緒に出かけて謝ってきてほしい。それが博士の依い頼らいだった。

『なんで私が、いえ、こういう場合は保護者として博士が同伴するべきでは』

『きみはあの子と仲良さそうだったじゃないか。緩かん衝しよう材ざいだよ』

　通信を聞いていたのなら、一体どこがどう仲良しに思えたのか。

『おや、違ちがうのかい？』

『不仲もいいところです』

『そうかぁ。じゃあ頼たのむよ』

　話を聞け、と肩かたを摑つかんで揺ゆさぶりたくなった。

『きみは僕が行くべきと言うが、行って誠実に謝ると思っているのかい？』

　すごい説得力だった。火に油を注ぐ結果になるのは目に見えている。

　私も大差ないのだけど。

『地下鉄に乗るんですか』

　それがなにより嫌いやかもしれなかった。

　基地から海上都市の近辺までは地下鉄が直通している。かつての文明の名残なごりを改造して列車を走らせているのだけど、これが寮りよう生せいには大不評だ。なにしろ真まっ暗くら闇やみをひた走る上に、それが三時間は続く。休きゆう暇かに一度は行ってみるけれど、二度目を希望するやつは滅めつ多たにいない。

　通路を狭せまくして敵性怪かい獣じゆうが出現できないようにしているとはいえ、出ない保証もなく。

『カァールディスで飛んでいけばそんな悩なやみとはサヨナラだ』

『え、いいんですかそれ』

　そんな理由で足代わりに使うことが許されるのか。

『いいんじゃないかな。僕もカァールディスも軍属ではないし、そもそもここは軍隊じゃない。なぁに、偉えらい人たちには新型機の飛行テストとでも報告しておくよ』

『はぁ……』

『狭い通路を通るとはいえ危険がつきまとう地下鉄に、チョコを乗って行かせるのは反対だ。上で怪獣が暴れて崩ほう落らくしたら、さすがのチョコでも這はい出てくるのに相当の時間を要するだろうしねぇ。僕としては心配でしょうがない』

　死にはしないのか、とそこに驚おどろく。どれだけ頑がん丈じように作ってあるのだろう。

　確かに地下よりは、空の方が安全かもしれない。今のところ、敵性怪獣が上空に出現したことはない。空は蹂じゆう躙りんされていないのだ。

『カァールディスのコクピットは広めに作ってあるから、地下鉄よりは窮きゆう屈くつじゃないよ。では良い空の旅を』

『はぁ……』

　そして私は半ば流されるままに、カァールディスに同乗することになった。

　後ろ向きな理由を述べるなら今の寮には居づらいというのもあるし、前向きに言うなら空を飛んでみたかった、というのも背中を押した要因ではある。

　そしてその願い通り飛んだ感想としては、陸地が恋しくなった。

　カタツムリの箱の棺ひつぎめいている内装と異なり、カァールディスのコクピットは球体に近い。博士の言ったとおり、機体の大型化に合わせてか広めに取られている。その球体の壁かべや天てん井じようには繊せん維いのような長細い模様が走り、交こう錯さくしている。涸かれた川のように線は薄うすく、背景と同化しているけれど、これはなんだろう。単なる飾かざりにしては生物的なものがあり、薄気味悪い。

　今にもなにか、その線に沿って這いずり回りそうな。

「お、おぉ、っと」

　機体がぐらぐら揺ゆれて、シートの横で額を打つ。風の関係か、時々機体が揺れるのが怖こわい。変形する際もそうなのだけど、外部の変化や衝しよう撃げきが減げん衰すいすることなく伝わってきて不安を煽あおってくる。これで戦せん闘とうなんか始めたら、それこそ生なま身みで敵と向き合うように翻ほん弄ろうされそうだ。

　ロボットにしか操縦できないと言われる所以ゆえんは、もしかしたらここらへんにあるのかも、と思ってしまう。

　今日はチョコも私も私服で、パイロット用のツナギを着ていない。戦せん闘とうは想定していないのでヘルメットもかぶっていないし、事故でも起きて墜つい落らくしたらどうなってしまうのだろう。もっともあのツナギも大昔の飛行機乗りの持ち物を再利用しているだけで、上等なパイロットスーツなんてものを用意する余よ裕ゆうはこの世界になかった。

「………………………………………」

　ここで私がチョコに怒いかりを向ければ、カァールディスは排はい除じよのために動くのだろうか。例えば急にハッチが開いて私を地面にぽっとん、とか。そういう方向じゃないか。

　でもチョコが人に殺さつ戮りくの限りを尽つくしたのは確かだ。システムのせい？　いやでも。

　それに対して嫌けん悪おが湧わかないのは、完全に恐きよう怖ふに吞のまれているからだろうか。

　自分が殺されなかった理由を、無意識に、なぞろうとしているのかもしれない。

　機体がまた揺ゆれる。乗り心地ごこちというものがほとんど考こう慮りよされていないようだ。

　さすが、ロボットのためのロボット。

　そういえばと辺りを見回し、ふと気になって質問してみる。

「このロボット、どんな燃料で動いているの？」

　戦車だって水流エンジンで動くご時世だ。だけど水流エンジンでの単独飛行は現在、出力不足で不可能とされている。前回の出しゆつ撃げき時にも、水流エンジンではないと博士が明言していた。結局のところ旧世代のロケットエンジンでも採用しているのだろうか。

　色々と想像が巡めぐる中、チョコは前を向いたまま、淡たん々たんと答える。

「それに回答することを許可されていません」

「ふぅん、すごい秘密でもあるってこと？」

「許可されていません」

　つまらない返事を繰くり返してくる。なんとなく、ムッとしてしまう。

「本当は知らないだけとか」

　私がからかうように言うと、今度は答えもしなかった。その横顔を摘つまんでみる。

　硬かたく冷たいのかと想像していた肌はだは案外、すべすべしていた。硬いけど。強く摘んでもなんとか少し引っ張れるぐらいだ。だけど触さわり心地には製作者のこだわりが詰つまっていそうだ。

　頰ほおを引っ張られたまま、チョコがきろりと私に目を向けた。

「ナガモリトモカ、操縦を妨ぼう害がいしないでください」

「大半は自動操縦じゃないの？」

　チョコは答えない。代わりに変化があったのは前方の景色だった。

　高度が急激に変化していく。具体的にはぐんぐんと、下を向いて地面が見えてきた。

　止まらない。その勢いが、滝たきに乗ったように加速していく。

「わ、お、あわ」

　急降下して迫せまり来る地面に青ざめる。川のように流れる地面が私たちを吞み込むようだった。「ゆひぃいいいいいい！」とシートにしがみついて顔をひきつらせながら悲鳴をあげると、地面すれすれで急転てん換かんしたカァールディスが、派手な土つち埃ぼこりと共に何事もないように浮上していく。

　水面を跳はねるように二度、三度と土煙けむりを巻き上げながら、再び地上を蹴け飛ばして空に帰る。

　思わず尻しり餅もちをついて、その浮上する感覚に身体からだを縛しばられる。

　それが安定する頃ころには腕うでの内側がわががっくがくに震ふるえて、骨が抜ぬけたようにだらしなくなっていた。

　激しい上下運動の中でもチョコは平然としている。しかしその無表情の奥で、自動操縦でこんな真似まねができるかと言いたげだった。

「……わざと？」

　チョコは答えなかった。その都合のいい無視の仕方が、いやに人間くさく思えた。

　そんなやり取りを挟はさんでいる間に海上都市が見えてくることに無言ながら感動する。早い。あの真まっ暗くら闇やみが延々と続いて都市かあの世かどこに行っているのやらとばかりな地下鉄と比べれば空の旅は天国だった。どっちみち、天国もあの世だけど。

　海上に急ごしらえで建設された都市は、ツバメの巣すと呼ばれている。現実のツバメの巣とはあまり似ていないけれど、誰だれかが言い出して以来、定着してしまった。楕だ円えん状に広がる都市の外側に、反そった壁かべを築き上げて上ってこられないようにしてあるのが特とく徴ちようだ。

　目を引くような高層建築物を連ねる資材もなく、そうした建物は中央に細々とある程度。端はしへ向かうにつれて建物が小さく、こじんまりしていく。色合いも統一されて鱗うろこのようだ。

　陸地とは一本の橋で繫つながっている。そして周辺の陸地には巨きよ大だいロボット……の囮おとりが設置されている。中身は伴ともなっていないハリボテで、敵性怪かい獣じゆうが引っかかってくれるかもと用意された。でも現状、成果が上がったことは一度もない。やっぱり、中身がないとダメみたいだ。

　都市に配置されているのは主に放水車で、人型兵器は配備されていない。放水車よりも緊きん急きゆう時の移動の勝手が利きくけれど、敵性怪獣を招く結果にもなりかねないので敬遠されていた。代わりにミズグモと呼ばれる、節足動物を模もした機械が警備用に使われている。丁ちよう度ど、都市の橋の下を泳ぐように移動していた。小型な上に人型でないということは咄とつ嗟さの囮にも使えないので評判は悪い。人型でないロボットも開発中と聞くけれど、問題は量産するための資源が確保できるかという点に尽つきるらしい。カタツムリも騙だまし騙し使っているようなものだし。

「まさかこいつごと都市に乗り込む気はないよね？」

　やりかねないと危き惧ぐして、早めに尋たずねる。チョコは一いつ瞬しゆん停止する素そ振ぶりを見せた後、

「不要な混乱を招かないよう、都市郊こう外がいに待機させた後、徒歩での移動を提案します」

「うん、それでいいと思う」

　カァールディスが急ブレーキでも踏ふむように減速する。その唐とう突とつにも思える行動に、本当は病院にこいつで突つっ込むつもりだったのではと疑ってしまう。病室の壁に突き刺ささるカァールディスは笑い事ではなく、生々しい想像として私の中にくっきりと浮かぶのだ。

　デコイロボットの隣となりにカァールディスが停止する。地面に膝ひざを突ついて更さらに若じやつ干かん前まえ屈かがみとなり、降りられる高さに調節してくれる。開いたハッチから、チョコと共に外へ出た。
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　降りた先は荒こう野やというより砂地で、潮風に煽あおられた砂が煙けむりのように蔓まん延えんしていた。チョコはカァールディスのハッチを外側がわから閉じた後、都市を目指して歩き出す。鍵かぎとかかけなくて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。外を暢のん気きに出歩くやつなんてまずいないとは思うけど。

　野ざらしのカァールディスを振ふり返る。携けい行こう武装とかどうとか言っていたけど、カァールディスには指先の役割を務めるマニピュレーターが存在しない。腕うでのように振るっているのは分ぶん離りした翼つばさの一部分だ。その鋭するどい先せん端たんで突き刺さすことはできても、物を摑つかむことはできない。

　外見は鳥人、鳥人間といったところか。

　結局、こいつの戦い方はチョコが示したとおりの肉にく弾だん戦しかないんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら一いつ旦たん、カァールディスと別れて都市へ向かった。

　目と鼻の先とはいえ徒歩では相応に距きよ離りがあり、橋を越こえる頃ころには砂まみれだった。以前に訪おとずれたときよりも周辺が荒こう涼りようと化している。髪かみに入り込んだ砂を落としてから、ついでだからとチョコの髪も払はらった。頭から砂すな埃ぼこりが散るのを横目で確かく認にんしたチョコが、無機質に礼を述べる。

「気き遣づかい感謝します、ナガモリトモカ」

「どーいたしまして」

　そのお礼にフルネームで呼ぶのをどうにかしてほしい。砂すな嵐あらしから逃にげて、市街に入る。

　以前は地下鉄での移動で心身共にへとへとだったけれど、今回は余よ裕ゆうを持ってその景色を受け入れることができた。市街には当たり前のように人の流れがある。様々な年ねん齢れい層が交わっている。それだけでも、新しん鮮せんだった。普ふ通つうに人が歩き回って生活している、という感覚を私は失いつつある。技術学校に入る前の数年間は敵性怪かい獣じゆうから逃にげ回って落ち着かなかったし、学校に入ってからは同じ顔ぶればかりだ。社会ってこういうものだよなぁと、心に染しみる。

　人間社会の瓦が解かいによる苦労の増加には、誰だれもが辟へき易えきしていた。

　病院の場所は以前に遊びに来たときに見かけて覚えていた。都市中央から、やや海寄りに建てられていて、市街の中では高層建築に区分される。高層建築物が中央に配置されて、外に行くにつれて建物が小さくなっているのは一応、理由がある。万が一、市街のど真ん中に敵性怪獣が出現してしまった場合、都市の外、海面へ落としやすくするためだ。

　まぁ、そんな風に出現してしまった時点で都市の半はん壊かいは確定したようなものだけど。

　病院といっても無差別に結構な数の人間が死んでしまったので、正規の医者だけが集つどっているかどうかは定かじゃない。社会が半壊した現状で免許は特定のものを除けば大した意味を成していなかった。選別された優ゆう秀しゆうな医者は移民船の方に積み込まれてしまっただろうし。

　受うけ付つけで案内して貰もらい、四階へ向かう。エレベーターなんてものは勿もち論ろんない。移動の最中、何人かとすれ違ちがったけれどチョコを意識して注目するような人はいなかった。やっぱり説明しなければロボットに見えないよなぁと、その精せい巧こうな横顔に感心する。

　カァールディスも不思議だけど、チョコの方も大たい概がい、謎なぞの技術に支えられている。こんな高性能のロボットを小型に収めているのも驚おどろきだし、なにより燃料なによ、という疑問が浮かぶ。

　聞いたところでさっきと同じ問答の繰くり返しになりそうだから、不思議がるだけに留とどめた。

　四階、共同の病室。山やま百合ゆりは入り口に近いベッドにいた。私たちが行ったときは片手で本を読んでいた。本をめくる際に一度、その本を置かなければいけないことに苛いら立だち、更さらに言うとその仕草によって横の髪かみが前へ落ちてくることにも手こずっていた。よってどう見ても機き嫌げんなんかいいはずがないので本当はそのまま帰りたかったのだけど、チョコがお構いなしに進むのでそれに付き合うほかなかった。さすが、ロボットは空気が関係ない。

　骨折した右腕うでは固定されている。他ほかにも左のこめかみに大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられて、病衣の隙すき間まからは打ち身にでもなったのか、鎖さ骨こつ付近に湿しつ布ぷがべたべたと貼ってあるのが見えた。

　本を片づけた山百合が目と口を歪ゆがめる。そっちの方が腕よりも折れていそうだ。

「不良品と出来損そこないなんて、いい組み合わせじゃないの」

　そのまま唾つばでも吐はいてきそうな勢いで挨あい拶さつしてくれる。

　舌の方は怪け我が一つないみたいで滑なめらかだ。吹ふき飛んだときに嚙かまなかったのだろうか。

　わー優秀。

「説明不足でした、ごめんなさい」

　チョコが前置きなく、抑よく揚ようなく謝罪して、頭を深々と下げる。多分、博士に習ったのだろう。

　つべこべ言わずにごめんなさいと言えるのは立派かもしれない。修正受けなくて済むし。

　でも山やま百合ゆりは、なにを謝られているのか今ひとつ分かっていないようだった。

「ごーめんなさいよー」

「………………………………………」

　多分これも、博士に習ったのだろう。

「なにをしに来たの、この不良品は」

　喧けん嘩かを売りに来たのか、と山百合が窮きゆう屈くつそうな顔を器用に険しく歪ゆがめる。

　私にもそうとしか見えない。

「謝罪は完かん了りようしました。ナガモリトモカ、帰き還かんを提案します」

　頭を上げたチョコの中では、もう用事が済んでしまったらしい。謝ったけど、いや謝ったけど。まぁ山百合も早く帰ってほしいだろうから、お互たがいにとって最良の選せん択たくかもしれない。

「あー、えーと、怪け我がの具合はどう？」

　見み舞まいに来たというのなら、一応これぐらいは聞いておくべきだろう。

　山百合は目を瞑つぶって、考え込むように少し間を空けた。

「学校に戻もどったら、私が成績一位なのかしら」

　私の質問を無視して呟つぶやく。それから、きつい調子で睨ねめつけてくる。

「そうなった原因と一いつ緒しよにいて、よく平気な顔をしていられるわね」

　山百合がもっともな意見で私を批難してくる。確かに、面識が大してないといっても同じ学校に通う、いわば同級生を殺した機械と並び立っている。

　これはどう考えても、異質だ。普ふ通つうではない心の働きがある。

　けれど私はそれを半ば無意識に受け入れて、ここに至っている。

　適応ともまた異なる流され方は、山百合の目に好ましく映らないのも当然だった。

　とはいえ、完全に平然としているわけでもない。

　身体からだが無傷でも、生活に変化はあった。

「……学校では死神扱あつかいされるようになったよ」

　一緒に出しゆつ撃げきすると、私しか満足に生きて帰ってこない。一度なら分かるけれど二度目にもなると周囲の見る目が変わってくる。私と一緒に実地演習に出たがるやつはいなくなるだろう。

　この一週間、食堂ではゾウチも私に近寄らなくなっていた。

　噂うわさの仲間入りにされるのを恐おそれてだろう。

「過大評価ね。あなたはそれほど大したものじゃないわ」

　ただの疫やく病びよう神がみよ、と山百合の言葉が続く。どっちにしても神なのか、とちょっと笑う。

　あんただって十分、私を過大評価しているじゃあないか。

　ねぇと逃にげるためにお隣となりに同意を求めると、チョコは窓の方を向いていた。ロボットも景色を楽しむのかな、とその『ムダ』を眺ながめていると、美しいばかりでなにも映していない瞳ひとみの表面が震ふるえたように見えた。

　そして。

「来る」

　チョコが、短く呟つぶやく。それからすぐに、私に指示してきた。

「ナガモリトモカ、あなたはここで待機してください」

「え？」

　チョコが窓際ぎわに走る。そして窓を枠わくごと外すように破は壊かいして開け放ち、飛び降りた。

「ちょいちょいちょい！」

　私も慌あわてて駆かけ寄り、窓の外を覗のぞく。落下したチョコは既すでに歩道へと降り立ち、平然と走り出していた。四階から飛び降りても平気なのか。そして隕いん石せきでも激げき突とつしたように破損した落下位置を見て、目を丸くする。外見はあれでもやっぱり重量があるみたいだ。

　道を歩いていた人たちも足を止めて、仰のけ反ぞるように驚おどろいている。

　見た目はちょっと儚はかなげな女の子だから、理解しろという方が無理だろう。

「なに？　あの不良品がまた壊こわれたの？」

「分からない……でも、あいつが動くってことはひょっとして」

　山やま百合ゆりの問いに曖あい昧まいに答えていると、すぐにチョコの行動の意味を察した。

　真っ昼間の都市に、底の知れない影かげが降りかかる。

　音は遅おくれて、光すら間に合わないほどに。状じよう況きようが一変する。

　あれは。

「マーシュ、」

　街を覆おおい潰つぶすような巨きよ体たいを間近にして、側頭部が凍こおりつく。

　確かく認にんされている敵性怪かい獣じゆうでは一ひと際きわ巨大な存在で、その姿形は途と方ほうもなく巨大化したナメクジのようだ。どっしりとした土台ににょきにょきと、人の胴どう体たいめいたものが生えている。胴体の先には短い腕うでと、膨ふくれあがった大きな頭。勿もち論ろんそのどちらも、規格外の大きさを誇ほこる。

　やはり時空を無視しての跳ちよう躍やくを果たしてきたらしく、登場から僅わずかに遅れて都市の瓦が解かいが始まった。巨体にのしかかられた建物が、人が潰される。

「敵性怪獣っ？」

「そう」

　目を離はなさないようにしながら山百合の質問に答える。マーシュの表面にはどろどろと、常に粘ねん着ちやく性のある侵しん食しよく液が垂たれ流れている。マーシュ自身の体液とも、分ぶん泌ぴつ液とも言われている。その青い液体が降りかかると建造物は土地もろとも砂さ塵じんに果てるという。やつ本体からすれば汗あせのような感覚かもしれないけれど、私たちにしてみれば極大の水球が降って、押し潰してくるに等しい。正まさに天てん災さいで、自然現象そのものを相手にするような威い圧あつ感すらあった。

　あんな大物が、偶ぐう然ぜん、都市への転移を成功させてしまうなんて。

　マーシュは鈍どん重じゆうに、背後に広がる海から離はなれるように前進を開始する。腐くさったスイカのように崩くずれ落ちそうな頭部も侵しん食しよく液に覆おおい隠かくされて、目と口はその液がだくだくと染しみこんで輪りん郭かくだけが表面に浮かび上がる。唇くちびるが剝はぎ取られて、目玉をくりぬかれたようにも見えた。

　やつは内部に小型の敵性怪かい獣じゆうを格納しているケースもあるけれど、今回は出てくる様子がない。空っぽのまま単体で来たのなら不幸中の幸いといえるけど、しかし。

「こっちに来るっ」

　実じつ況きようすると、病室の入院患かん者じやが青ざめてベッドから転がり落ちる。足が無事な患者はぱたぱたと廊ろう下かへ逃にげ出して、それが一いつ斉せいに始まったのか院内の阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相が音で伝わってくる。

　病院は特に逃げ出すのが困難な人もいるだろうから、一層、地じ獄ごくだ。

　私は身を乗り出したまま、どう出る、と睨にらむ。マーシュは他ほかの敵性怪獣と異なり、積極的に人類や二足歩行の生命体を狙ねらうことはない。その侵食液を撒まき散らして、環かん境きようを破は壊かいするために存在するのではないかと推すい測そくされている。とはいえあれだけの巨きよ体たいでは意識せずとも都市部や人間を押し潰つぶして、吞のみ込んでいくことは容易たやすい。大きいというのは、強さだ。差があればあるほど単純に、手がつけられなくなる。

　その絶対的な質量が、このままだとこの病院まで巻き込んでしまう。

「だから入院なんて嫌いやだったのよ」

　背中側がわから山やま百合ゆりの愚ぐ痴ちが聞こえてくる。戦えないことが強く不満のようだ。

　山百合が戦っても事態が好転するとは思いがたいけど、黙だまっておいた。

　敵性怪獣の出現に合わせて放水車も出動するだろうけど、侵しん攻こうを遅おくらせるのがやっとでどうにかなる相手とは思えない。かといってカタツムリの到とう着ちやくを待っている余よ裕ゆうもなさそうだった。じゃあどうするかというと、どうにもなりそうもない。なんともならないからこの星は荒こう廃はいし、人類は蹂じゆう躙りんされてきたのだ。マーシュが蠢うごめく度たび、病院が、道路が鳴動する。

　逃げなければ確実に死ぬ、と考えると胃が痛くなる。でもチョコがなにをするのか想像がつくので、ここは待機が正解だと信じている。振ふり向くと窓側のベッドに転がっていた患者はとっくに廊下へ逃げているようなので、避ひ難なん誘ゆう導どうは必要ないなと安あん堵どした。

　だけど、チョコはどうして出現を感知することができたのか。

　センサーの類たぐいが導入されているのだろうか。それとも、システムの恩おん恵けいか。

　あのＣＯＳというのは機体とパイロット、どちらに搭とう載さいされているのだろう。両方？

　危機が迫せまる中、考えるのはそんなことばかりだ。もっと前向きに、建設的にとは思うけれどこの状況で前向きというのは、死んだら天国でまず誰だれを探そうとかもうそういう段階だ。

　現実から逃とう避ひして奇き跡せきを期待する方がまだ、生きている感覚がある。

「……あ、これはちょっと、まず、い、いぃい」

　マーシュの胴どう体たい部が、風に揺ゆれるヤシの木みたいに、緩かん慢まんに、大きく動く。

　しかしゆっくりに見えるのは相手が巨きよ体たいだからで、実際の動きは相当に速い。その証明として、マーシュから垂たれ落ちる侵しん食しよく液が広域に飛び散る。一つ一つが、人間からすれば星でも降ってくるように錯さつ覚かくする大きさで。その一つが、こちらへとやってくる。

　凍こおりつき、身を引くことも忘れて。迫せまる、海底のような青き球を目で追う。

　死を内包するシャボン玉と。

　そして、当たり前のように到とう来らいする奇き跡せきが、重なる。

　大気と鼻先がリンクするように震ふるえた、その直後。

　混乱を切り裂さくような悲鳴を一身に受けて、落下してきたカァールディスがシャボン玉を蹴けり飛ばした。粘ねん着ちやく質な液体の塊かたまりが、硬こう質しつなる塊に衝しよう突とつすることで弾はじけて拡かく散さんする。周囲の被ひ害がいなど知ったことではないとばかりに飛び込んだカァールディスが身を挺ていして庇かばってくれたので病院側がわは無事だったけれど、その代わりに巨大ロボットを自動車感覚で横付けしてきたせいで暴風、衝しよう撃げき、騒そう音おんの三重苦に襲おそわれる。尻しり餅もちをつくだけに留とどまらず、背中を打った末に後転までしてしまった。これでは、助けて貰もらったと考えるのは難しかった。

　激痛を訴うつたえる身体からだを引きずって起き上がると、カァールディスの翼つばさが見えた。今度は窓どころか、壁かべが崩ほう壊かいする。砂糖細工を搔かき分けるように壁を破壊してから、カァールディスのハッチが開いた。乗っているのは当然、チョコだ。

「乗ってください、ナガモリトモカ」

　コクピットを荒あれ果てた病室に直じか付づけしながら、チョコが促うながしてくる。廊ろう下かを逃にげ惑まどっていた患かん者じやたちが衝撃に転がりながら啞あ然ぜんとして、私もまた展開に追いつけていなかった。

「ナガモリトモカ、急いでください」

　本名を連呼されて、頭がカッと熱くなる程度に恥はじる。もしかするとこれから先、私はずっとこんな風にチョコに名前を呼ばれていくのではないかと不安にすらなった。なんか、嫌いやだ。

「一人だけ逃げるつもり？」

　山やま百合ゆりから冷ややかな声をかけられる。山百合はこの騒さわぎにも、ベッドの上から動いていない。敢あえて動こうとしていないようにも見える。諦あきらめているのか？　いやそんな性格じゃない。私を挑ちよう発はつして、試ためしている。そっちの方がよっぽど、性格出ていた。

　確かに、一人だけ最新しん鋭えい機に保護されて安全を保障されているようにも思える。

　でも。

　逃げるなんて楽な道は、私に用意されていない。

　一人だけ逃げられなかったから、私は、ここにいるんだ。

「逃げないよ」

　そう言い返して、カァールディスに乗り込んだ。チョコがすぐにハッチを閉じる。

　逃げないとは言ったけど、操縦するのは私じゃない。……かっこわりー。

　コクピットの中にも砂が混入していた。チョコもまた、髪かみの毛に砂を留めている。

「無事でなによりです、ナガモリトモカ」

　こちらはこちらで冷たく祝ってくれる。山やま百合ゆりの冷たい炎ほのおのような激しさはなく、静かに押し寄せては足首を濡ぬらす波のようだ。どちらも不ふ愉ゆ快かいなので、まだ話の通じそうなこちらに訂てい正せいを求めた。

「長いから、トモカでいい」

　本名を連呼されるのが鬱うつ陶とうしくなってきたので要求すると、チョコが固まる。

　そういう変へん更こうは利きくのだろうか。しかし機械より話が通じそうもない山百合は異常だ。

　やや間を置いて、目が一いつ瞬しゆんくるんと回転したようにも見えたけれど、チョコが肯こう定ていを示す。

「了りよう解かいしました。呼こ称しよう変更、以降はトモカと呼びます」

「そう、ありがとう」

　意外と融ゆう通ずうは利くみたいだ。カァールディスが病院から身を引いて、道路に立つ。

　道路は、そりゃあもう酷ひどい有あり様さまだった。先さき程ほどの侵しん食しよく液の塊かたまりが飛び散って、コンクリートすら溶とかし尽つくすような勢いでのしかかっている。ぐずぐずと流れる液体が人工物を消化していく様は、胃液のようでもある。人工物が終われば、自然物。選えり好みせず、すべてを崩ほう壊かいさせる。

　その先に待つのは、荒こう野や。星に吹ふき荒あれる砂すな嵐あらしの温おん床しようだった。

　そうした結果を幸いと言えるか微び妙みようだけど、人の流れが途と絶だえてカァールディスの足あし下もとは確保されていた。踏ふみ潰つぶす心配はないだろう。しかし時間が経たつほど混乱と共に人が動き回り、単純な移動すら困難となりそうだ。

　こういうときにこそカァールディスの飛ひ翔しようは価値を高めるのか。

　空を飛べるってすごい。価値観が立体的に構築できるのだから。

「トモカ、しっかり摑つかまっていてください」

「うん」

　見据すえた先には空の果てに届きそうな、『敵』。

　優ゆう雅がな空の旅とは比べものにならない衝しよう突とつを予期して、全身が引き締しまる。

「これより基地に帰き還かんします」

「え？」

　すいーと、チョコが涼すずしい顔でエンジンを高めていく。そして大気を蹴けり飛ばすような感かん触しよくを残して、カァールディスが加速、変形する。道路を滑かつ走そう路ろに見立てるように突つっ走って、周辺の建物を巻き込みながら飛翔を果たした。ばひゅーんと、ちょっと待って。

「いやちょっと。なに帰ろうとしてるの」

「目的は果たしました。安全を確保するために離り脱だつを優先します」

　マーシュの巨きよ顔がんの横側がわを華か麗れいに抜き去り、ターンまで決めて基地への帰路に就つく。その顔に接近する際は腰こしが引けてシートにしがみつくばかりだったけど、距きよ離りを取って空が一面に映るようになってから、チョコの横顔を指差す。その顔にはまだうっすらと私の名前があった。

　風ふ呂ろ入れ！

「街、襲おそわれてるんだけど！」

「市街の防衛は命令にありません」

　ぐ、む、と喉のどが詰つまりそうになる。絶対、この問答はムダになると分かりながらも。

「緊きん急きゆう時でしょ！」

「非常事態ですので帰き還かんを優先しています」

　前言撤てつ回かい、まったく融ゆう通ずうが利きかない。

　逃にげちゃっていいのか、見るからに主役ロボット。

　このままじゃあ、山やま百合ゆりの言葉通りになってしまう。私は今、逃げている。

　多分、それが一番簡単で、安全で、楽な道だと思う。

　けれどその道の先に私が望んだものがあるかと、己おのれに問えば。

　違ちがう。

　私は戦うために、ロボットに乗る技術を求めたのだ。

　他の人がどこまでも逃げられるように、悪意を阻はばむ壁かべとなる。

　それが私の求めた、これからの自分というやつだ。

　そうあるために望んだ力で、逃げるわけにはいかない。

　それならば、今の私にできること、それは。

「どうしても、戦う気はない？」

「必要を感じません」

「そう」

　そこまで言うなら、自分にできることは一つだけだ。

　要求しよう、力をよこせと。

「だったら私が乗る。操縦して戦うから、席を譲ゆずって」

　そう言ってチョコの肩かたを揺ゆする。チョコは操作を忘れたように私に目を向ける。

『なに言ってんのお前』と、無表情の奥で問われているような気がした。

　確かに訓練はしていない。そもそも戦せん闘とうの負荷に耐たえられるかも分からない。けれど。

　チョコはシミュレーションとはいえ、カタツムリを操作していた。カァールディスにしか搭とう乗じようする予定がないのに動かせたなら、基本的な操作系統は共通しているはず。実際、コクピット回りは覚えのある配置だ。免許さえ取ればある程度、他ほかの車も運転できるようなものだ。

　多分！

　カァールディスが都市付近に着地する。変形して足で地面を削けずるようにしながら減速を果たして、都市周辺のデコイの隣となりに並んだ。それからチョコが、私に冷れい淡たんな目を向ける。

「トモカの要求が理解できません」

「こっちもこれ以上、言葉を簡単にはできない」

　睨にらむようにしながら食い下がる。チョコは対応に困こん惑わくしているのか、返答に時間を要する。

　その間にも、と海上都市の状態の変化に気が気ではない。

　嫌いやなやつだけれど、山やま百合ゆりは顔見知りだ。死んで気分がいいものじゃない。

「カァールディスには現在、武装が搭とう載さいされていません。また携けい行こう武装の確保も期待できず、単機で目標を排はい除じよすることは困難と判断します」

「でもだからって、他ほかの人を見捨てて逃にげるのはどうなの」

「見捨てるというのはどういうことでしょう、トモカ」

　聞き捨てならないと、チョコが反論してくる。

　そしてその次に出てきた否定の理由が、私を心底、驚おどろかせる。

「私は彼らの友達ではありません」

「な……」

　友達。チョコの口からそんな言葉が出てくるとは思わなかった。

　ロボットがそんな理由で手助けを拒きよ否ひするなんて、あまりないんじゃないだろうか。

「友達じゃないから都市の人たちを助けない？」

「なにか問題があるでしょうか」

　その返し方がどこか挑ちよう発はつを含ふくんでいるようで、つい反発してしまう。

「大問題よ。私がそれでは納なつ得とくできない」

　納得はなにより優先されるとどこかの誰だれかが言っていた。

　その私の主張を受けて、チョコが大きく、ちょっと大げさなほど頷うなずく。

「理解しました」

「おっ」

「トモカが自分本位な性格であると、情報を更こう新しんします」

　ワガママであると機械的な嫌みを返された。ぐ、と怯ひるみかけるがいや、引かない。

「どうしても帰き還かんを優先する気はありませんか？」

「ないの」

　私の意固地な対応に、これはお互たがいさまだけど、チョコが沈ちん黙もくする。

　こうやって粘ねばられた場合の対応パターンは登録されていないのだろうか。

「あんたも言ったけど、その通り。私、結構ワガママなのよ」

　これでも少しはお嬢じよう様育ちだ、まいったか。

　その横暴な一言が駄だ目め押しとなったのか、やがて会話を諦あきらめたように、無言のまま席を譲ゆずってくる。「ありがとう」と言ったけど、目も合わせてくれず無視を貫つらぬかれた。

　少々の気まずさを味わいながらも、最新しん鋭えい機のコクピットシートに座り込む。

　足の置き位置を調整してから操縦桿かんを握にぎると、おおよその感覚がそのまま利用できるようだった。ただ、いざ急ごうとしても変形機構の操作が分からない。そんなものカタツムリにないからだ。ボタンをスイッチ・オンすれば一発で変形してくれるわけでもないようだし、あぁ、もうチョコはきっと非協力的だし。焦あせりが爆ばく発はつした結果、愚ぐ直ちよくに至る。

　飛べないなら、走る！　そう決意して砂を蹴けり、疾しつ走そうする。

　自分の中に最短距きよ離りで備わる、正しい決断。

　その当たり前を、見失うな。

　目の前の人間を助ける。それが私の当たり前なのだから。

「だから、逃にげていいはず、ない！」

　自らを鼓こ舞ぶして、退路を塞ふさぐ。

　その決意を象しよう徴ちようするように、胸中に青い光が一いつ閃せんするのを見た。

　そうして全力で引き返すと、陸と海上都市を繫つなぐ橋の上が早くも住人でごった返して、足の踏ふみ場ばもないという状じよう況きように陥おちいっていた。

　どこへ逃げようっていうんだ。この都市を出て、どこへ行けると思っているんだ。

　そんな鬱うつ屈くつするような思いが渦うず巻まき、爆発しそうになる。だけど堪こらえて、ハッチを開く。

「すいません、みなさん！　移動しますので、道を空けてください！　お願いします！」

　足場を作って貰もらえるように呼びかける。派手なロボットの登場に怯おびえる仕草を取っていた人たちが私に注目する。しかし流れが淀よどむばかりで動こうとはしない。もう一度、呼びかける。

「私が怪かい獣じゆうと戦って、時間を稼かせぎます！」

　本当はそれじゃダメだと分かっていた。時間を稼いでも都市が壊かい滅めつしてしまえば、ここに住んでいた人たちの受け入れ先はない。他ほかの海上都市だって余よ裕ゆうがあるわけじゃないのだ。

　逃げないで、マーシュを倒たおすしかない。できる、できないじゃなくて結論は一つだけだ。

「だからすみませんが一度、通させていただけませんか！」

　飛べればこんな苦労はないのに。だけどチョコはずっと無言で、こちらを見向きもしない。まるで拗すねているようにも思える態度だった。それを眺ながめていると、ロボットに感情というものが芽生える必要はあるのだろうかと、博士同様に懐かい疑ぎ的になってしまう。

　ようやく足あし下もとの人たちが私の言葉を受けて、押し合いへし合いしながらも詰つめて、スペースを作ってくれた。そこへ慎しん重ちように足を置き、一歩ずつ橋を渡わたっていく。爪つま先さき立ちで、そろーっと。これから戦いますと勇ましく宣言したロボットの歩き方ではない。この姿で人々の信用を得るのはちょっと無理があった。極力、無心に橋を渡る。

　そうしたムダなことに時間を取られて、それでも海上都市内へとカァールディスと共に戻もどってくる。足下を確かく認にんして、道路の真ん中を渡ろうとする横着者がこちらを恐おそれて横へと逸それていくのを待ってからデカブツの元へと走り出す。

　病院の側そばを駆かけ抜ぬけるとき、生きているかどうか確かめはしないけど山百合にこう告げる。

　逃げていないぞ、と。

　現場では既すでに放水車が到とう着ちやくして、マーシュに向けて放水を始めていた。三台の放水車が下部めがけて放水するものの、マーシュを恐おそれてか距きよ離りを空けすぎて半分程度しか届いていなかった。及および腰ごしだけれど気持ちは分かる、相対すると、その迫はく力りよくが大口を開けてこちらを吞のみ込むのだ。

　下部の土台だけでもカァールディスの全長を凌しのぐ勢いだ。その巨きよ体たいに圧あつ倒とうされて、思わず顎あごが上がる。そして大きさのせいで距離感というものが働きづらい。離はなれても大きくて、近づけばより大きいという変化でしかないので、どうしても感覚を塞ふさがれたようになって。

　そのまま不用意に距離を詰つめすぎたのか。

　マーシュの下部がもこもこと膨ふくれあがる。あやばい回かい避ひ運動、

「トモカ、できますか？」

「今やってる！」

「それでは間に合いません」

　冷れい徹てつな一言の直後、正面から衝しよう撃げきの波に吞まれる。迎げい撃げきに噴ふき出した液体と肉の槍やりに突つき飛ばされて、団子になって転がされるように、コクピットごと派手に回る。悲鳴をあげる余よ裕ゆうもなく世界が縦に回って、そこからは暗黒。水面に身体からだを叩たたきつけられたような感かん触しよくを最後に手足の感覚を失う。残るのはお尻しりと腰を削けずり続けるような痛みだけだった。溺おぼれている。暗くら闇やみに溺れて上下を見失い、吞まれていった。

「………………………………………あ、あ、あー」

　暗転して、死んでしまったかと最初は思った。けれど握にぎりしめている操縦桿かんの感触に引きずられるように、五感を引き戻もどす。自分が目を瞑つぶっているだけであると気づいた。

　目を開ける。モニターには真っ青な空が一面に映っていた。

「い、つぅ……」

　染しみ出るような、沈ちん痛つうな声が漏もれる。お尻と背中の痛さに悶もん絶ぜつして、身体が弓なりに反そる。

　食いしばった口もとから漏れる泡あわを拭ぬぐって、頭を振ふる。目玉が外れそうな感覚も収まってようやくコクピットの振しん動どうも落ち着いてきた。しかし、カタツムリといいこいつといい。

　乗り心地ごこちというものがことごとく最悪だ。

　私が苦しんでいる間も、チョコがモニターを弄いじって機体外部を映している。

「損傷率０パーセント、外部破損も回かい避ひ」

「そりゃ、結構なことで」

　パイロットの負傷はプログラム外らしい。この機体、本当にチョコが搭とう乗じようすることしか想定していないらしくコクピット回りの耐たい衝しよう撃げき処置がほとんど取られていない。攻こう撃げきを何度も食らえば機体は無事でも私が保もたない。そりゃあ、こいつの専属パイロットは病院の四階から飛び降りても無傷なわけだよ。

「トモカ、退たい却きやくを提案します」

「却下」

「ではトモカ、防ぼう御ぎよ行動は敵が行動する以前から想定する必要があります。敵対するものが攻こう撃げき意志を見せてから反応するようでは間に合いません、そういった状じよう況きようを招かないように」

「分かってる！　いや分かった！」

　教官のように口うるさい同乗者に叫さけんで、操縦桿かんを握にぎり直す。寝ねそべっている機体をまずは立ち上がらせて、次にどうすると前方を睨にらむ。派手にぶっ飛んで距きよ離りを稼かせいだためか、マーシュはこちらへの警けい戒かいを解いていた。側そばにいた放水車たちも肉の槍やりで壊かい滅めつしたらしく、すり潰つぶされた残ざん骸がいが周囲に散らばっていた。そしてマーシュは悠ゆう々ゆう蠢うごめいて都市を吞のみ込んでいる。

　ぐやり、ぐしゃりと。静かに、街が挽ひき潰されていく。

　もっとも都市を吞み込んだのはあいつだけじゃなくて、私もだけど。

　カァールディスの吹ふっ飛んできた軌き跡せきを追って、「うわぁ……」と頰ほおが歪ゆがむ。道路どころか脇わきの家まで薙なぎ倒たおされて削けずれていた。中の人は、と半壊した家を覗のぞき込む。幸い、あからさまな死体は転がっていない。けれど女の子の部屋らしきものが見えて、飾かざられた古ふる臭くさいぬいぐるみが天てん井じようの破片に潰されていることに心が痛んだ。それはなぜか、チョコが同期生を殺害した場面を目もく撃げきしたときよりもずっと、私の胸をえぐる。正体不明の感傷が瞳ひとみにまで満ちていった。

　それと、隣となりからチョコの視線を感じる。引き返さなかったら家が壊こわれなかったのに、と言われているようで自然、肩かたが強こわばる。浮かぶ汗あせと目もとを拭ぬぐって、顔を上げた。

「トモカ、一つ忠告しますがよろしいですか」

「どうぞ」

「カァールディスは海中に対応していません。絶対に落下しないよう心がけてください」

　私の腕うでから、そういうこともあり得ると判断したのだろうか。

「了りよう解かい」と、短く答える。

　こっちまで怪かい獣じゆうになった気分だ。

「さぁて、さぁて……」

　侵しん攻こうする丘おかのようなマーシュの脇で、大いに焦しよう燥そうする。

　どう出ればいい。あれだけの体たい軀くを徒手空くう拳けんでどうにかするのは、チョコが最初に言ったとおりに無理がある。火力が不足しているなら、マーシュをどうにか背後の海に突つき落とす、しか現状で退治する方法はないように思う。幸い、海上都市なのだから海が遠いことはない。

　突っ張り、押し切りが体格差で不可能なら地面の半分を叩たたき壊して、都市ごと陥かん落らくさせる？

　いくらカァールディスが標準以上のパワーを発揮できるとしても、そこまで覆くつがえすことは難しい。さっきから、色々考えてみてもこいつにできないことばかりだ。新しん鋭えい機でいかにも特別な雰ふん囲い気きを保っているのに、できんものはできんと開き直られているようでムカッと来る。

　特別なようで、まったく特例じゃない。

　まるで私そのものだった。でもお前は本物だろうと、コンソールを叩く。

　量産を前提にしているとは思えないこの機体には、相応の役割があるはず。

　それはなんだ、と手をこまねいていると放水車の第二陣じんが到とう着ちやくして、マーシュの下部めがけて一いつ斉せいに放水を開始する。とにかく侵攻を遅おくらせるため、下部の破は壊かいを狙ねらっているのだろう。

　その放水の刺し激げきを受けて、マーシュの下部が再び沸わき立つ。それを見た瞬しゆん間かんに私は、カァールディスは走り出していた。放水車の前へ、急げと道路を蹴ける。

　この機体と私の技量でできること。

　頑がん丈じようさを活いかして放水車を守ることだ、と悟さとったのだ。

　マーシュの下部が弾はじけ飛ぶ寸前、放水車の前へと滑すべり込んで身構える。

「エンジン出力二十パーセントまでの上じよう昇しようを確かく認にん。ＣＯＳ、作動」

「えぇ？　なんか言ったっ？」

　チョコに聞き返して答えが来るより早く、噴ふき出した液体が正面から私を撃うつ。今度は吹ふき飛ばされないと、私自身も歯を食いしばる。受け止めるのは土ど手てっ腹ぱらじゃなくて、交差した両りよう翼よくだ。思わず目を瞑つぶりそうな奔ほん流りゆうを受けてコクピットが不安定に揺ゆれ動いた。

　肉の槍やりにじりじりと機体を押されるものの、やがてその勢いが陰かげりを見せる。チョコの教え通り、事前に想定に基づく防ぼう御ぎよ行動を実じつ践せんすることで、どうにか耐たえ抜ぬくことができた。

　コクピットは地じ震しんに巻き込まれたように揺れて、吐はき気けを催もよおしたけど。

　交差させた翼つばさを派手に広げて、侵しん食しよく液の残ざん滓しを振ふり払はらう。液体と肉の入り交じった奇き妙みような槍が、ぼてりと道路に落下する。そして庇かばった放水車が僅わずかに前へ出て、カァールディスの脇わきから放水を再開した。お互たがいに顔も知らないけれど、協力の意思の疎そ通つうは取れているようで胸が詰つまる。人を守れたことに感動を覚えていた。

　ここまで、犠ぎ牲せいから漏もれる形でしか生き延びてこなかったから。

　しかし、丈じよう夫ぶなことを知っているとはいえ自分から相手の攻こう撃げきを受けに行くなんて。

　私自身、死にかけた経験を受けて少し図ず太ぶとくなったのかもしれない。

　放水を受けたマーシュの下部の先せん端たんが、塩をかけられたナメクジのように萎しぼむ。多少は移動を妨さまたげることができているようだ。しかし後ずさるような気配はない。なんとか、やつを後退させて海に落とさなければ。それにはやっぱり、隠かくされたコアを狙うしかないのか。

　敵性怪かい獣じゆう、マーシュのコアがどの部位に存在するかは教科書で習った。

　人型部分の胸むなもとにある、と分かりやすい。問題はそこもまた侵食液に覆おおわれていることか。

　どうにかやつの胴どう体たいまで接近して、侵食液を搔かき分けることができれば。

　考えながらも次の攻撃に備えて身構えていると、チョコが口を開く。

「トモカ、一つ確認したいことがあります」

「なにっ？」

　チョコが身を乗り出して、私の顔を覗のぞき込んできた。

「私は、あなたの友達ですか？」

「……チョコ？」

　こんなときになにを、と思うけれどチョコは大真ま面じ目めだ。

　友達か、否いなか。

　それがチョコの価値観、コミュニケーションの根幹にあるみたいだ。

　ロボットなのに。さっきも驚おどろいたけど、博士はどこまで、それをチョコに教えることができているのか。チョコは『友達』をどういう意味に解かい釈しやくしているのだろう。

　ここでそうですと言えば、友好的になってくれるのだろうか。

　それとも見抜ぬいて、私を討うつか。

「……今はまだ違ちがう」

　噓うそはつかなかった。相手が機械だからこそ誠実であるべきと思ったからだ。

「でも、こうやって時間を重ねていけば、次は……いつかは、友達になれるかもしれない」

　緒お方がた博士の言葉を思い出す。

　機械が出す『友達』の答えに、私もまた興味を抱いだく。

　コクピットの中でチョコと見つめ合う。ぐるぐると、走るものがあった。

　青い空間を幻げん想そうに見る。大海に包まれるような大きな淀よどみとうねりを肌はだに感じる。

　その先に垣かい間ま見みる景色こそが恐おそらく、機械の……チョコの…………なんか、変だな。チョコに入れ込みすぎというか。なんというか、今の私はおかしかった。青い世界って、なんなのだろう。今は見えなくなったそこから意識を引き上げられるようだった。
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　私の言葉を受けたチョコの方がよっぽど冷静だった。

　当たり前か、ロボットだもの。

「了りよう解かいしました。ではその『次』の作成に取りかかります」

　横から操作してハッチを開いたチョコがいきなり飛び降りる。愛想尽つかして一人で帰るとかそういうつもりではないようで、道路の真ん中に立ったチョコがこちらを見上げる。

　そして無表情を維い持じしたまま、ピッと。親指を立てる。

「トモカを援えん護ごします」

「は？」

　チョコが駆かけていく。それも敵性怪かい獣じゆうの方ではなく、放水車へと一直線だ。なにをするつもりかと見ていたら、放水車の運転手を引っ張り出してきた。目を点にしていると、運転手を強ごう引いんに担かつぎながらマーシュめがけて走り出した。分からん、行動を目で追っているのに余計に分からなくなるなんて、どういうことだ。

　悲鳴をあげる運転手をマーシュに見せびらかすように、視界内に飛び込んだチョコが背を向ける。運転手が手足をばたつかせるが、チョコは決して放そうとしない。その挑ちよう発はつに応じて放たれた槍やりを、チョコは道路を駆けながら前傾姿勢で回かい避ひする。背負われた運転手がもう白しろ目めを剝むいて意識を失いそうになっているのが遠くからでも見て取れる。槍もそうだけど、チョコの速さにも正気でいられないのだろう。とにかく速い、敵の攻こう撃げきが追いつかないほどなのだ。横に切り払はらうように広がった肉の槍を、道路を走り抜ぬくことで単純に回避しきる。

　カタツムリと競走しても食らいついてくるのでは、と思わせる健けん脚きやくだった。

　どうやら攻撃を分散させてくれているみたいだ。更さらにチョコが、建物の陰かげに隠かくれながらこちらに目配せしてくる。なに、と座ったまま身を乗り出してその視線の意味を捉とらえようとする。

　ぼぅっと、青い輝かがやきが見えて。見つめていると、妙みように、集中できる。

「……チョコが……避さけて、槍を……橋……」

　呟つぶやきが先なのか、届く意思めいたものが先に脳に訴うつたえるのか。声と意識がリンクする。それに応じて意欲が昂たかぶり、限りなく、限界なく高こう揚ようしていくのが分かる。

　気づけばチョコの視線の意味を理解して、機体を行動に移していた。

　頭の中身がリンクしているように、なにを意味するかがすべて伝わってくる。迷いはない。青白く水面みなものように揺ゆれるものに導かれて、私とカァールディスが道路を駆ける。

　その途と中ちゆうに目について、これだと。

　行きがけの駄だ賃ちんとして、運転手の欠けた放水車の運転席に、翼つばさの腕うでを突つき刺さす。そしてできるはずだと、覚かく悟ごを決めて放水車を持ち上げた。刺さっている部分は浅く翼へ大きい負担がかかるものの、それでもカァールディスの姿勢が傾かたむくことはなかった。

　動けるかと身体からだを揺すっても、十分に稼か働どうする。これならいけると、チョコの居場所を目指して走る。チョコもまた、マーシュの『槍』の射出機会を窺うかがいながらこちらへ距きよ離りを詰つめる。

　そして槍やりが放たれるその瞬しゆん間かんにチョコがカァールディスを盾たてとするように、機体の足の陰かげへ飛び込んでその一いち撃げきの到とう達たつ点を調節する。誘ゆう導どうされて地面に突つき立てられたそれを逃のがすものかと、私が、カァールディスが動く。

　普ふ通つうでは近づくこともできないのに、相手から『橋』をかけてくれたのだ。

　これを渡わたらない手はなかった。

　伸のびきった肉の槍を足場として、一直線に。マーシュへと、突とつ撃げきする。

　全力で足を動かす度たび、コクピットが剣けん玉だまのように軽けい薄はくに跳はねる。

　それに伴ともなう吐はき気けを意地と根性でねじ伏ふせるのが、今の私の役割だ。

　踏ふみしめた足場が一瞬で溶とけて消えるように、退路を失っていく。気づけば叫さけんで、もっと、もっと速くとカァールディスに意思を重ねる。青白い光に包まれる錯さつ覚かくと共に駆かけ抜ぬけて、最後は翼つばさを広げるように跳ちよう躍やくしてその巨きよ岩がんめいた肩かたに張りついた。残っている左の翼の先せん端たんを突き刺さして姿勢を安定させた後、間近に迫せまるマーシュの顔面を捉とらえる。

　口や目に溢あふれかえる液体が、ごぼごぼと、泡あわと共に垂たれ流れていく。それはまるで望まぬものに苦しめられているようにも見えた。擦すり切れるような絶望を感じるのは幻げん聴ちようだろうか。

　それでも、カァールディスと自身の背筋を伸ばして。

　やるべきことは、既すでに見定めていた。

「うんがぁぁぁぁぁぁああ！」

　振ふり回す。風を纏まとい、岩を砕くだくように。

　ごぅんと、衝しよう突とつする際に生じた痺しびれが機械を通して私の腕うでまで震ふるわせた。

　放水車を鈍どん器きとして、振るう、振るいまくる。

　マーシュの顔面を削けずって、削って。削り、きる！

　叩たたきつけて蓄たくわえられた海水が噴ふき出て宙を漂ただよう間に、それを後押しするべくもう一撃。その切り返しが成立することに、驚おどろきと共に狂きよう喜きする。カァールディスはマーシュという底なし沼ぬまだけじゃなくて、私自身の壁かべも同様に粉ふん砕さいする。私がこの世界で生きていくために折り合いをつけた『できない』が、次々に崩くずれていく。その先に広がる道なき世界を今、疾しつ走そうする。

　この機体に乗っていると、自分の領域がどんどんと広がっていく。深しん淵えんを搔かき分けて、より深く、より高く。際限のない大きな場所へ、自分が飛び出していくのを感じる。

　恐きよう怖ふはない。自身の変へん貌ぼうに宿るものは歓かん喜きしかなかった。青い螺ら旋せんが目の奥に生じて、その色濃こい輝かがやきが私を侵しん食しよくしていく。鼻の粘ねん膜まく、瞳ひとみの奥、脳と骨の隙すき間ま。敏びん感かんな部位を瞬またたく間に塗ぬり替かえていく。その支配の行き着く先がどこまで美しいのかと、胸が躍おどった。

　空間をついばむように綻ほころびに満ちたマーシュの顔面を叩き伏せる。潰つぶす、潰すと放水車を上から駄だ々だっ子このように叩きつける。噴ふき上がる液体の槍がカァールディスにぶち当たろうとも一いつ切さい無視して攻こう撃げきを取り下げない。頑がん丈じようであるって素す晴ばらしい。中身の私が堪こらえれば、カァールディスはどこまでも我が慢まん強い。私さえ耐たえられればカァールディスは無敵なのだ。

　その一部以外無敵の振ふるう暴力が、怪かい物ぶつの顔面をダルマ落としのように吹ふき飛ばす。

　悲ひ哀あいに満ちた瞳ひとみも、悲ひ壮そうを嘆なげく口もとも既すでにそこにはない。

　顔面を一いつ掃そうして、いへぇ、と生なま臭ぐさい息が自分の口から漏もれるのを感じ取る。

　恍こう惚こつを覚えるような成果に酔よいしれた直後、瓦が解かいしようとする足あし下もとに気づく。

　瞬しゆん間かん、次の行動を無意識に取っていた。

「うぇ、ひ、っひっひひ！　っっっっっっっっっせぇぇええ！」

　構えた放水車ごと、マーシュの胴どう体たいを縦に駆かけ下りる。翼つばさまで突つっ込んで表面の液体を引き裂さき、えぐり、胸の奥を露ろ出しゆつさせていく。頭部を破は壊かいしたことによって分ぶん泌ぴつして上から垂たれてくる液体が単純に減ったことで、胸むなもとをえぐり飛ばすのは不可能という保護を失っていた。一気に縦に裂さききって、マーシュの下部へと吞のまれていく。それこそ沼に沈しずむように視界を覆おおわれて、重たい感かん触しよくに包まれるのを味わう。逆に落下の衝しよう撃げきを緩かん和わしてくれて大助かりだ。いぇへひひひと奇き妙みような笑いが漏もれてしまう。いつから私は生死と向き合って笑えるようになったのかとふと冷静になりながらも、操縦桿かんを自動的に動かしていた。

　放水車を振り回して、液体を振り払はらう。回転する、回る、回る。螺ら旋せんを描えがくように身を捻ひねり、ぐるぐると、微かすかに浮かんだ光をめがけて。

　最後はその体内に放水車の残ざん骸がいを土産みやげに残して脱だつ出しゆつして、外では隙すき間まから覗のぞける真っ青なコアに向けて放水車の一いつ斉せい射しや撃げきが始まっていた。顔面を失ったせいで状じよう況きようを把は握あくできないところにコアへの集中砲ほう火かを受けて、マーシュがたまらないといったように後ずさる。

　正しく表現するなら、仰のけ反ぞっているというところか。そして自重が極きよく端たんに後方へ寄った影えい響きようで、都市部の道路に亀き裂れつが走る。外部からの侵しん入にゆうを防ぐはずだった反そり返る壁かべをも巻き込んで崩ほう壊かいを始めた都市に吞まれて、マーシュと都市郊こう外がいが穏おだやかな海に向けて傾かたむいていく。

　ざまぁみろと崩落を見届けて勝ち誇ほこる。けれど斜しや陽ようのように横からも押し寄せる影かげに気づいて、置かれた状況に青ざめる。私はその落ち行くマーシュの膝ひざ元もとにいるようなもので、それはつまり、運命を共にするということ。ではないか、ではないか！

『絶対に落下しないよう心がけてください』

　チョコの忠告が走そう馬ま燈とうか、宣告のように蘇よみがえる。の、のぁ、の、と地面に転がる建物の残骸を摑つかみ、傾く道路に足を引っかけてもがく。かつん、かつんと足が滑って、絶望が水位を上げる。

　肩かたを引っ摑まれて、奈な落らくへ誘いざなわれるようだった。

「へ、んけい。へんけい、ッ変形！　変形だ！」

　飛ぶしかないと目を剝むく。泳ぐように宙をもがく両腕うでを、って、おい、操縦桿かん離はなすな！

　重力に髪かみを引っ張られて、背筋を悪お寒かんがなぞる。

「いいから、この、この、」

　やっとの思いで見失っていた操縦桿を握にぎる。食いしばった奥歯から泡あわを噴ふき、目は乾かわききってまばたきを忘れて。そんな状況で、一体、それはどこから出た叫さけびだったのだろう。

「飛んでけぇぇぇぇぇえええっ！」

　叫さけんでなにが変わるものか。冷れい淡たんな自分の声が聞こえる。

　同時に、指の筋肉の動く音までもが、明確に感じ取れた。

　そしてやにわにコクピット周辺が騒さわがしくなる。コクピットだけを取り残して生き急ぐように機体の動き回る音を感じて、ぱぁっと、周囲に光が灯ともる。それは私の心を照らす希望の光そのものだ。そして翼つばさの中に控ひかえるスラスターへネジを巻くように、エネルギーが集つどった。

　その爆ばく発はつの反動でシートに身体からだが埋うまる。ロケットの打ち上げに耐たえるような心境で、重力への反発を果たした。無我夢中に変形したカァールディスが、崩ほう壊かいする地面から間かん一いつ髪ぱつ逃のがれて空を泳ぐ。

　飛んだ、飛んだ！　と目前の蒼そう穹きゆうに感激して私まで飛び跳はねそうになる。でも気を抜ぬくと海へ真っ逆さまに陥おちいりそうなので、必死に高度を維い持じする。大きく、ムダなほど距きよ離りを取って旋せん回かいしている間にマーシュが都市の一部を巻き込んで海へと投げ出されていた。

　顔面を失った、出来損そこないの土ど偶ぐうみたいな怪かい獣じゆうがずぶずぶと沈しずんでいく。

　口がないから断だん末まつ魔まの叫びもあげることができない。液体が次々に、圧あつ迫ぱくされたように噴ふき上がるものの一いつ時ときの噴ふん水すいにすらなることは叶かなわず、勢いを失っていく。

　猫ねこの額のような沼ぬまが、母なる海に勝まさるものか。

　マーシュが大おお海うな原ばらに沈むのを確かく認にんしてから、都市の道路へ着地を試みる。高度を下げて十分に減速してから変形を解除して、道路に降り立とうと「へべ！」足が滑すべって肩かたから道路に落ちた。カァールディスは平気かもしれないけど、私は派手に頭を打って目が回る。ヘルメットもないので余計に酷ひどい。舌だけは嚙かまずに済んだけど、散々だった。

　意識が半ば朦もう朧ろうとしながらも、カァールディスと一いつ緒しよに起き上がる。本当は私ごと、道路に大の字に倒たおれたい。カァールディスの疲ひ労ろうが直接伝わってくるようだった。

　肩を落として目を瞑つぶる。見えていた青い光は消失して、熱いものが瞳ひとみの奥を濡ぬらす。

　いつもの自分となにも変わりなくて、今は、鳥とり肌はだが立つほどに安あん堵どしていた。

　外からチョコがノックしてくる。……装そう甲こうの向こうから振しん動どうが伝わってくるのはどちらがすごいのだろう。薄うすいのか、強いのか。カタツムリと同じ操作でハッチが開き、チョコが入ってくる。ここまでどうやって上ってきたのだろうとか、そういうところは気にしないことにした。

「トモカ、お疲つかれ様でした」

　乗り込んできたチョコが抑よく揚ようなくねぎらってくれる。

　冷たいものを無ぶ遠えん慮りよに擦こすりつけられるようだった。

「それは嫌いやみ？」

　チョコに反対して交戦したのに、お疲れ様でしたはないと思う。

「ねぎらいの言葉です」

　その実直な返しこそが立派な嫌みになっていた。そういう心の機き微びや発言の形をチョコは理解できていないみたいで、なるほど難しい、と昨晩の博士の苦く悩のうを理解する。

「私が勝手に操縦したこと、報告する？」

　機体の機密とかではなく、そもそも私はまだ仮かり免めんだ。立派な無免許操縦なのである。数の問題とはいえ医者の免許はあやふやなのに、ロボット操縦だけはいやにしっかりとしている。これを教官たちに報告されたら緊きん急きゆう時とはいえいかにもよろしくない。

「見聞をありのまま報告せよと命令されています」

「あ、そ。……軍属じゃないしー、そっち方面の罰ばつとかー、ないよね？」

　博士の使っていた言い逃のがれをそのまま真似まねしてみる。けど、チョコはつれない。

「処分は博士に一任します」

　チョコは名前の割に甘くなさそうだった。機械だから、きっとビターなんだろう。

　金かな物ものの味がするチョコなんて、誰だれが口に含ふくみたいと思うだろうか。

　チョコに席を譲ゆずる。それからふと思い立ち、まだ開いているハッチの方へ向かった。

「トモカ、そこに移動されると閉じることができません」

　チョコの警告を無視してハッチの端はしに立つ。外はさんさんと光が降り注ぎ、都市部の惨さん状じようなどどこ吹ふく風に、世界は当たり前を維い持じしていた。潮風すらも心地ここちいいほどに透すき通って。

　海と空、青と青の狭はざ間まに向けて、私は。

「う、おおお、お、おおおぉ、おお、おー！」

　産うぶ声ごえをあげるように、叫さけぶ。お腹なかの中を空っぽにするイメージで、吐はき尽つくす。

　近辺に停止した放水車の運転手たちが、ギョッと、私を見上げる。

　普ふ段だんならそれだけで自己主張を引っ込めてしまう羞しゆう恥ち心しんをねじ伏ふせて、叫び続けた。

　事を済ませて振ふり向くと、チョコが冷たい目で私を見つめていた。

　崩ほう壊かいする景色と立場を異にするように、コクピット内部に損傷はなく。

「………………………………………」

　乗り心地は最低でお尻しりが痛いけれど、もしかすると。

　このコクピットは、今の世界で一番安全な場所かもしれなかった。







　基地へ帰る前に寄ってみると幸運なことに、病院はチョコがぶっ壊こわした以上の被ひ害がいは受けていなかった。病院の中は後片づけや混乱で搔かき混ぜられて慌あわただしくなっていたけれど、その隙すき間まを縫ぬうように四階へ向かう。山やま百合ゆりも同様に怪け我がは増えていなかった。

　それどころか、ベッドの上の鞄かばんに粛しゆく々しゆくと荷物を詰つめている。

「なにしてるの」

　私が声をかけると、本当に嫌いやそうに山百合が振り返った。

「そちらこそ、なにをしに来たの」

「別に。あのまま死んでいないかと思って見に来た」

　チョコは同どう伴はんせず、カァールディスと共に市外で待機している。搭とう載さいされたシステムのことを踏ふまえれば正解だろう。私の操縦中もシステムが起動したらしいけれど、際きわ立だった変化が起きたようには感じられなかった。博士の言うことを鵜う吞のみにしない方がいいのかもしれない。

「死んでいてほしかったのでしょう？」

「べつに」

　椅い子すがないのでベッドの端はしに座る。山やま百合ゆりが嫌いやそうにしているので退どく気はなくなった。

　ベッドは硬かたいけれど、それでもカァールディスのコクピットシートよりはずっとマシだ。一息吐ついて、そのまま寝ね転ころびたいぐらいだった。私の方が入院の必要があるぐらいくたくたで、ガタガタになっている。特に背中とお尻しりの骨がずっと軋きしんでいて、少し怖こわい。

　たった一度乗っただけでも、魂たましいまで削けずられるようだった。

　あんなものに毎回乗って出しゆつ撃げきしていたら……最後は、どうなってしまうのだろう。

　山百合が不ふ機き嫌げんな顔のまま、開けっ広げな壁かべの向こうに目をやる。

「外の怪かい物ぶつは？」

「退治し終わった」

　小刻みに震ふるえる両腕うでを見下ろしながら報告する。今日いっぱい、震えていそうだ。

　その手を覗のぞくように首を伸のばした山百合が、怪け訝げんそうに目を細めた。

「あなたが操縦したの？」

「事と成り行きで」

　途と中ちゆうから、まるで自分じゃないみたいにはしゃいでいたけれど。

「……あの新型機、よほど優ゆう秀しゆうなのね。あなたでもなんとかなるなんて」

　山百合が私を貶おとしめるために新型機を賞賛する。実際、機体の性能に頼たより切っていたのは事実なので反論はしない。特にその頑がん丈じようさに助けられたといっていい。カタツムリだったら最初に一いち撃げき貰もらったところで潰つぶれている。

「でも無免許で乗り回したから、帰ったら怒おこられるかもね」

　私の意見に、山百合が鼻を鳴らす。なにもかも面おも白しろくない、という感じだ。

　私の両親が移民船の責任者であることは山百合も知っている。嫌きらわれている理由はそれと、山百合の家族に関係しているみたいなのだけど、詳くわしい話は聞いたことがない。話す気もないだろうし、聞く気もない。和解も親しん睦ぼくも、私たちの間には必要のないものだった。

「で、最初の質問。なにしてるの、病室変わるの？」

　他ほかの病室も壁の壊こわれ具合については似たり寄ったりだと思う。

　鞄かばんを摑つかんだ山百合が、私でも蹴けるように強く、足を前に出す。

「退院するのよ。ここにいたって安全が保障されないと分かったのなら、ベッドの上で安静にしている意味がないわ」

　ずかずかと足早に、肩かたを怒いからせて病室から出て行く。同意できるものはあった。

　いざとなったとき、戦う力が手元にない方が、戦うことよりも恐おそろしい。

　山やま百合ゆりはそういう人間なんだろう。認めたくないが、私と同じ考えだった。

　帰ろうと病室を出て、階段を目指す。エレベーターは作る余よ裕ゆうもないらしく、用意されていない。早足で進むとすぐに山百合の背中が見えた。垂たらした金きん髪ぱつの長さや振ふる舞まいもあって、異国の人間めいている。その山百合が私の気配を察したように、急に足を速める。

　なんとなくこっちも加速して、その背中を追ってやった。

　そうして階段を下りたところで山百合が立ち止まって、私に振り返る。

「言ってなかったかもしれないけれど、私はあなたのこと嫌きらいなの」

「知ってるよ。私も嫌いだ」

「私は大嫌いよ。ではなぜ後ろをついてくるの」

「私も出口に向かっているからじゃないかな」

　そもそもこいつは一直線に病院の外を目指しているけれど、退院手続きは取らなくていいのだろうか。山百合が舌打ちをこぼして走り出す。院内の廊ろう下かを走るなよ、と思いつつ追う。

　よく見てみれば患かん者じやや医者も対応に走り回っている。ちょっと増えても構わないだろう。

「なぜ走ってくるの！」

「知るか！　なんとなく！」

「いてぇ！」

　加速するために右腕うでを振ろうとしたらしく、山百合が唐とう突とつに悲鳴をあげた。

　ぴょんぴょこ飛び跳はねながらも走り続けている山百合の姿は、不ふ謹きん慎しんだけど面おも白しろかった。

　病院の外に出る頃ころには、山百合の息が上がっていた。多少、責任を感じる。

「一応聞くけど。カァールディス乗っていく？」

「結構よ。歩いて帰るわ」

　拒きよ絶ぜつして、山百合が去って行く。山百合なら意地を張って本当に歩いていきそうだった。

「……ま、好きにすればいいよ」

　万が一山百合が乗ったら、カァールディスがコクピットを粉ふん砕さいしかねない。

　お互いのためにも、ここで別れておくのが最良だった。

　……そういえば、今回の機体は暴走しなかったな。

　あれはカァールディスじゃなくて、パイロットへの敵意を感知するのかもしれない。

　となれば私は結構、世間に愛されているわけだ。……ないなぁ、それは。

　空気まで苛いら立だってざわつくような雰ふん囲い気きが続く歩道には、逃にげ延びた人たちの雑多な声と混乱が飛び交かう。家族の安否を心配する声や被ひ害がいを嘆なげくような怒ど号ごう、反応は様々でありながら負の方向へ傾かたむいている。その中に紛まぎれながら、都市部を見上げる。

　私が守った都市は半はん壊かいして、被害も甚じん大だい。マーシュの残した侵しん食しよく液の後始末も含ふくめて、奮ふん闘とうしたとは言いがたい。もっと上手うまくやれたんじゃないかと、後こう悔かいの念ばかりが募つのる。

　せっかく、天下無敵のスーパーロボットを拝借したのに、これじゃあ。

「……結構正義の味方しているよねぇ、私も」

　海水に濡ぬれた道路を踏ふみしめて、成果を自じ嘲ちようする。

　気分は光の巨きよ人じんといったところか。

　私があの派手なロボットに乗っていましたと知ったら、周りはどう思うか。

　想像して、嫌いやなものが巡めぐり、影かげが差して。

　早く逃にげようと。震ふるえる手を隠かくしながら、走り出す。







　この後の結果だけ先に語ると、基地に帰った私に処しよ罰ばつは待っていなかった。

　ただしそれは翌日、安心しきっていた私に不意打ちをかけるためだったのだと、気づかされる。掲けい示じ板の演習成績の横に貼はり出されたそれにがつんと、横から重い一いち撃げきを頂ちよう戴だいする。

　成績上位者より上の位置に自分の名前があるのは、多分、初めてだった。







『永なが森もり友とも香かをカァールディスの専属パイロットに任命する　[image: Dr.]オガタ』







[image: 第三話　チョコ、応援する]
















　初めて飛んだ空は、画面の向こうに広がっていた。

　私はその平面な空をぐるぐると飛び回って、次々に敵を撃うち落としていく。常に画面の中央を動く私の戦せん闘とう機に向けて四方八方から弾たまを撃ってくるそいつらは、こちらの弾が一発直ちよく撃げきするとすぐに爆ばく発はつして消えてしまう。戦闘機の軌き道どうは物理法則をほとんど無視しているのに、そんなところだけ現実的だった。たまに大きな機体も飛んできて、そいつは何度も撃ち込まないと爆発しない。その代わり火と煙けむりが上がって、爆発音も一ひと際きわ大きいものとなる。

　そうして大きな敵機を撃ち落とすと、パラシュートで人が脱だつ出しゆつしてくる。それは多分敵だと思うけれど、助かると点が追加されるのでなんとなく弾をかいくぐって助けることになる。でもそこから分かるのは、この戦闘機はちゃんと人が乗って操縦しているものだということ。

　つまり、本当に時々しか中の人は助からない。

　数で攻せめてくる相手に対して、私の方には僚りよう機きがいない。こっちも一発当たれば爆発して、恐おそらく乗っている私は死んでしまうのだろう。だから懸けん命めいに弾を避よけて、撃ち返す。弾切れを起こすことはないらしく、ボタンを押せば押しただけ弾が飛び出す。なるほど、これなら一人で戦ってもなんとかなるかもしれない。そう感心した。

　ぐるぐると、急な回転もお手のもの。ジグザグ運動も簡単にこなして、ただ急停止はできない。操縦しなくても戦闘機は真まっ直すぐ飛んで行ってしまう。墜つい落らくはしない。

　空をどこまでも、飛んでいく。

　弾が側そばを掠かすめて、敵機と共に空を搔かき分けて進むように。

　作り物の青空は無限に広がっていた。

　窓を開け放ち、画面の外側がわにも広がる空を見上げる。

　高い日差しが鼻を焼いて、次いで目に焼きつく。薄うすい雲は金色に染まり、その向こうに滲にじむような水色が描えがかれる。どこか遠くで爆発音が聞こえて、あぁ、死んだのだと思った。

　作り物の空から追い出された私の先には、海のような色しき彩さい。

　今の私の手が届かない、もうひとつの世界。

　こっちの空も、飛んでみたい。

　その青空になら、溶とけていなくなってしまっていいとさえ思った。







　ふとそんな記き憶おくが蘇よみがえるあたり、思い出は捨てられないのだと実感する。

　座学の最中、見上げた先にはなにも浮かんでいない。ドームのように端はしが丸く映る、淡あわい青空が広がっていた。記憶の中にある空よりも色合いが薄うすい。思い出は色褪あせていないようだ。

「かつて栄えい華がを誇ほこった前時代の人類が大だい洪こう水ずいによる危機的状じよう況きようを招いてから４８００年、再び訪おとずれる人類全体の危機に対して……」

　教官の声を忘れてしばし、見入る。

　しばらく眺ながめていると、鳶とび色いろの鳥が大群でやってきた。人間が滅ほろびると自然は回復していくらしいけれど、きっと鳥も数を増やすことだろう。鳥は好きなので、いいことだと思う。

　鳥の群れは電線を失ったこの世界で、どこに止まり木を見つけるのか。

「………………………………………」

　眺めていると敵性怪かい獣じゆうはエイリアンで、宇宙の果てから来ているって説を思い出した。

　なにをしに来ているかは、誰だれも答えられない。

　座学が終わり、実技の授業に移るために教室を出る。こういうときに、前は一人くらい声をかけてきたものだけど今は誰もいない。ゾウチも私のことをそれとなく避さけるようになっていた。

　校舎の中で私は話題になり、同時に近づく者はいなくなった。

　一いつ緒しよに外へ出て行ったやつがほとんど惨ざん殺さつされて、機体の残ざん骸がいだけ帰ってくる。そんなことが二度も続いた上に、新型機のパイロットに任命されたとあって周囲の目は冷えきっている。

　問題だらけの新型機の専属パイロット。冗じよう談だんでも誤りでもないらしい。

　訂てい正せいの貼はり紙がみは、あれから三日経たっても掲けい示じ板に見つかることはなかった。

　成績上位者と無む縁えんの私がなぜパイロットを、という疑問の声も少なくない。直接誰かに聞かれてはいないけれど、視線がそれを問う。食堂の隅すみに座ってみれば噂うわさ話の一つや二つは自動で入ってくるものだった。みんな本人がいるかいないか定かじゃないまま、好き勝手言ってくれる。

　私だって理由は分からないし、邪じや推すいされても困る。

　こっちはまだ仮免許の試験も受かっていないのだ。パイロットに任命されたって搭とう乗じようが許可されていない。そこまで考えて、許可って誰にだと思った。機体を個人所有する際の契けい約やくには必要だろうけど、他ほかに免許の使い道はあるのだろうか。……あぁ、仕事を貰もらうときにいるのか。

　そんなことを考えなければ思いつかないあたり、人との繫つながりが色々と麻ま痺ひしていた。一面の荒こう野やが珍めずらしい地形でもない程ほどに荒こう廃はいが進んで、立て直しなんてものは既すでに不可能となっていた。なるとしても敵性怪獣をすべて払ふつ拭しよくして、更さらに旧文明も破は棄きして一から構築していかなければ、安定した生活を送るための土台は出来上がらないだろうと思う。

　もっともそんなことになったら、火星に向かった連中はどうなるのという話だけど。

　格納庫にやってきて、それぞれに割り当てられた練習用のカタツムリに搭とう乗じようする。奥に当たり前のように居座るカァールディスの翼つばさを一いち瞥べつすると、「あんたはあいつに乗らなくていいの？」と知らない女子に言われた。少し間を置いてから嫌いやみの類たぐいだと気づいて、「乗るかい」と突つっぱねてカタツムリの中に引っ込んだ。七番の機体の女子だな、覚えたぞ。

　カタツムリのコクピットは、ともすれば肩かたが側面に擦こすれるほど狭せまい。カァールディスに一度乗ると、今まで感じなかった不満がぽつぽつと浮き上がってくる。だけど同時に落ち着くものが湧わく程度に慣れ親しんでもいた。鍵かぎを回して、順次起動させていく。

　そうやって腕うでを動かす度たびに、筋肉痛にも似た激しい痛みが身体からだの各所を熱くする。カァールディスに搭とう乗じようしてから時間を経て、身体はどこもかしこも押し潰つぶされるようだった。どう動かしても痛いし、関節が皮に引っかかるような感かん触しよくが抜ぬけきらない。機体は無事でも搭乗者が保もたないと証明したようなものだ。やっぱりあれは人間が乗ることを想定していない。

　そんなものに乗って怪かい獣じゆうをばったばったと薙なぎ倒たおしてこいなどお断りだった。

　とはいえそれと比べてカタツムリがマシなのかといえば、まぁ怪あやしい。こちらの方が乗り心地ごこちはマシというわけではなく、あれだけの衝しよう撃げきを受けるようなことがあればコクピットごと潰れてしまうので、感じている暇ひまがないのだと思う。前回の市街での攻こう撃げきをカタツムリで受け止めていたら、間ま違ちがいなく私は今ここにいない。天国は火星より遠いのだろうか。

　モニターを起動させて、外部情報を得る。カァールディスの瑠る璃り色が嫌いやでも目に入った。

　そもそも私があいつのパイロットになったら、チョコはなにをするのだろう。

　格納庫から発進してグラウンドまで駆かける。今日はグラウンドで模も擬ぎ戦、の更さらに模擬のような演習を行う。機体を破損させない程度に戦おう、という微び妙みようなさじ加減の難しい授業だ。

　恐おそらく、誰だれと戦うときにも役には立たない技術ばかりが身につく。

　機体の換かえが簡単に利きくなら、もっと大だい胆たんな練習もできるのに。

　移動中は七番機の動きを目で追う。……よし。

　これならいけそうだと、接近して通信を繫つなげた。

「七番機、私の練習に付き合ってくれない？」

　こちらの機体番号を確かく認にんしていなくても、声で誰か分かったことだろう。

　やや間を置いた後、「いいけど」と好戦的なものを含ふくむ調子で返事が来た。

　よしよし。

　通信を切ってから、待ち受けるものに暗く笑う。

　なぜか周りから消極的な性格に思われがちだけど、そんなことはない。

　私が勝てるやつの売ってきた喧けん嘩かというお買い得品を、見逃のがす気はなかった。







　練習でやりすぎました、ごめんなさいといった旨むねを書かされたのは初めてではないが、かといって常習というわけでもない。訓練中に山やま百合ゆりに喧嘩を売られてボコボコにされたとき、なぜか私だけ反省文を書かされたことはあったけれどあの件については未いまだに納なつ得とくしていない。

　練習用の七番機を中破させた件で反省文を提出して、長々と指導されてから教官室を出ると外は既すでに暮れ始めていた。実技の授業よりも説教の方が長いじゃないか。

　時間も遅おそくなってきたので迷ったけれど、決めていたとおりに動くことにした。

　まず、あのジジィがちっとも呼びやがらないのでやむなく、私から訪ねることにした。

　博士のいる研究室とやらを探すだけでもちょっとした探検になっていた。歩き慣れない教官室の周辺を回って、第一研究室と掲かかげた部屋を発見する。責任者が緒お方がたとあって、安あん堵どした。

　そういえば噂うわさの中で酷ひどいのには博士の愛人説もあった。あの博士が人間に愛情を覚える方か、見ていて分からないものだろうか。賭かけてもいいが爺じいさんはそんな普ふ通つうの人間ではない。世界征せい服ふくを狙ねらっていそうな髪かみ型にみんなもっと注目するべきである。あと、娘むすめ説もあった。

　それはそれで将来、あんな髪型になるとしたら嫌いやである。

　ノックしてから相手の反応を確かく認にんする前にスライド式の扉とびらに手をやると、ほとんど力を入れなくても開いてしまう。開いた先からはコクピットに似た匂においが鼻をくすぐり、そこに埃ほこりの混じった青い輝かがやきが見えた。その光の中心に、博士とその人が座る肘ひじ掛かけ椅い子すがあった。

　特とく徴ちよう的な髪型は健在で、どうやって維い持じしているのか聞いてみたいぐらいだ。

「おぉチョコ、やっと……じゃない」

　振ふり向いた博士が、頰ほお杖づえをついたまま私を迎むかえる。

「なにか用かね」

　そう言いながら手の中で転がるものがある。中に青い粒りゆう子しのようなものを閉じ込めたそれは、向きを変える度たびに、飛び交かう怒りの粒つぶがガラスの壁かべにこつこつと当たるようだった。

　そうして当たっていると、次し第だいに光が強くなっていくようにも見えた。

「砂時計、ですか？」

　中身はともかく形がそれを連想させた。上下対たい称しようとなるそれを、博士が揺ゆらす。

「形を似せてあるだけだよ」

　こちらに向けて無む造ぞう作さに放ほうってきた。山なりとはいえ面食らい、わたわたと両手の間で砂時計もどきが躍おどる。あわや落下というところでなんとかすくい取って、手のひらに収めた。

　私の手の中でも、青色は変わらず、絶えることがない。

「どうかね」

「……怪かい獣じゆうのコアの光に似ていますね」

「そりゃあ似ているだろう、コアの一部だ」

　一いつ瞬しゆん固まる。砂時計の中身を凝ぎよう視しして、それから博士へと向く。

「危なくないんですか」

「それを確かめるためにこうして弄いじっているのだよ」

　ダメだったらそのときさ、と言いたげな態度だった。そそくさと、コアを返す。

　手にした博士はまったく平気そうで、「ぶぉーん」とか頭の上を飛ばしている。

　見ていて、手て強ごわい人だ、と感想を持つ。

　失うことを恐おそれない人が一番強く、恐ろしい。

　特に自分の命も視野に入れていないと、人は本当に無む軌き道どうになる。

　ある意味、それが本当の自由なのかもしれない。

「でー、なんの用だったか。いや呼び出したかな？　どうかな？」

「呼ばれてはいませんが、聞きたいことがあったので」

　博士は自分で飛ばしている砂時計を追って仰のけ反ぞっている。返事なし。

「カァールディスのことです」

「いいロボットだろう？」

「……私を専属パイロットにするという話なんですけど」

「あぁ」

　博士の背筋が伸のびて、視線がこちらへ戻もどってきた。そんな話もあったね、ぐらいの感かん触しよくだ。

「あれは言葉が足りなかったね、きみを予備兼けんテストパイロットとして扱あつかいたいということだ」

「予備ですか」

　パーツの一部のように言ってくれる。そしてそれのどこが専属だ。

「周りの連中はどうもチョコを信用していないようでね、極力人の手でカァールディスを運用したいとのことだ。そんな理由だから正直誰だれでもいいのだけど、どうせなら適性のある人間に任せたいと思うじゃないか」

　博士がつまらなそうに言う。そーなんだへー、と思うのだけどその時点で納なつ得とくできない。

「ありますかね、適性」

　この私に、と胸を叩たたく。

「あるとも。実戦での稼か働どうデータと、後はきみの成績を参考にして判断した」

「成績って」

　謙けん遜そん抜ぬきに大したことないのに。現在の暫ざん定ていトップである山やま百合ゆりとは雲うん泥でいの差があった。

　そりゃあ確かに一度乗って、動かしてはみたけど。

「きみ、一つだけ成績トップの項こう目もくがあるじゃないか。それだよ、それ」

　博士が私の秘密を指し摘てきするように、人差し指を向けてくる。隠かくし事ごとにしているつもりはないけれど、心当たりはあった。それだけはロボット乗りを志してから負けたことがない。

　でもあれがスーパーロボットの操縦になんの役に立つのかが分からない。

　少なくとも地上では無む縁えんの技能なのだ。だから誰も大して注目しない。

「新型機の操縦になんの関係があるんですか？」

「それを知りたいのなら、テストパイロットとして訓練に参加してみるべきだ」

　さぁ来なさい、と手招きしてくる。興味は、さして引かれなかった。

「学校の授業がありますから」

「両方やればいいじゃないか」

　また気軽に言ってくれるものである。他ほかにやることもないだろうと言いたげで、それは概おおむね間ま違ちがっていない。しかしカァールディスへの心証はいいものと言えず、抵てい抗こうがあった。

　あのロボットが仲間を殺したこと。

　巻き込まれて学校内で不ふ名めい誉よな噂うわさ話ばなしを頂ちよう戴だいしたこと。

　拒きよ否ひ感は多く集つどい、なにより。

「正直、乗り心地ごこち最悪なので拒否したいというのが本音です」

　私の意見を受けて博士が愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆらす。

「製造段階からチョコの搭とう乗じようしか想定していなかったものでね。それに内部装そう甲こうを厚くすると重量が増えて、今の出力では飛べなくなる。出力制限がなければもう少し自由に設計できたのに、と惜おしい気持ちでいっぱいだよ」

　つまり僕悪くないもんねと言いたいようだった。

「はぁ」としか言いようがない。ただ以前から気になるのは、出力の制限というもの。

　カァールディスのエンジンはなにを採用しているのだろう。失われた文明の中で語られる核動力というやつか、それともまったく未知の技術か。少なくとも水流エンジンは制限をかけるほど危険な代しろ物ものではないしなにより、あんな金属の塊かたまりを飛ばせるほどの力はなかった。

「とまぁそんなわけだがまだなにか質問があるかね？」

「……いえ。納なつ得とくはしてませんが、これで失礼します」

　聞きたいことは一応聞けたし、博士と世間話をする気もない。

　こんなところ見られたらまた噂されてしまうので、早々に退散することにした。

「あ、今度カァールディス用の兵器を試験するのだが参加するかね？」

　部屋を出る寸前にまた誘さそわれた。振ふり向いて少し考えて、先延ばしにする。

「考えておきます」

「うむ、好きにしてくれ」

　形ばかりのお誘いで、本当にどうでもよさそうだった。

　また、あの青い光を宙に飛ばしている。見ていると空の欠片かけらみたいだった。

　この博士が本当に私を必要とする場面が来たら、有う無むなんか言わせないだろう。

　名めい誉よある立場、抜ばつ擢てき。どうにもピンとこない。

　他の人だったらどうだろう、喜んで乗るのかな。

　そうして部屋を出るとき、やってきたチョコと入いれ違ちがいになった。

　相も変わらず染しみ一つない、あるはずがない美しい肌はだを保つチョコの頰ほおには『もか』と記されている。まだ残っているのか、と私の名前の残ざん滓しに呆あきれた。ロボットに顔を洗う習慣はつけないものだろうか。ないよな、と自分の発想にも呆れながら廊ろう下かに出る。

　この後は夕食まで時間が空いているので、一度様子を見に行くことにした。そろそろ蔓つるを処理しないといけない。そう考えて歩いていると、後ろについてきている音に気づく。

　振り向くと、部屋に入っていったはずのチョコが後を追ってきていた。

「なに？　用事でもあった？」

　精せい巧こうな外見のせいか、つい人間を相手にするように話しかけてしまう。

　初対面のときにフレームの剝むき出だしになった足を見ていなかったら、今でも人間と誤解していたかもしれない。そのチョコが、必要あるのか分からないけど口を開いて音声を流す。

「トモカと友好的な関係を築くよう指示されています」

　ユーコーテキ、という言葉を抑よく揚ようなく口にされると、すぐに理解が及およばない。

「あのジジィから？」

「その表現に該がい当とうする人物を照会できません」

　そんなバカな。

「博士から？」

「その通りです、トモカ。現在、私への命令権限を持つのは緒お方がた博士だけとなっています」

「あ、そ」

　私もこの間、命令した気がする。いやあれはお願いなのかな。違ちがいがよく分からない。

　そして博士の命令とやらを実行して、チョコが一定の距きよ離りを保って後ろについてくる。足を止めて振ふり向く度たび、チョコも停止する。お互たがいに口を開くことなく見つめ合ってしまう。

　友達というより監かん視し役みたいだ。

　目が合う度に訪おとずれる沈ちん黙もくが気まずいので、極力、振り向かないで歩くことにした。

「トモカ、体調はどうですか？」

「まぁまぁ元気」

「表現が抽ちゆう象しよう的で判別しかねます」

　友好的な関係のための会話にしてはやはり堅かた苦くるしい。

「どこへ向かう予定ですか、トモカ」

「裏の畑」

　ある意味、チョコとは一番無む縁えんの場所だった。

　教官室のある校舎から出て、学校の敷しき地ちの裏手側がわへと回る。前時代の柵さくや塀へいで怪かい獣じゆうの侵しん攻こうを妨さまたげられるとは思えないのに、ない場所へ出ると不安に苛さいなまれるのはなぜだろう。羽織っていた分厚い上着を捨てて地じ肌はだが強い風に煽あおられるように、心細さを搔かき立てられる。

　やっぱりいくら頭で理解して覚かく悟ごを決めても、寝ね床どこは安全であると思い込みたいようだ。

　途と中ちゆうのプレハブ小屋から道具を持ち出した後、畑に向かう。

　学校の裏手には広大なサツマイモ畑が存在する。他ほかの作物は一いつ切さい、育てていない。

　敵性怪獣は人間社会を蹂じゆう躙りんしたけれど、動物の生息区域には干かん渉しようしていない。熊くまは結構な数が人間と『誤ご認にん』されて殺されたけれど、自然に関しては手つかずだ。二足歩行しない生命体には興味がないらしい。その影えい響きようで、文明は荒こう廃はいしつつあるけど自然の回復していく地域も多いと聞く。だから取りに行きさえすれば肉類は案外、調達が容易たやすいのだった。

　かといって敵性怪獣が自然に優やさしい地球の使者なんてことはない。

　なにしろあいつらが行動する範はん囲いの植物は根こそぎ死し滅めつするなんて話もある。

　怪かい獣じゆうに侵しん攻こうのスケジュールがあるか定かじゃないけど、やつらは唐とう突とつに、どこにでも現れる。そうなるといつ生活物資の供給が絶たれるか分かったものじゃないから、ある程度の備えは必要だ。そのために着手したのがサツマイモ畑というわけである。種が安価で手に入れられて、枯かれた土地でも育つ。白羽の矢が立つのは必然と言えた。

　管理しているのは学校と隣りん接せつして展開している軍隊みたいな連中だけど、私はその一角を勝手に借りて耕している。誰だれかが生活を保障してくれるわけでもないのだから、食料ぐらい自分で確保するようにしておこうという気構えだ。もっとも食料不足で暴動が起きるようなら私が耕しているので取らないでね、が通じるはずもないのだけど農作業の勝手を会え得とくできればそれでよかった。サツマイモは荒こう廃はいした大地でも育つ。きっとこの星の果てでも。

　放ほうっておいてもある程度は成長するぐらいだけど、蔓つるが伸のびすぎても困るので定期的に不ふ定てい根こんを切ることにしている。伸びている蔓をひっくり返して、ちょきんぱちん。作業をのんびりとこなす余よ裕ゆうはないので、少し急ぐ。前に博士も言っていたけど、最近は夜になると急速に冷え込む。昼間との温度差が随ずい分ぶんと広がって建物だけでなく、私たちの体調も崩くずれやすい。

　早めに作業を終わらせて、寮りようの自室に引っ込みたいところだ。

　私の作業を、畑の端はしからチョコが観察している。丁ちよう度ど夕日を背負うような位置にいるため陰いん影えいが強まり、チョコの顔がはっきりと覗のぞけない。その一方で黄昏たそがれを取り込んだチョコの髪かみは、たぎるように赤く染まっていた。

「食料自給に関する意識が高いと、トモカの情報を更こう新しんしました」

「堅かた苦くるしい言い方だこと。あんただって燃料なかったら動けないでしょ？」

　なにで動いているのか知らないけど。町での人間どころか巨きよ大だいロボットにも勝まさる動きを思い出してみると、よほど効率のいいエネルギーで稼か働どうしているように思う。

　チョコから明確な返答はなく、無視される。そのあたりには返事をしないよう制限でもかけられているのだろうか。こいつも実際、秘密の塊かたまりに思えてならない。少なくとも座学でこのレベルの人型機械が開発されたという歴史を勉強したことはない。謎なぞだ。

　作った博士共々、別の世界から紛まぎれ込んできたのだとしても驚おどろかない。

「あんたってさ」

　チョコに向けて口を開く。チョコは耳にかかった髪を微かすかに揺ゆらして、言葉を待つ。

　今の世界の象しよう徴ちようめいている、と言いかけて、やっぱり吞のみこんだ。

　世界は怪獣に押し潰つぶされて歪いびつに中身がこぼれていた。食料は慢まん性せい的に不足して飲み水の汚お染せんも深刻なのに、宇宙に進出する人がいる。自分の家を持たない人間が大勢いるのに、免許を取るための学校はある。社会の中央をごっそりえぐられて、残った端が寄り集まったせいだ。

　技術は残っているのに人間が少なくなれば、こうもなるのだろう。

　誰もが生き残ろうと試し行こう錯さく誤ごを続けている。その中で暴走して人間狩がりを始める連中が噂うわさにならないのは、人類全体に活気がないからだろう。相手に元気がなければ奪うばうものも少ない。

　肩かたパッドをつけたモヒカンの連中が大挙を成す世界にはならないみたいだ。そんな意欲も萎しぼんで人類は静かに縮小している。果たして人類はひーひー言いながらも生き延びることができるのだろうか。嚙かみかけのガムや冷えた金属探知機を売る世界に辿たどり着けるかは、正直望み薄うすだ。

　ただ、建造物が破は壊かいされて文明が荒こう廃はいした結果、見晴らしはよくなった。遮しや蔽へい物の少ない世界を喜ぶように、吹ふき荒あれる風が私たちの元に届く。この景色を忘れていた人類が吹き抜ぬける風の気持ちよさを思い出したのは、不幸中の幸いといえるのかもしれない。

「なんでしょうか、トモカ」

　言葉の続きをずっと待っていたらしく、チョコが尋たずねてくる。

　やっぱいいやという空気も読んでほしい。そういう曖あい昧まいなものは難しいのだろうけど。

「どうせ見ているなら手伝ってよ」

　さっきとまったく違ちがうことを言ってみる。チョコは静かに拒きよ否ひした。

「農作業に関する技能はプログラムされていません」

「知らないから勉強して覚える」

　そうじゃないのか、と蔓つるの切きれ端はしをチョコに向ける。

　チョコは蔓を見つめながら、冷れい淡たんに言う。

「トモカ、私は機械です」

「機械の方が優ゆう秀しゆうなんだからすぐ覚えられるでしょ」

　適当にそんなことを言う。チョコが首を、幼く映るほど大きく傾かしげた。

「私は優秀ですか？」

「頭が固いこと以外はね」

　もう少し融ゆう通ずうを利きかせてもいいと思う。でもそれは人間に判断基準が近づくということで、緒お方がた博士の望んだ方向とはまた別だと思う。固さあってこそのチョコ、なんだろう。

　でも相容いれない思想を持っているやつが集団に紛まぎれていれば、なにが起きるか。

　想像するまでもないのだけど。

　チョコがどんな解かい釈しやくをしたのか、ごん、と自分の頭を軽けい薄はくに叩たたく。

　やっぱり優秀じゃないかもしれなかった。

　ごぉん。

「……これは」

　違う。遠くから伝わる振しん動どうを膝ひざの裏に感じて、思わず立ち上がる。チョコは私より早くそちらを向いて、状じよう況きようを把は握あくしようと目が動いていた。私からは遠すぎて見えないけれど、恐おそらくその地じ響ひびきは見捨てられた建物の倒とう壊かいに伴ともなうものだけではないはずだ。

　程ほどなくして格納庫の方が騒さわがしくなり、カタツムリが敷しき地ちの外に姿を見せたところで怪かい獣じゆうの襲しゆう来らいを確信する。操縦しているのは訓練生のようで、先頭を走る機体の挙動に見覚えがあった。

「山やま百合ゆりだ」

　やっぱり同じロボットに乗っていても操縦に癖くせは出るもので、遠くからでも見ていればそれが分かる。しかしロボットは基本、片手で操縦できるような設計にはなっていないのにどうやっているのか。折った腕うでで無理矢理動かしているのかな、よくもまぁがんばるものだ。

　その山百合の勇ましい出しゆつ撃げきを見送ってから、畑仕事に戻もどる。

「トモカ、避ひ難なんはしないのですか？」

「あいつらがなんとかするでしょ。なんともならないなら、まぁ、諦あきらめる」

　そのときはどこへ逃にげても死んでしまうだろうし。それなら作業を中断するほどのことじゃない、と考えておく方が気楽だった。それに訓練生が駆かり出されるような相手なら大がかりなやつじゃない。へーきへーき、とざわつく心を静める。

　いつだって、無理してでも戦いの場におもむくとか。そういうのは遠えん慮りよしたかった。

　ロボットに乗って戦うことだけを生きる理由にはしたくない。

　私の生きる理由は、言葉がかぶってしまうけれど生きることそのものだった。

　ロボットに乗るために生きる、ではなく。生きるために乗ることを忘れないでいたい。

　そうでないと、コクピットは私の棺かん桶おけになってしまうだろう。

「緊きん急きゆう時にはトモカを連れてこの場を離り脱だつします」

　そう告げたチョコが私の側そばにやってきて屈かがむ。蔓つるをその繊せん細さいな指に載のせた。

「手伝ってくれるの？」

「トモカとの友好を築くためには最善であると判断しました」

　チョコらしい理由で、堅かた苦くるしくもくすぐったい。

　だって訳してしまえば仲良くするために手伝いますということだから。そんな理由で人の手伝いなんて、この歳としになるとまずできない。仮に考えても、口にはできそうになかった。

　側に来たチョコからはなんとなく、カァールディスのコクピットと同じ匂においがする。

　甘くない、金属に似た香かおりだ。そりゃあそうだ、同じロボットだもの。

「ハサミ一つしかないけど」

「問題ありません」

　蔓を摑つかんだチョコが、あもう想像ついた、左右に引いて引きちぎった。

　やっていることが、ロボットに乗っているときと大差ない気がする。

　ちぎった蔓を無表情ながら、こちらに見せてくる。反応を待っているようだ。

「それはちぎらなくていいやつなんだけど」

　ちぎった蔓と、私の手元にある蔓を見比べてから、チョコが言う。

「違ちがいが判別できません。説明を求めます」

「素す直なおなのはいいけどね」

[image: ]

　できれば実行する前に聞いてほしかった。

　金属の塊かたまりが動き回る騒そう々ぞうしい音を遠くに聞く。派手にやっているみたいだ。

　なぜ、敵性怪かい獣じゆうなんてものが地球を攻せめてくるのか。

　緒お方がた博士なら或あるいは、既すでに答えを見つけているのかもしれない。なんとなくそう思うのは恐おそらく、あの博士が怪獣にほとんど興味を示していないからだ。分かっていなければ相応に関心も持って解き明かそうとしそうなものだけど、そんな様子がまったくない。

　聞いたら案外あっさりと教えてくれそうで、それはそれで怖こわくて尻しり込ごみしてしまう。

　この世の真実が私を救ってくれるとは、とても思えなかった。

　夢という名のまやかしに溺おぼれることこそ、今の世における幸福の条件だ。

「トモカ、情報提供を希望します」

「はいはい」

　生き物同士の殺し合いと地平を同じくしながら、土いじりに精を出した。







「付き合ってあげるのだからさっさと乗りなさい」

　ヘルメットをぶつけるような勢いで放ほうり投げてくる。受け止めて、指先が痺しびれた。

　作業中の音が肌はだにまとわりつくようで、左目を瞑つぶる。山やま百合ゆりは髪かみを弄いじりながら私の正面で睨にらみを利きかせていた。腰こしに当てた腕うでを一いち瞥べつして、一応聞いてみる。

「骨折は？」

「いつまで昔の話をしているの。頭に蜘蛛くもの糸引いてないか確かく認にんしてきたら？」

　嫌いやみと共に、ぶらぶらと両手を振ふって機体の方へと向かっていった。

　数えてみるとあのときから一週間以上は経たっている。

「それなら治るか」

　そこは納なつ得とくした。けれど、ヘルメットをかぶって機体に乗る気にはなれない。

　以前に博士が話していた新兵器の試験に、山やま百合ゆりが協力すると言い出して私を強ごう引いんに格納庫まで連れてきた。いやこれは協力というより、決けつ闘とうを申し込まれたようなものだ。模も擬ぎ戦の形式でテストすると言っているけど、それの意味するところをみんな分かっているのだろうか。

　流されるままに来てしまった。

　相手はカタツムリで、こっちはカァールディス。

　雪せつ辱じよく戦のつもりだろうか。

「やーやー、どうだい僕の作った新兵器は」

　ご満まん悦えつに新兵器とやらを眺ながめ回していた博士が、私を見つけて近寄ってくる。

　隣となりにはチョコも一いつ緒しよだった。頰ほおには『も』だけしぶとく残っている。

　そんなことより、と博士に食ってかかった。

「いいんですか、人間を相手にして」

「いいんじゃないかな、是ぜ非ひにとお願いしてきたのだから」

　髪かみの毛同様に豊かで捻ひねくれたヒゲを指で撫なでながら、博士が軽く流す。

「それより待望の新兵器だ、見てくれどうだい」

　興奮が混じってか途と中ちゆうから早口になる。この人に人道的な観点を期待するのが間ま違ちがっていた。

　この場合、山百合とどちらが私の話を聞いてくれるのだろうと思いつつ、見上げる。

「あの右手のやつですか」

　カァールディスの右腕に該がい当とうする翼つばさの一節に大がかりな筒つつが換かん装そうされている。強ごう引いんな後付けのせいで左右の翼が歪ゆがんで外れかかっていた。色合いは翼と同じく瑠る璃り色で、先せん端たんは丸みがかっている。兵器というより、装そう甲こうかカバーのようだ。

「マニュアルは機体に登録しておいたから、よく読んで使ってくれ」

「はぁ」

「あと発射するときは思いの丈たけを込めて叫さけぶように」

　なんだそれ。呆あきれた目を向けると、『これだから女は』みたいな憮ぶ然ぜんとした顔をされた。私からすれば、まったく逆である。

「一応聞きますけど、どうして私が乗るんですか」

「山百合君がきみの搭とう乗じようを熱望したからだよ。きみをボッコボコにしたいのだろう」

　身も蓋ふたもない見解で、タチが悪いのはそれが正解だということだ。

「格上の機体に乗っている以上、負ければきみは言い訳できない。そういう腹づもりなんじゃないかね。あ、それと山やま百合ゆり君の名前も覚えたぞ、最近の僕の脳は絶好調だ、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるんだな」

　博士が満足そうに頭を叩たたき、朗ほがらかに笑っている。

　こちらは愛想でも笑っていられない。

　カタツムリ同士の武器を持たないじゃれ合いならいざ知らず、こっちが乗るのは翼つばさを振ふり回すだけで凶きよう器きになる代しろ物ものだ。乗り慣れない機体で力を加減できる自信もなく、それは虫を摘つまんで殺さないようにするような、そんな気き遣づかいが求められる。神経がげっそりしそうだ。

「人間を相手に撃うって、死んだら」

「不服かね」

「嫌いやですよ、人殺しになるのは」

　それがお互たがいに嫌きらっている相手でも強い抵てい抗こうがあった。

　むしろ、嫌っているやつが自分の記き憶おくから消えてくれないのなら一層、地じ獄ごくだ。

「山百合君は不ふ慮りよの事故が起きても構わないそうだ、念書も受け取っている」

　薄うすっぺらい紙を私に見せつけてくる。人殺しの免罪符ふのつもりだろうか。生あい憎にくと、それだけでじゃあ大だい丈じよう夫ぶですねと飲み込めるほどには退たい廃はいしていないつもりだ。

　しかし山百合のやつ、なにを考えているのか。殺してもいいじゃなくて、死んでもいいという覚かく悟ごの方がよっぽど大変だろうに。そこまでして打ち倒たおしたいものはカァールディスか、それとも私か。私だけならこの間もカタツムリごとボコボコにしていたから、両方かも。

「相手の都合なんか知りませんよ。私が嫌いやなだけですから」

「ははは、それもそうだ」

　博士がもう一度、はははと笑う。笑うだけで、なんの進展もない。

　今の私の言葉通り、『相手の都合なんか知らん』ってことなんだろう。

　いい性格しているよ、本当に。

「あぁそうそう。多分大丈夫だとは思うが、水みず鉄でつ砲ぽうだけは極力回かい避ひするよう意識してくれ」

「……海水に触ふれるとマズイんですか？」

　それじゃあまるで、敵性怪かい獣じゆうそのものだ。博士はふふんと思わせぶりに笑う。

「海にドボンといかなければ平気なのだが、まぁ色々とうるさくてね。できれば頼たのむ」

「はぁ」

　それから、脇わきにずっと控ひかえて黙だまっていたチョコに話を振ふる。

「チョコは永なが森もり君と山百合君ならどっちの勝利を希望するかな？」

「トモカです」

　即そく答とうだった。設定されているとかそういうことを差し引いても、真まっ直すぐすぎて照れる。

「よし、では一いつ緒しよに応おう援えんしよう」

　えいえいや、と博士が一人盛り上がって腕うでを突つき出す。止やめてよ、と顔を覆おおいたくなった。

「トモカ、あなたの勝利を応援しています」

　えいえいや、とチョコも後に続いて言わされている感しかない応援を捧ささげてくれる。

　応援しているって、人殺しをか。

　勝つってなんだと思う。なのに負けるっていうのはすぐ理解できる。

　不思議なこともあるものだ。

　大体、雪せつ辱じよくを果たしたいなら私じゃなくてチョコと戦うべきだ。

　仲間殺しまで私におっかぶせて恨うらまれては、堪たまったものじゃない。

「ほんと、あいつは私のこと嫌きらいなんだな……」

　そこまで人に嫌われるほど、誰だれかに深入りしたことがないから新しん鮮せんではあった。

　その嫌いなやつと向き合うために、この大きな金属の塊かたまりまで引っ張り出す必要がある。

　回りくどいよ、人間ってやつは。

　こうして私は逃にげ道みちを見つけられないまま、流され続けてカァールディスに乗り込む。ヘルメットもかぶっていないし、服も着き替がえていない。半分、投げやりだった。

　コクピットの中は相変わらず、内臓めいた装そう飾しよくが迎むかえてくれる。しかも今度は一人だ。座ってからメインモニターを起動させて、マニュアルの項こう目もくを検けん索さくする。新兵器（仮）の項目を表示した。

『新兵器お取り扱あつかい上の注意』

『発射前後は必ず一時停止して、先せん端たんの発射口を覆うカバーを取り外し、姿勢を真まっ直すぐにして撃うつようにしてください』

『発射する際、数秒のチャージ時間を必要とします。カバー着用のままではチャージできませんので使用前にご確かく認にんください。また、連射及およびトリガーを連続して引くことは故障や暴発の原因となりますのでお控ひかえください』

『叫さけび方かたの一例　うぉおおおおおおおお！　いけぇぇえええええええ！　消し飛べぇぇぇぇぇぇえ！　シュートー！　ユニバァァァァス！　なんとぉー！　最大パワー！　死ねよやー！　またカバーを外して起動させる際には……』

　後半がまったくマニュアルになっていないマニュアルを最後まで読むことなく消した。

　立ち止まってちゃんと狙ねらって撃てということらしい。勿もち論ろん、出力や規模も不ふ透とう明めいなのに山やま百合ゆりを狙い定めて撃ち抜ぬくつもりはなかった。機体のでたらめさから考えても、新兵器の威い力りよくは推おして知るべしだ。撃ったらカタツムリごと消し飛ばしかねない。

　人殺しに望んでなるつもりはなかった。

　じゃあ、どう戦えばいいのか。

　一方的に打ち倒たおすことは恐おそらく容易たやすい。正面から突とつ撃げきすれば終わりだからだ。

　いくら山やま百合ゆりが優ゆう秀しゆうでも、カタツムリの反応できる速度というものに限界がある。体当たりを敢かん行こうすればこちらは無傷であちらはスクラップで、という結果になるのは分かりきっていた。

　でも遠えん慮りよなくぶつかれば山百合も潰つぶれるのは確実なわけで。

　機体を極力破損させないで相手の戦意を削そぐ方法。そんなものあるのだろうか。学校では暴徒の鎮ちん圧あつ方法なんて習っていない。大体こんなこと教官たちは認めているのかと疑うけれど、博士がそう言えば通ってしまうのだろうし、山百合もまた似た立場にある。

　才能を持つ者と金を持つ者の前には大たい抵ていの無理が道理となるものだ。

　最悪、カタツムリの四し肢しを叩たたき潰すしかない。

「……しかない、なんて言うけどさ」

　そこまで精密な動きができるかは自信なかった。なにしろ、そういう練習はしていない。

　こういうときに誰だれかに頼たよることも、相談すらできないのが独ひとりぼっちというやつだ。

「おとーさーん、おかーさーん、あにきー、ちあきー」

　私、がんばってるよー。

　格納庫を担当する整備士さんの誘ゆう導どうに従って、カァールディスを発進させる。カタツムリよりも足が長いからか、一歩進む度たびにコクピットが激しく揺ゆれる。酔よいそうでいつまでも慣れない。

　山百合は先に外へ出ていた。出た途と端たん、襲しゆう撃げきされないだろうか。やりかねない。

　めいっぱい警けい戒かいして、足下でちょろちょろ動き回って新兵器を眺ながめる博士は見なかったことにして、無表情に親指を立ててくるチョコには見えないだろうけど、親指を立て返しておいた。

　外に出たところで山百合から通信が入る。嫌いやだなと感じつつも注目してしまう。

　ついでに距きよ離りがあって奇き襲しゆうはかけてきそうもなかったので、ホッとした。

『このカタツムリは新造なのよ。その起動テストも兼かねているの』

　いきなりなんの話だ、と訝いぶかしんでいると。

『その機体に潰されたカタツムリのパーツを組み合わせて製造されたそうね』

　そう一方的に言って、すぐに通信を切ってきた。……それで、という感じだった。

　寄せ集めたからといって性能が向上するはずもない。同じ種類のケーキを分解して、再構築して一つのケーキを作り上げても現状維い持じか、劣れつ化かするしかない。わざわざそんなものを持ち出してくる山百合に、告げてくるその行こう為いに訝しんで、ややあって「あぁ」と腑ふに落ちる。

　色々と理解する。私をカァールディスのパイロットに指名して戦おうとすることについても。

　私相手の方がよっぽど勝てそうだからだ。

　チョコが乗っていたら前回同様、躊ちゆう躇ちよなく決着がついてしまう。でも私なら揺さぶりが効くし、躊躇も、操作ミスもある。実際、私は殺さない方法を第一にするなんていう自分の首を絞しめるような選せん択たくをしている。一週間かそこらで腕うでが劇的に向上するはずもなく、無策で来るかと思ったら精神攻こう撃げきという手段で来るとは。気の短いやつだ、と思ったけど機体に慣れていない今だからこそ好機と判断しているのかもしれない。

　山やま百合ゆりの機体の武装は、中距きよ離りから遠距離に対応する後方支し援えん用の構成となっている。肩かたに担かついだ無骨な水みず大たい砲ほうに、放射状に海水を散布するシャワー、携けい行こうする水鉄砲の銃じゆう口こうも当然、私に向けて構えられている。近接兵装がこちらの装そう甲こうに歯が立たないことは学習済みなのだろう。同時に海水を嫌いやがるように避さけていたのも覚えているみたいだ。そうでなければロボット戦に海水装備をこんなに持ち出してこない。見るところはちゃんと見て次に活いかしている。

　性格悪いけど成績優ゆう秀しゆうなわけだ、と納なつ得とくした。

　その山百合機を見つめて、判断の材料とする。

「……よし」

　一手目、どう動くか決める。考えてみれば簡単なことだった。

　カタツムリとの間にある空気がねじれるように、お互たがいの距離を縮めていく。こちらが一歩歩み寄った瞬しゆん間かん、山百合が既すでに照準を合わせていた水大砲の発射準備に移る。

　それが来ると思った瞬間、こちらも行動に出た。

　そもそも私はなんのために、カァールディスに乗っているのか。

　決まっている、新兵器のテストだ。ならばそれを手っ取り早く済ませてしまおう。

　新兵器の威い力りよくを目まの当あたりにすれば、山百合もたじろいで諦あきらめてくれるかもしれない。

　いやないな絶対。

　淡あわい期待を自分でへし折りながら背を向けて、荒こう野やに向けて走り出した。

　走る、全速力で大地を蹴ける。これでも十分に距離は稼かせげるはずだ。山百合から通信が繫つながって嫌みと文句が飛んできているようだけど耳を塞ふさいで無視した。

　モニターに反応がある。それを目で追っていると、かなり外れた位置に水の塊かたまりが落下した。水の球が一瞬の間を置いて崩ほう壊かいし、荒あれた大地を束つかの間ま潤うるおす。続いて二発目も別の箇か所しよに飛来するが、こんなもの足止めにもならない。そのまま走り抜ぬけるとモニターが反応すらしないほどに引き離はなすことができた。いくら成績が優ゆう秀しゆうでもできること、できないことの区別をつけろ。

　距離を十分に取って、吹ふき荒れる風の声をコクピットの外に聞きながら準備に移る。

　まず、マニュアル通りに発射口先せん端たんのカバーを外す。……外す。どうやって？　そんな操作方法は分からないし手動にしても問題がある、左の翼つばさが筒つつの先端に届かない。おいちょっと待ってなんの冗じよう談だん、と左さ翼よくと筒をいじいじしてみるけど、まったく嚙かみ合わない。遊んでいる間にせっかく稼いだ距離を山百合が大急ぎで詰めてきそうで、あっという間に焦しよう燥そうが限界に達する。

「この、欠けつ陥かん品が！」

　自身の知識の不足を棚たなに上げて罵ば倒とうする。

　自分が存外に短気であることは自覚していた。

　筒を地面に突つき立ててそのまま引きずる。弧こを描えがきながら大地をえぐって半ば破壊する形でカバーを弾はじき飛ばした。銃口らしき先端が露あらわとなる。完かん璧ぺきに外れていることを確かく認にんしてから、水平に構える。すると閉じたはずのマニュアルが自動で立ち上がり、発射操作のページを開く。

　こんなページあったのか。

「……げ、カバーの外し方も載のっている」

　もっと早く見せてよ、と思ったけどマニュアルを途と中ちゆうで消したのは自分だった。

　よく読んで使ってくれと言われたのも自分だった。

「えーなに……トリガーを弄いじって照準合わせに変へん更こう……で、チャージ開始と」

　分かれば操縦自体は単純だった。ただその前に山やま百合ゆりがまた迫せまってきているので、距きよ離りを取るためにもう一度走る。不毛な鬼おにごっこだ。そういえばこの間、病院でもこんなことをした気がする。あのときは山百合を追いかけていたので立場は逆だけど、今は負ける気がしない。

　また十分な距離を取ってから、マニュアル通りに照準合わせの操作に切り替かえる。水みず大たい砲ほうでもここまで本格的に的を狙ねらう機会は少ないので、少々の緊きん張ちようが混じる。

　どこを狙うかと周囲を見渡わたし、見捨てられた町の入り口を見つける。めくれ上がって修理もされていない道路の先には崩くずれゆく町並みが広がっていた。人は住んでいない。再さい三さんにわたる調査で生存者がいないことは判明して、以来手つかずだった。

　本当は見捨てるだけでなく破は壊かいの必要もあった。敵性怪かい獣じゆうはこうした人家の密集した地域に小型の巣すを作る傾けい向こうがあるからだ。しかしそのためには人材や時間を割さくことになるし、なにより危険も伴ともなう。既すでに巣が出来上がっていたら餌えさになりに行くようなものだからだ。

「………………………………………」

　試験するにも、なんの対象もなくてはメリハリがない。

　標的は、決まった。

　構えた新兵器へのチャージを開始して、後は引き金を引くだけだ。どれくらいの破壊が巻き起こるかは分からないけど手伝いにはなるだろう。もし刺し激げきして敵性怪獣が出てきたら山百合も私を追いかけるどころではなくなるかも、という計算も多少はあった。

「チャージ開始……って、言えばいいわけ？」

　博士の注文を再現しようと口が動いた。新兵器の中央が点てん滅めつを繰くり返す。

　そして。

　コクピットの向こう側がわになにかが巡めぐり出す。どくどくと水を吸い上げる根のように、激しい流動があった。それらがすべて右う翼よくに換かん装そうされた新兵器へと集つどっている。誇張表現ではなく、機体の右側が重々しいものへと変わっていくのを装そう甲こう越ごしに感じ取っていた。

　それに応じるようにコクピット回りの熱まで高まってきていた。

　ぐんぐんぐんぐんと際限なく吸い上げていく新兵器の鼓こ動どうに加えて得体の知れない警告音のようなものがびーびーと鳴り出して、チャージを中止しようにも手が操縦桿かんから離はなれることはなかった。不安だからこそつい、握にぎりしめられるものにすがってしまう。

　カァールディスの心臓に挟はさまれて生暖かい血液にまみれていくような心境だ。

　チャージ終しゆう了りようの表示と共に、警告音が鳴り止やむ。

　まるで、危険を察して逃にげ出す、森の小動物のように。

「は、発射、」

　弱気なかけ声と同時に、右う翼よくの中でなにかが弾はじけ飛ぶ。

　そして太陽が目の前で展開された。

「は？」

　私自身、光に包まれて。それが過ぎ去るまで、口を開きっぱなしで固まるしかなかった。

　小型の太陽を撃うち出したのだと思った。今までに見てきたなによりも大きな球形の、青白いものを新兵器が生み出した。螺ら旋せんを描えがくようにうねりながら肥大化した光の塊かたまりが、そっと押されるように銃じゆう口こうから解き放たれていく。

　発射する際に周辺の音はすべて、青い太陽に吞のまれてしまった。

　光にも拘かかわらずゆっくりとした前進で、私の正面をその身体からだで包み込んでいく。

　緩かん慢まんに、光は遠ざかっていった。遥はるか彼方かなたで霧む散さんするように、淡あわく消失する。

　そうして、青白い太陽が通り抜ぬけたその軌き跡せきに驚きよう愕がくする。

　大地が滑なめらかにえぐれて、その上にあったものは跡あと形かたもなくなっていた。

　町は光に吞みこまれて跡形もなく、残ざん骸がいも見当たらない。

　えぐれた大地の上を風が吹ふき抜けて、ぱらぱらと土つち埃ぼこりが舞まい上がる。
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　悠ゆう久きゆうを告げるように変わらないのは、素す敵てきな青空だけだった。

「う」

　撃うてるか、こんなもの。人に向かって引き金を引けるものか。

　喉のどと瞳ひとみが震ふるえる。こんな危険なものを乱雑に扱あつかった自分に寒さむ気けを催もよおした。

　コクピットの過熱も収まる気配がない。置いていた足が靴くつごと焼け焦こげるかと思うほどで、やむなく足を浮かして背を丸めて、不安定な姿勢で操縦するしかなかった。蒸むし焼やきになるのでは、と危き惧ぐしながら急速に垂たれ始めた汗あせを拭ぬぐう。こんな欠けつ陥かんにも気づかなかったのか。

　今のを山やま百合ゆりも見ていたはずだ。とてもじゃないがあいつに向けて撃てはしない。

　その山百合が猪いのししのようにこちらへ突とつ進しんしてくる。停とまれよ、と目の色を変えて見守るものの、まったく停止する気配がない。さすがに、停まる、だろうと期待して待っても易やす々やす、距きよ離りを詰つめてくる。堪たまらず、通信を繫つなげて怒ど鳴なった。

「バカじゃないの止やめろあんた！　後退しろ！」

『バカはあなたよ』

　山百合の操縦するカタツムリが放射状に海水を撒まいてくる。咄とつ嗟さに翼つばさで本体を防護した後、後あと退ずさろうとする。が、足あし腰こしに反応がない。いや違ちがう、反応が遅おそい。必死に動かそうと操縦桿かんを揺ゆらしても、山百合の放射する海水を翼で凌しのぐので精せい一いつ杯ぱいだった。

　まさか新兵器にエネルギーを使いすぎて、本体の方が疎おろそかになっているのか。

　海水を避さけろといってもこれでは、逃にげられない。山百合もそれを察したように正面からの放水の激しさを増してくる。同時に増していくのは、山百合の激しい怒いかりだった。

『あなたがいたから！』

　攻こう撃げきしながら怒鳴り飛ばしてくる。冷れい酷こくに猛たけっていたそれに火がついたように。

　私がいたからなんなんだ。一方的に存在を否定されたようで、ムカッと、額が疼うずく。

「いて悪いか！」

　怒鳴り返す。敵性怪かい獣じゆうのいかなる攻撃にも動じなかった翼が、コクピットの向こうで軋きしみをあげているようにも感じた。本当に海水に弱いのか、じゃあこのままだと、と歯を食いしばる。

　そうこうしていると山百合がまた、返事を飛ばしてくる。

『悪い！』

「あぁ、そう！　じゃあいてあげるわ！」

　なにしろ私は、あんたが嫌きらいなのだから。

　嫌いなやつの嫌いやがることは進んでしないといけないだろうどう考えても！

「あんたこそ、そんなとこにいて……うつぞ！」

『撃てるものならやってみるがいいわ！』

　あぁそう、じゃあ遠えん慮りよなく！

　色々と吹ふっ切れて、それはなにかに背を押されたように。腕うでが、動き出す。

　私の操縦を最適化するなにかが、糸を引くようだった。

　翼つばさを一ひと振ふりして海水を払はらう。そのまま途と切ぎれた一いつ瞬しゆんに回転するように踏ふみ込んで、畳たたむように構えたそれを思いっきり、解き放つ。

　新兵器で、カタツムリを『うつ』。思いっきり、ぶん殴なぐった。

　薙なぎ払うように水平に振って、遠えん慮りよなくぶっ飛ばしてしまった。回転と踏み込みの相乗した一いち撃げきのもとにカタツムリの上半身がスライドされて、ダルマ落としのように分断してしまう。金属のひしゃげる音、内部フレームの歪ゆがむ悲鳴。なにより私自身の絶ぜつ叫きようがコクピット内部を震ふるわせた。

　砂か粘ねん土どで出来た人形のようにカタツムリが崩くずれ落ちる。上半身及および、不自然な姿勢での転てん倒とうによって右足はへし折れたものの、幸いにもコクピット周りの原型はあった。少し待っても反応がないので、ハッチを外側がわから外して、内部を確かく認にんする。

　山やま百合ゆりは頭部から軽い出血を見せるものの、しかめ面つらを浮かべていた。

「生きてた」

　その毒まみれの表情に安あん堵どする。もがくようにしてコクピットから這はい出てきた山百合が、カタツムリの残ざん骸がいの上に立ちながら私を睨にらみ上げてくる。風に煽あおられた血が乱れた髪かみの毛と共に、宙に軌き跡せきを描えがく。その動きが血文字を刻むように見えた。きっと、私への恨うらみ言ごとだ。

　山百合は垂たれ下がった右腕うでを庇かばうように押さえている。

　また骨折したのかもしれないけど、きっと今度も一週間で完治させてしまうのだろう。

「丈じよう夫ぶよね、あんた」

　どんな『改造』を施ほどこされているのか。お金持ちの世界は想像もつかない。

　そういえば、カァールディスに搭とう載さいされていたなんとかシステムは起動しなかったみたいだ。モニターは沈ちん黙もくを保っている。敵意を感じ取って反応するシステムがなぜ、これだけ睨にらんでいる山百合に牙きばを剝むかなかったのか。チョコが乗らないと反応しないシステムなのかもしれない。

　なにしろ、チョコの友達を探すために備わっているらしいから。そして友達を探すためにシステムが動くというなら、なるほど反応するはずがない。私と山百合が向き合って、友情の機き微びがあるわけもなかった。

　山百合が外でなにか言っている。でもこちらがハッチを開けようとしても、熱くなりすぎていてコクピットに足を下ろすのもためらう。山百合はそれをどう解かい釈しやくしたのか、カタツムリのコクピットに戻もどる。恐おそらく通信機能だなと予想した直後、ほら、来た。

　通信が繫つながると、最初は吐と息いきだけが伝わってくる。ややあって、山百合の低い声が聞こえた。

『なぜ殺さなかったの』

「人殺しを当たり前に言われても。私は別に、あんたに恨みなんてないし」

　あんたが私を嫌きらっているから、私も嫌うようにしているだけだ。

　それぐらい、本人も分かっているはずなのに。

　山やま百合ゆりはそれから、コクピットに引っ込んで出てこない。

　怒ど声せいを静かに漏もらしているのか、それとも泣いているのか。

　触ふれない方が波なみ風かぜ立たないだろうと、暫しばし忘れることにした。

　モニターを切り替かえて新兵器の様子を確かく認にんする。カタツムリと衝しよう突とつした部分には傷一つ見当たらなかった。胡う散さん臭くさいほどの丈じよう夫ぶさだ。ただ、今気づいたけれど銃じゆう口こうが変色している。

　瑠る璃り色から艶あでやかさを除いて、純じゆん粋すいな青色に近寄っていた。

　その変化がなにを意味するのか、今の私には分かるはずもなかった。

　山百合を殺さなくて済んだし、新兵器の稼か働どうテストも終しゆう了りようした。

　望んだ結果が一応、目の前にあるという事実に引き締しまった胃が解放される。

　代わりに肩かたが猛もう烈れつに痛んで、重くなる。姿勢がずっと固定されていたからだ。

　座席に体育座りして天てん井じようを仰あおぎ見ながら、ぼそぼそと口を動かす。

「新兵器は威い力りよくと……耐たい久きゆう、共に問題大あり」

　レポート、終了。







　カタツムリの残ざん骸がいとついでに山百合も運んで格納庫に帰き還かんして、ようやく熱の引き始めた機体から降りると出で迎むかえたのは教官だった。座学担当の教官が険しい目で私を睨にらんでいる。怒おこられる心当たりが多すぎて、首を縮める気にもなれない。

　一いち抹まつの空しさを抱えながら甘んじて受け入れようと身構えると、教官が口を開く。

「近いうちにやつらを一カ所に集結させて叩たたく。その新兵器を軸じくにした作戦となる」

「は……」

　こちらが大きく反応を示す前に、教官が命令に移行する。







「引き金を引くのは、お前だ」
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　青い大地の上に立っていた。しかしここは火星ではなく、地球である。

　カァールディスの右腕うでに取り付けられた大たい砲ほう、正式名めい称しようは博士が嬉き々きとしながら教えてくれたけど忘れた、それの被ひ害がい跡あと地ちを散歩していた。そのカァールディスに搭とう乗じようしてだ。歩行及および操縦訓練の一いつ環かんだけど基地内で行うのは反対されて、遠くまで追いやられている。

　ほとんど腫はれ物もの扱あつかいだけど、そんな機体に頼たよらざるを得ないのは上官たちにも複雑なことだろうと思う。私はなし崩くずし的にそれのパイロットとなって、結果、基地内での孤こ立りつを得た。今ではもう、基地の中で私に声をかけてくるのは変な髪かみ型のオッサンとロボットだけである。

　夜が近づいて風の質が変わりつつあった。乾かわきを含ふくんだ強い風が青い地面を煽あおり、視し認にんできないはずの風に色が混じる。実体を含んだ風の流れを、モニター越ごしに眺ながめていた。

　大砲の軌き跡せきは幅はば広ひろく、長く続いていた。そしてえぐれた大地は少しの時間を経て真っ青に染まっていた。地面が大玉を転がしたように丸くえぐれているのもそうだけど、やはり鮮あざやかなほど青々としているのが最たる異様だった。

　これではまるで、火星の大地だ。振ふり向いて基地を見なければ、異星の荒こう野やをさまよっているようでもある。空を見上げてみると、青い空に薄うすぼんやりと月が浮かんでいた。

　星は確かにそこにあり、私がいる場所は地球で。

　だけどその上下を走る青色が、遥はるか彼方の火星へと私の意識を結びつける。

　火星とこの機体に関連性はあるのか。いや、それだけじゃなくて。

　敵性怪かい獣じゆうのコアも、これに酷こく似じした青色なのはどういうことなのか。

「………………………………………」

　すべての答えを知っていそうな博士は、この大地を見てなにを感じるのか。

　基地に戻もどったら、あの博士の元を訪ねる必要があった。他に問い詰つめたいことがあるのだ。

　新兵器のテストから三日が経過していた。山やま百合ゆりは私との模も擬ぎ戦でまた怪け我がをしたけど、今度は二日もかからないで復活した。家が金持ちだけあって、並なみの強化に留とどまっていないみたいだ。カァールディスに蹴けり飛ばされても骨折だけで済んでいたし、やはりどの時代になっても金のあるやつ、強いやつの図式は崩くずれない。金があれば肉体をより強化できるのだから。

　今となっては人口の総数も減って受けられる設備、人員が整っているかも定かではないけど敵性怪獣の被害が広がるより以前、私たちの身近には当たり前のように強化手術というものがあった。文字通り、肉体を弄いじってより高度に、よりしぶとく強化するというものだ。

　折れた腕が一週間で完治するように。多少の事故に巻き込まれても内臓に致ち命めい傷しようが届かないように。多量出血しても長時間の生存を可能とするように。主に生命力の増強を重視して、私たちは改造人間となるのだ。当然、私にもある程度の強化は施ほどこされているはずだ。

　でなければ、カァールディスに乗って激しい上下運動を繰くり返して吐はき気けと苦痛ぐらいで済むはずがない。飛び跳はねただけで意識を失うか最悪、死んでいると思う。手術を受けた記き憶おくはないから、赤あか子ごの内に済ませてしまったのだろう。強化手術は年ねん齢れいを経て肉体が成長するのに応じて更こう新しんしていく必要があるとのことだけど、敵性怪かい獣じゆうの被ひ害がいが拡かく大だいするにつれてそれどころではなくなってしまった。そうして、私の肉体の増強は有う耶や無む耶やに止まってしまったのだ。

　恐おそらく山やま百合ゆりはそれを続けている。故ゆえの常人離ばなれした回復力が、やつに多少の無茶を許容させている。そのあたりが成績や操縦技術に現れているのだと……思う。まぁどんな理由をつけても同じ機体での模も擬ぎ戦ではほぼ一方的にぼっこぼこにされることが常なのだけど。

　発見されたのが二千年ぐらい前とのことなので出自は眉まゆ唾つばだけど、通常あり得ない肉体を有した人間がその時代にいたらしい。迫せまり来る弾だん丸がんを金属製のケースで叩たたき落とし、喉のどを引き裂さかれても短期間で復活する超ちよう人じんだった、と記録に残っている。今この時代においてもそこまで肉体を強化することは不可能なので、多少の誇こ張ちようは入っていると思う。でもそういう人がいた。

　その人を研究して発展していった技術が、現在の強化手術に繫つながったという。このあたりの経緯いきさつは緒お方がた博士にでも聞くと、専門外であっても詳くわしく説明してくれそうな気がした。

　超人の生存していた時代には他ほかにも、いわゆる超能力を有した人間がいたという。そちらの再現に関しては早々に頓とん挫ざして、現状、超能力者という存在が地球上で確かく認にんされることはない。

　二千年前の人間からすれば、私たちの当たり前の方がよほど超能力に見えることだろう。その当たり前に、超能力者が紛まぎれて台頭していないだけかもしれない。なんにせよ、人の中に眠ねむる超パワーで地球を救う展開は今後も期待できそうもなかった。

「……しかし、乗り心地ごこちは悪いけど」

　歩くという動作を取っても、関節の動きからしてカタツムリと質が違ちがう。そう、足の裏からお尻しりに伝わるものも含ふくめて実感する。割わり箸ばしとゴム毬まりぐらい操作の柔じゆう軟なん性に差があるのだ。戦せん闘とう時のような緊きん急きゆう状態ではなく、こうして一つ一つの動作を確認しながら動かすことで、この機体がいかに特別製で、量産を想定していないのが分かる。

　そして、そんなものを作ってどうするのだとも思う。

　一機で人類の黄昏たそがれを覆くつがえすなんて、そんな夢みたいなことできるものか。

　カァールディスを停止させて、コクピット正面のハッチを開く。こいつに戦いの場面以外で乗って、穏おだやかな調子で歩くのは初めてだった。シートから離はなれて開いたハッチの先頭に立つ。

　ぴしり、ぴしりと土の細かい粒つぶが頰ほおを打つ。指で拭ぬぐうと、やはりそれはきめ細かい青色に満ちている。海の、更さらに言うなら底にあるよどみのようなものを押し固めた、そんな印象を受ける。ぱしぱしと、服と肌はだの間にも入り込んでくる。その土を運ぶ風は熱を失い、亡ぼう霊れいのようだ。

　青い大地を見下ろす。海面と勘かん違ちがいしそうな、真っ平らな青色には直接降りてみる気にならない。火星の景色もこんな風に見えるのだろうか。目を細めて、見つめ続ける。

　地面だけでなく、私の爪つま先さきも。その裏も。

　火星、カァールディス、敵性怪かい獣じゆう。そして、チョコ。

　そのどれもに薄うすい繫つながりが見えているようで、だけどたぐり寄せることは叶かなわない。

　腕うでを振ふり、握にぎり拳こぶしの側面でカァールディスを叩たたく。

　私は一体、なにに乗って戦っているのか。

　火星に向かって飛び続けるロケットは、一体、どこへ行き着くのか。

　技術学校の授業では、その答えを摑つかめそうになかった。

「……さて、と」

　澄すました顔で頭を切り換かえてはいるが、実は少しうずうず。

　ここに立つとどうしても、あれをやりたくなる。

　私の家の地下には文ぶん献けんを収めた図書館があった。本というものがそもそも古典で、アナログで、稀少品で。先祖から受け継つがれたものらしいけど、両親はその存在を周囲に内ない緒しよとしていたから、もしかすると違い法ほうな品だったのかもしれない。私はよく、そこに籠こもっていた。

　これもそこからの影えい響きようなんだけど。

　きょろり、きょろりと。いるはずもないけど本当に誰だれもいないか確かく認にんしてから。

「う、おおお、おお、おお、おー！」

　お腹なかの底を裏返して中身をさらけ出すように叫さけんだ。息が続く限り、声を途と切ぎれさせない。お腹の中にあった空気がなくなると、次は頭の裏側がわからまでやってくるのが分かった。

　そいつまで残すことなく押し出し、肩かたが寒さむ気けを帯びたところで一呼吸置く。

　敵性怪獣が私の声に導かれてやってくるようなこともなく、荒こう野やに吹ふき荒あれるは風ばかり。

　大口を開けていた間に口に飛び込んできた土を吐はき出してから、締しめる。

　強風に押し返されないように、恥はじを捨てて、強く。

「やって、やんぜぇ！」

　叫びながら、内なる冷たい声に『なにを？』と問われる。

　さしあたっては、敵性怪獣共を吹っ飛ばすことだろうか。







　作戦目的は一帯の敵性怪獣の殲せん滅めつ。現在、基地からある程度の距きよ離りを置いた地点に敵性怪獣の大群が集つどって、その土地で『なにか』を行っていると説明された。それがどういった行動かは不明だが地面を掘ほり返しているので、地下に巣すを形成するのではないかという見方をしているらしい。なんにせよ集っているなら好都合、新兵器で全部消し飛ばしちゃおう。

　というのが、作戦の骨こつ子しだ。作戦と呼ぶほど綿密な計画ではなかった。

　敵性怪獣は基本、群れを成すことが少ない。ここまで大量に集ってその姿を捕ほ捉そくできる機会はそうそうないのだから、見逃のがす理由がない。基地から極きよく端たんに離はなれてはいないというのも、危機感を煽あおるのにはよい塩あん梅ばいらしく大人はこの作戦を決行することで意見が固まっているようだ。

　そこまではいい。

　問題はその新兵器の操作を担当するのが、やっぱり私ということだった。

　そいつが最近、困るほどにぶつかる疑問なのであった。

　なんで私なのか。

　その答えを求めてきたものの、博士の研究室の扉とびらにくっついた貼はり紙がみに足を止められる。

『ただいま大作業中』

　入室禁止、とは続かないけれど入るのはためらわれる。大がかりな実験でもやっているのだろうか。しかし耳を少し澄すましてみると、掃そう除じ機をかけているような音が聞こえるのは勘かん違ちがいだろうか。足音や人ひと影かげの右往左往する気配といい、作業というより掃除に思える。

　しばらく立ち止まって聞いているとなにをしているんだろうという好こう奇き心しんが芽生えて、ためらいを踏ふみ越こえて扉に手をかける。スライド式のそれをそぅっと開こうとしたら、動かない。

　鍵かぎによる引っかかりと異なり、微み塵じんも扉が上下しない。壁かべにでもなったようだった。

　手のひらを添そえると、扉を押さえつける力強さを感じ取る。

　ふと顔を近づけると、扉のすぐ向こうに誰だれかがいるように思えた。

　熱を感じさせない質量に予感が動き、その名を口にする。

「チョコ？」

　呼んでみると、扉が僅わずかに開く。室内を見せないようにしながら、チョコが顔を覗のぞかせてきた。両目が真まっ直すぐ私を見つめている。まばたきのない瞳ひとみは作り物でも綺き麗れいなものだった。

「なにしてるの？」

「作業です」

「……それは知ってる」

　知っているのになぜ尋たずねるのか、とその目に責められているように感じた。融ゆう通ずうが利きかない。

「チョコがなにしているか聞いたの」

「人を入れないよう見張りをしろと命じられています」

「……なるほど、あんたが押さえていたのね」

　扉に添えたチョコの手を見て納なつ得とくする。病院の窓を叩たたき割ったときや、飛び降りたとき、無傷だった姿を思い返す。カァールディスも怪あやしいけれど、チョコの方もその動力が大たい概がい、謎なぞだった。

　下手をすると人間どころか、ロボットを素す手でで引きずって動かせそうでもある。

「外見と中身が嚙かみ合ってないよね、あんた」

「博士は適切であると判断しています」

「ふぅん……」

　その博士はなにをしているのかな、と首を伸のばして部屋を覗のぞこうとする。

　しかしすぐにチョコが扉を閉じてしまった。咄とつ嗟さに扉を開こうとするが、やはり動かない。

　鉄より堅けん牢ろうだった。

「覗のぞくの諦あきらめたから開けて」

　降参したらまたチョコの目が見えた。それから、チョコが先制するように口を開く。

「トモカのあだ名はトモでどうでしょう」

　出だし抜ぬけに提案されて面食らう。そのままだな、と言いかけたけどそれより先に。

「……なんの話ですか？」

「友人とは親しい特別な名前で呼び合うべきと習いました」

「博士に？」

　チョコが「そうです、トモ」と了りよう承しようを得てもいないのにあだ名で呼び始めた。

　気の早いロボットだ。ロボットらしく……気の長いのと短いの、どっちがそれっぽいのか。

「トモって……なんか、慣れないな。それ、あんたが考えたの？」

「あだ名、というものに対するデータから自身の裁量に基づき選定しました」

　チョコがこくこくと頷うなずく。扉とびらを押さえる馬ば鹿か力ぢから以外は女の子だった。

「トモが不服なら以前の名めい称しようへの変へん更こうも検けん討とうします」

「んー……トモカの方がいいかも」

「……了解しました」

　その返事が、いつもより残念そうに聞こえるのは気のせいだろうか。

「トモカ、作業中なので失礼します」

　いつもより一層、無味無む臭しゆうに徹てつしたような態度で扉を閉められてしまった。

「……まさか、拗すねた？」

　いやけど、相手はロボットだぞ。そんな高度な感情、持ち合わせているのか。

　考えて、高度なんて表現に自じ虐ぎやく的な笑いが浮かぶ。

　人間は他ほかに誇ほこるようなものがないからなぁ。

　そりゃあ、素す晴ばらしいものであると言いたくもなる。

「嫌いやなやつがいるわ」

　声をかけられて……悪態つかれてが正しいけど顔を上げる。声で分かっていたけど山やま百合ゆりだ。言われたことをそっくりそのまま返したいけど、どうせ顔に出ているから語るまでもないだろう。嫌きらいなら声をかけないでよ、と思っていたら「邪じや魔ま」と肩かたを押してきた。

　この間の怪け我がはまだ残っていて、顔の右側がわにアザが浮かんでいる。

　相手から仕し掛かけてきたとはいえ、私がこさえたものなので少々気まずい。

　それも多分、一日か二日のものだろうけど。

　山百合が研究室の扉を開こうとする。動かない。肩を怒いからせて力を込める。ムダ。

「開かない」

「作業中らしいから」

「見れば分かるわ」

　鼻はなっ面つらの先で揺ゆれる貼はり紙がみを睨にらむ。力ずくを諦あきらめてか、山やま百合ゆりが扉とびらをノックした。

　細かく叩たたくものの、無反応が続く。私はぼぅっと、それを眺ながめる。

　夕刻の光が廊ろう下かにも差し込んで、穏おだやかに、燃える。

　それよりも極きわまり、鋭するどい山百合の視線が私に向いた。

「あなた、さっきからなに見てるの」

「博士に用なんて珍めずらしいから」

　どうせろくでもない用事なんだろうな、と思ったので。少し気になった。

　山百合はしばらく私を睨んで、最後に扉を殴なぐってから溜ため息いきを吐つく。

「あのロボットをもう一機製造できないのか、聞きに来たのよ」

「カァールディス？」

「あなたが乗っているやつ」

　名前を覚えていないらしい。それとも単に私の言葉には反発するのか。

　どっちでも山百合らしかった。

「あれに乗りたいの？」

「当たり前でしょう。あなたみたいな腕うででもあれだけの動きが出来るのだから」

　その嫌いやみには半分ほど同意だった。私が特別ではないのだ、あのロボットがすごいだけだ。

　自覚しているから、ここにその搭とう乗じようの理由を聞きに来た。聞けてないけど。

「次の作戦、あなたが中核らしいわね」

　山百合に言葉で押される。「まぁ」と濁にごった返事をすると、山百合の目つきが険しくなる。

「怪かい獣じゆう共を皆みな殺ごろしにするんでしょう？　あなたには本当に」

　そこで山百合が一いつ旦たん、間を空ける。本当に、なんだろう。

　その後に続きそうなものに心当たりがなくて、困こん惑わくしていると。

「似合わないわね」

　怒ど気きは衰おとろえることなく、けれど静かにそう評してくる。

　失敗するに決まっている、とか。そういうことを言うかと思っていたので意外だった。

　私より頭半分は長身である山百合が、ジッと、見下ろしてくる。

　扉を殴るように私を殴ってきそうな気配で、しかし、腕が振ふるわれることはない。ロボット越ごしには容よう赦しやなくても、実際に暴力を振るってくることはなかった。その分ふん別べつが、私の方から彼女を完全に嫌きらいになりきれない理由の一つなのだと思う。

「あのさ。……山百合」

　意識して彼女の名前を口にする。

　山百合もその意図に気づいてか変に応こたえようとせず、無言で待っている。

　カァールディスに乗りたがっている優等生。

　それなら代わってよ、と言い出すか少し迷い、悩なやんで。昼間の叫さけびを思い出す。

　やってやんぜぇと形だけでも口にしたのだから、そう易やす々やすと折れるわけにもいかなかった。

　だから、その代わりに。

「今度、あんたと話をしてみたいんだけど」

　私の提案に、山やま百合ゆりが怪け訝げんそうな顔になる。確かに、そんな関係ではないかもしれない。

　しかし険悪だからこそ、歩み寄る余地があるのでは、とも思うのだ。

「あんたと顔を合わせる度たびに怒おこるの、面めん倒どうだし」

　そんなことで神経すり減らしていたくない。生きるのに、必死なのに。

　山百合はそんな私の意見を、「話すことなんてないわ」と一いつ蹴しゆうする。分かってはいたけどつれないなんてものではない。「はいはいそーですか」と苛いら立だち混じりに流すと、山百合は亀き裂れつを踏ふみ越こえるように大きく足を開いて去って行く。カァールディス二号機は諦あきらめたようだ。

　乗らない方がいいよ、と足の裏を見せて忠告するか少し考えていると。

「なぜ」

　途と中ちゆうで山百合が振ふり向く。私に話しかけてきたかも曖あい昧まいなまま顔を上げた直後、

「なぜ、あなたの親は逃にげる道を選んだの」

　その問いをぶつけられる。振り向いた山百合に宿る怒いかりは、夕日を浴びて血に濡ぬれるようだ。

　山百合の恐おそらくは本音に立ち会い、しかしその本心まではまだ見抜ぬけない。

　だから私は彼らの建たて前まえ、言い分を代弁するように語る。

「逃げるんじゃなくて、生き残るために」

「命があれば生きている、なんて人間の考え方ではないわ」

　その途と中ちゆうで、山百合が両断してきた。振るった弁舌が返かえし刃ばとなって、二度、引き裂さく。

「人はもっと欲深い。それを忘れたら、畜ちく生しように堕だするのよ」

　そう言い放って、山百合は今度こそ早歩きで去って行ってしまった。

　好き勝手言って逃げるなよ、と眉まゆ根ねを寄せたまま見送る。

　本当に、顔を合わせるだけで疲つかれるやつだよ。

「欲の深さが人の深さ、ねぇ」

　誰だれかが言っていたそれを、反はん芻すうする。

　山百合の感情の発はつ露ろは、確かに人間らしくあった。

　その奔ほん流りゆうの余よ韻いんが残ったまま、立ち尽つくす。

　部屋の向こう、掃そう除じ機の埃ほこりを吸い込む音が耳みみ障ざわりになるまで、その場で立ち惚ほうけていた。







　朝方ともまだ言えない時間帯に目が覚める。広がるものは夜と区別がつかず、私の冴さえた目だけが朝だと勘かん違ちがいしているみたいだった。寝ね返がえりを二度打ってから諦めて身体からだを起こすと、軽い頭痛に苛さいなまれる。早めに布ふ団とんに入ったけれど、眠ねむった気がしなかった。

　作戦前夜が、今朝に至る。逃にげるにはもう手て遅おくれの時間だった。

　上着を羽織って部屋から出る。寮りようの廊ろう下かは人ひと気けがないことで風の流動が起こらず、冷え切った空気が塊かたまりとなって私を待ち構えていた。季節を飛び越こえて冬が差し迫せまるように、身体からだを締しめ上げる。消しよう灯とう時間内で目の前の壁かべが視し認にんできないほどの真まっ暗くら闇やみということもあって、寒かん気きに肌はだが濡ぬれるようだった。氷のような壁に手をつきながら、玄げん関かんを目指して歩く。闇の中で自分の足音だけを聞いていると、下半身が分ぶん離りして別の生き物として機能するような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　散歩にしても少々不格好な歩き方ながら、寮の外へ足を伸のばす。閉じきった建物の中より、たとえ夜に等しい空の下であっても外の方がずっと明るい。

　文明の進歩の中で忘れていた、そんな当たり前が退たい廃はいの中で蘇よみがえる。

　著いちじるしくバランスを欠いた社会の狭はざ間まに見るのは、原始的な自然の巡めぐりばかりだ。

　それから足は自然、道なりに進んで格納庫の方へと向く。いくら早朝に格納庫の前へ集合と言ってもさすがに早すぎるので、教官や整備担当の人たちの姿も見えないだろう。けど、誰だれもいない格納庫というのも深い考えはないけれど、悪くない。普ふ段だんは日中、人気が絶えることはないし夜は近寄らないしで見る機会もない。印象がどれくらい変わるものか、見比べてみるのも一興だった。

　歩きながら、頭の後ろが重たいように首が傾かたむく。頭上を見る。夜のしまいそこねた星がうっすらと浮かんでいた。いつもは眠ねむっていて見過ごして、仮に目にする機会があっても注目することなく流してしまう、その夜空の名残なごりにふと、思いをはせる。

　少し前、緒お方がた博士に質問されたことを思い出す。

　なぜ、火星は青いのだろう。

　その答えは結局、もったいぶるようにして聞く機会が遠のいていた。

　正解を知るのは今、この星に何人いるのか。

　少なくともここには、そんなことを気にかけて生きている人はいない。雲が白いように、或あるいは風が見えないように。遠い星の色は、教えられたことを鵜う吞のみにしてそれ以上の意味を持たない。今の私たちが知りたいのは、世界の秘密じゃなくて当面の危機からの逃のがれ方だった。

　格納庫の前まで来て、上着を巻きつけるようにして寒さに耐たえながら立ち止まる。

　朝に焼かれる前の格納庫は静せい謐ひつで、心音を失った鯨くじらのように大地に横たわっている印象だ。物音もなく、夜に潜ひそむその壁はがちょぉんがきょおん「……………」前言を色々と撤てつ回かい。格納庫の奥から音が聞こえてきた。ロボットの二足歩行する音だ。

　もう今日の作戦の作業を始めているのだろうか。けれど格納庫から明かりが漏もれてくることはなく、闇夜に紛まぎれて秘密めいていた。それに、と扉とびら越ごしの音に気づく。

　足音がカタツムリよりもずっと重い。

　聞いてその振しん動どうにお腹なかの底が震ふるえる度たび、下半身が分離する錯さつ覚かくを味わう。

　最近ずっと、私の足元で聞き続けてきた音だからだろう。

　カァールディスの前進の音だった。

　私以外の誰だれかが乗っていることに違い和わ感を抱いだいて、更さらにその感覚に驚おどろいていると扉とびらが開かれる。重たそうな扉を引きずる音は擦すり切れて、動物の悲ひ哀あいなる泣き声みたいだった。そもそもそうやって力ずくで開けられる扉だっただろうか、あれは。

　そして姿を覗のぞかせたのはやはり瑠る璃り色の鳥人、カァールディスだった。

　半開きの扉に寄りかかりながら、カァールディスが頭だけを外に覗かせた。で、きょろきょろしている。周囲の様子を窺うかがっているみたいだ。いやに人間臭くさい仕草を交えて、カァールディスが外へと出てくる。その際、扉に肩かたをぶつけて大きな音が生まれて、機体が一時停止した。それもまた人間じみている。誰が乗っているのだろう。

　夕方のチョコの動きとかぶる。けどそれにしても仕草に愛あい嬌きようがありすぎる。一度しか見ていないけれど、チョコの操縦はもっと直線的だ。

　寒さも忘れて、口を半開きにしながらカァールディスを見上げていた。

　と。

　カァールディスが真まっ直すぐ動き始める。そう、私に向けて真っ直ぐ、走り出す。

「お、」

　おいおい、と半笑いで現実から目を逸そらそうとする。が、そんな余よ裕ゆうもない。

　振しん動どうに足をすくわれて立っていることすら困難になる中、瑠璃色の巨きよ体たいが無む慈じ悲ひに迫せまる。こんな死に方、と頭が真っ白になっているとカァールディスのハッチが勢いよく開かれた。そして同時に転がり落ちてきたそれが私を巻まき添ぞえにして一層転がった。

　そいつが衝しよう突とつしたことによる被ひ害がいも相当なものだった。まず、頭を激しく揺ゆさぶられて意識が一いつ瞬しゆん飛んだ。更に地面とそいつの板いた挟ばさみにあって身体からだが擦り切れそうだった。叩たたきつけられた背中の痛みで目が覚めて、首の皮を張り詰つめながら悶もん絶ぜつするしかなかった。

　未改造の常人なら間ま違ちがいなく胴どう体たいがちぎれて死んでいる。丈じよう夫ぶな身体で良かった。

「い、ったぁい……よかったのかよ、本当に」

　身体の部位が独立してそれぞれ痛むというのは、生いき地じ獄ごくに近い。

　お尻しりも腰こしも酷ひどいものだ。額を押さえて苦痛に呻うめいていると、いきなり身体が浮く。なんだと痛みも忘れて顔を上げると、チョコがいた。私にぶつかってきたのはチョコだった。そのか細い腕うでで私を抱だき上げて、無表情に見つめている。

「被害軽けい微び」

「いやぜんっぜん、軽微じゃないよ」

　チョコの基準はいい加減すぎる。生きていれば万事良好というわけでもないのだ。

　しかしこれは、助けて貰もらった形になるんだろうか。

「トモカ、心しん拍ぱく数が上じよう昇しようしています。危険は回かい避ひされました、呼吸の正常化を提案します」

「いや、これ、身体が痛いから乱れて……あぁもう、いいや。深呼吸すればいいんでしょ」

　抱だっこされたまま、状じよう況きようを把は握あくしようとカァールディスを目で追う。カァールディスは私のいた場所を走り抜ぬけてから停止していた。がきょんと、ゆっくり振ふり向く。

　操縦席に鎮ちん座ざしていたのは、緒お方がた博士だった。

「うむ、素す晴ばらしい俊しゆん敏びん性だぞチョコ」

　ハッチを開け放ったまま博士が賞賛する。がきょんがきょんと、カァールディスがこちらにやってくる。その衝しよう撃げきだけでも相当なので、そんな気楽に近寄ってこないでほしい。

「ところでなにがあったんだい？」

「トモカです」

「うひゃっ」

　チョコに担かつぎ上げられる。腰こしと背中を摑つかまれて軽々持ち上げられていると、チョコが獲とった魚を自じ慢まんしているみたいだ。衝撃で軋きしんでいる身体からだが不安定になって、ますます不安が募つのる。

「おぉ、きみか。こんな時間になにをしているんだね」

　人を轢ひきそうになったことに関して一いつ切さい悪びれず、普ふ段だん通りに話しかけてきた。

「夜遊びにしては面おも白しろくないところに来るものだな」

　嫌いやみの一つも言ってやりたいけど、このマイペースな博士と向き合うと毒気を抜かれる。

　芯しんがぶれないという点では、チョコに似ているものがあった。

「寝ね付けないので、散歩でもと」

「ならばそのままずっと歩いていた方がいい。次に寝れば作戦の時間を寝過ごすかもしれないぞ。そうなったらきみ、口うるさい彼らに怒おこられるなんてものじゃない」

　操縦桿かんを握にぎったまま、博士が愉ゆ快かいそうに笑う。カァールディスの駆く動どう音と混じって、夜に染しみ渡わたるそれが耳を削けずる。あとそろそろ下ろしてほしい、と足を暴れさせていたらチョコが意を汲くみ取ったように放ほうり捨ててくれた。上うわ澄ずみしか汲んでいないけれど。不格好に落ちた。

　落ちた先が丁ちよう度どカァールディスの爪つま先さきで、踏ふまれないかと萎い縮しゆくしながらもコクピットを見上げる。博士は操縦桿から手を離はなして、平気だぜと主張するように手のひらを振ってきた。

　大だい丈じよう夫ぶじゃないけど、それより気になることがある。なぜこんな時間に乗っているのか。

「勝手に動かしていいんですか」

「いいはずがない。だから黙だまって動かしているんだ」

　博士は、今いま更さら馬ば鹿からしいけど悪びれるなんて感情ないみたいだ。楽しそうですらある。風に乗せられて顔を打ちつける髪かみを押さえながら、穏おだやかな話であることを期待して尋たずねた。

「なにかのテストですか？」

「テストならもっと堂々とするだろう」

　そりゃあ、そうなのだけど。じゃあこれはなんだ、まさか、泥どろ棒ぼう？

　博士が作ったロボットであるなら、果たして泥棒と呼んでいいものか。

「他ほかの連中が来る前に済ませたい。きみも来るかね？　いや来たまえ、チョコ、一いつ緒しよにつれてきてあげなさい」

　博士がこちらを無視して話を進める。気配に振ふり向いた直後、またチョコに担かつがれてしまった。今度は肩かたの上に胴どう体たいを固定されてしまう。荷物のように背負われて、「うひょぉ！」チョコがカァールディスを駆かけ上がる。膝ひざの微かすかに露ろ出しゆつする関節部分に腕うでをかけてよじ登り、更さらにそこを蹴けり上げてハッチを摑つかむ。片手で軽々と身体からだを引き上げて、こっちが生きた気がしなくて目を回すのと対照的に、淡たん々たんとコクピットへ引き返した。中へ転がされて、すぐハッチが閉じる。これではまるで同行じゃなくて誘ゆう拐かいだった。

「シートベルトはないからね、しっかり摑まっているといい。さぁ急ごう」

　博士が操縦桿かんを握にぎり直して、カァールディスを始動させる。

　泥どろ棒ぼうにあったのに、背後にある格納庫はうんともすんとも言わない。

「防犯のベルとか、警報とかないんですか」

「あるとも。全部僕が作った、それは当然必要なものだからね」

　操縦しながら、博士が横目で私を一いち瞥べつする。

「生活のためにロボットを欲しがる連中は掃はいて捨てるほどいる。これだけ人口が減ってもまだまだ溢あふれてくる。人間の浅ましくも純じゆん粋すいな本質は、実に興味深い」

　方向性は違ちがうけれど、山やま百合ゆりと似たようなことを言っている。

「そんな輩やからが大挙して来ないように、対策は立てておくものだよ」

「……でも博士がそれを作ったということは」

「オンオフも簡単ということだ」

　前に向き直る博士の横顔は涼すずしい。その派手な髪かみ型に、呆あきれるほかなかった。

「どこに行くんですか」

　私をどこへ連れて行くつもりだ、という意味合いも込めて確かく認にんする。

「研究室の荷物を積み込もうと思ってね」

「……荷物？」

　積み込み？　と疑問を続けるより早く博士が言う。

「荷造りした鞄かばんをえっさほいさとここまで運ぶより、カァールディスを研究室に横付けして荷物を放ほうり込んだ方が楽じゃないか。人間、楽できるところはしておくのが長生きの秘ひ訣けつというものだよ。その見極きわめを誤ると手て抜ぬきになるのが難しいところだが」

「……あ、まさか夕方の作業って」

　荷造りと掃そう除じだったのか。そしてカァールディスにその荷物を詰つめ込むということは。

　答えを口にする前に、グラウンドを横断して校舎に宣言通り横付けする。その衝しよう撃げきで窓が大きく揺ゆれる。辛かろうじて割れはしなかったみたいだけど直後、カァールディスの右腕うでの先せん端たんが優やさしく窓をぶち破った。研究室の窓枠わくまで取り除いた後、屈かがんでコクピットハッチを開いた。

　ハッチを直じか付づけして研究室への道を作る。その騒さわぎに反応してか、寮りようは消しよう灯とうしているけど教官たちの宿しゆく泊はく施し設せつに光が灯ともった。それを見て、博士が操縦席から飛び跳はねる。

「おぉっと急がないと。きみも積み込むのを手伝ってくれ」

　そう博士が言ったことで、私がなんのために連れてこられたかを理解する。チョコに押される形でコクピットから出て、ハッチを転がって研究室に落ちる。研究室の床ゆかは掃そう除じの成果か、埃ほこりも立たない。博士が卓たく上じようスタンドで室内を照らすと、整理された荷物が山となって積まれているのが見えた。それを博士とチョコがせっせとカァールディスに運び入れる。

「………………………………………」

　これは。

　これは泥どろ棒ぼうじゃなくて、よく言えば引ひっ越こし。悪く言えば、夜よ逃にげみたいじゃないか。

　大体、博士がカァールディスに乗って行ってしまうとしたら今日の作戦はどうなるんだ。

　作戦のために動いているわけではないだろうし、わけが分からない。

「おぉい、ぼぅっとしてないで動いてくれないかね」

　緒お方がた博士にせっつかれる。こっちは混乱しているのに、と怒おこりかけたが自制した。

　それより、ここは合理的に動こう。私だって時間は限られているのだから。

　こんな場面を教官に目もく撃げきされたら、仲間として扱あつかわれるに決まっている。

「手伝いますけど、質問していいですか」

「ながらでよいのなら答えよう」

　博士がせかせか、研究室内を動く。鞄かばんを摑つかみ、コクピットへと放ほうり投げた。

　その着地の際、なにかの割れるような音が聞こえた気もしたが、気にしないことにした。

　とにかく、聞けるときに聞いておかないといけない。早さつ速そく、尋たずねてみた。

「なんで私があいつに乗らないといけないんですか」

　外に立つカァールディスを指差しながら言う。

「世界にたった一台、特注品のスーパーロボットに乗れてなにが不満なんだね」

　博士が動き続けながら、普ふ段だん通りに口まで動かす。

「このご時世に贅ぜい沢たくを言うもんじゃあない」

「じゃあ博士が乗ったらいいじゃないですか」

「乗っていいのかね？」

　意外な問いかけを返される。譲ゆずれるならこの立場を、と最初は考えたけど先さき程ほど轢ひかれかけたときを思い返し、それはマズイと首を横に振ふった。

「ダメそう」

　思わず口に出る。乗っていたらご機き嫌げんに、見境なく新兵器を振り回しそうだった。

「うむ」

　的確な意見とばかりに博士が頷うなずく。自身の至らないところを自覚しているのはいいけど、この人、それを治す努力なんて一いつ切さいしていないのが問題だと思う。

　教官たちがカァールディスの操縦を私に託たくす理由が分からない。今回は訓練じゃなくて、作戦なのだ。そんなものに一いつ介かいの訓練生に過ぎない私が乗るよりは、チョコに乗って貰もらった方がどれだけ正確な運用が期待できるか。私ならそう考える、しかし博士は小さな鞄かばんをコクピットに放り込みながら、その考えの問題点を教えてきた。

「簡単な話だよ。チョコが彼らにまったく信用されていないということさ」

　博士にそう言われて、「あぁ」と一いつ拍ぱく置いて遅おくればせながら気づく。そういえば初うい陣じんで成績上位者の半数を殺したのだった。確かにあれは心証最悪だと思う。あんな行動に出るやつに大地をえぐる兵器など渡わたすわけにはいかないということか。あぁ、あぁとやっと納なつ得とくできた。

　そのチョコは名前が出たからか、こちらを窺うかがってくる。見つめられると据すわりが悪い。

　チョコの視線は常に、当たり前かもしれないけどぶれることなく真まっ直すぐだ。

「チョコに任せたくない事情は、うん、そうだけど。いやでも、そこで次が私っていうのは」

「カァールディスに搭とう乗じようした経験があるのはきみだけだし、なにより僕がきみを抜ばつ擢てきしたことに意味があると考えているのだろうね。実際ある、現状ではなんの意味も成していないが」

「え」

　ないのかよ。尚なお更さら、私が乗って責任を負って苦労する意味がないじゃないか。

「出力を上げて『活性化』させないと、きみの真価は見えてこないはずだ」

　また博士が意い味み深しんなことを言う。

　こっちがなにも理解できていないのに謎なぞばかり増やしてくるのは、本当に止やめてほしい。

「カァールディスはどんなエンジンで動いているんですか」

　博士が両手に花か瓶びんを握にぎって発電所のマークみたいな姿勢を取ったまま、振ふり返る。

「おや、そこらへんは説明してなかったかね」

「チョコには聞きましたが機密だと言われました」

　一いち瞥べつすると、チョコも博士と同じ姿勢を取ったまま無表情に私を見つめていた。

「なにか言いたそうな顔ね」

「私から説明することはなにもありません」

　と言いつつも視線を私から外すことはない。睨にらみ合いでロボットに勝てる道理はないので、こちらから折れて目を逸そらすしかなかった。

「ふむ。チョコが秘密にしているのだから、僕からおいそれと説明はできないな」

　博士が便乗するように言う。それ絶対順番おかしいだろ。できないな、で済ませるか。

　被ひ害がいは私にも広がっているのだから。

「カァールディスの大たい砲ほう」

「ＭＰ螺ら旋せん変へん換かん銃じゆう。発射の際はちゃんと思いの丈たけを込めて叫さけんだかね？」

「あれを撃うって地面が真っ青になっているのは、どういうわけですか」

　いや地面だけじゃない、とその場で靴くつを脱ぬぐ。そして右足の裏を博士に見せつけるように向けた。就しゆう寝しん前に確かく認にんしたのが最後だけど今も変わっていないだろう、私の足の裏は、『青い』。

　削けずれた大地と同様に、また火星の表面のように、怪かい獣じゆうのコアのように。青くなっていた。

「おぉ、やはりコクピット側がわにも漏もれていたか。後付けだからやはり嚙かみ合わない部分が出てくるものだな。模型のようにはいかんなぁ」

　腰こしを屈かがめて足の裏をまじまじ覗のぞき込みながら、博士が興味深そうに独ひとり言ごとを呟つぶやく。土つち踏ふまずの一部分だけとはいえ、この青は風ふ呂ろでいくら洗っても、肌はだを少々削けずっても失われることがなかった。私の根っこに侵しん食しよくしきっているかのようにだ。痛みはないし害も感じないけど、消しよう灯とう後にふと見ると、淡あわく、濡ぬれるように光っているので否いやが応おうでも気になって仕方ない。

「これは、あの大たい砲ほうを撃った影えい響きようなんですか」

「ＭＰ螺ら旋せん変へん換かん銃じゆう。その通りだ」

「……この青色、怪獣のコアの輝かがやきと同じなんですけど」

　私としては博士の顔面を蹴けるように、振り上げた足で大きく踏み込んだつもりだった。しかし博士は観察のついで、片かた手て間まのようにその問いに答える。

「源流が同じ、とだけ言っておこう。あまり知りすぎるときみが周囲から疎うとまれるからな、僕もそういう気配りは出来る方なのだぞ」

　片手間なのに、こちらに与あたえる衝しよう撃げきは重厚、目の端はしをぐらつかせるものだった。

　概おおむね予想していたとはいえ、そこまであっさりと認めてくると、こっちが鼻先を殴なぐられたようだ。認めてしまうと、自分の足の裏が得体の知れないものへと早変わりする。

　やっぱり、似たものなのか。じゃあ私の足は、怪かい獣じゆうになったのか。

　ゾッとしない想像だ。

「……相手の未知のエネルギーを利用して戦っているとか、よくあるやつですか？」

　すぐに思いついたそれを口にすると、博士が「ふふん」と鼻で笑う。

　本当に笑っているのかごまかしているのか、どっちだろう。

「悪いがそれ以上は機密というやつだ。なぁチョコよ」

　博士が足の裏の前から離はなれる。こっちも辛つらくなってきたので足を下ろす。靴くつを中ちゆう途と半はん端ぱに履はいたまま、博士の胡う散さん臭くさい後ろ姿に尋たずねてみた。

「本音を言うと？」

「発揮もできないものを説明してもつまらん。それに僕は博士で、先生ではない」

　だから自分のしたい説明しかやだ、と博士がワガママを存分に発揮する。

　この博士の下もとにいたら、ロボットのチョコでも悪い意味で自我を獲かく得とくできそうな気もした。

「説明は諦あきらめましたけど、これ、治らないんですか」

　ある意味そっちの方が重要だった。「無理だな」と博士が見向きもせず即そく答とうする。

　他人ひと事ごとだな、と憤いきどおりそうになったけどこの人なら自分がそうなっても平気そうだった。

「それよりも済まないがそこの棚たなの写真類を取ってくれるかね、片づけ忘れていた」

　入り口の脇わきに置かれた棚を博士が指す。確かに私が一番近いけどさ。

　こっちの願いを突つっぱねて自分の希望だけ押し通すのは……まぁ、自然な大人だった。

　無視するのも大人げないので手に取る。写真か。今となってはこうした映像記録も少なくなったけど、実家で何枚か見たことがある。大きな写真には古い都市の残ざん骸がいのようなものが映っていた。水すい没ぼつしているけど。

「人類の墓場にして揺ゆりかご、と語られる場所だよ。僕の出身地だ」

　写真立てを受け取りながら博士が説明してくる。

「もっともそれは怪獣の出現前の風景だ。今はもっと荒あらされているだろう」

　風ふ情ぜいのないやつらだと博士が毒づく。荒れるもなにも、崩ほう壊かいした旧文明の遺い跡せきにしか見えなかった。あれ以上崩くずれようもないと思う。なんて考えていると、博士が四つ目の鞄かばんを近くまで運んできた。

「荷物整理用のロボットでも作るべきだな、次回からそうしよう」

　腰こしに手を当てて上体を反そらしながら博士が言う。身体からだを伸のばすのが終わってから、外を見た。

　釣つられて私も向く。砕くだけた窓の向こうに、微かすかな光の兆きざしが見え始めていた。そして、月は今にも沈もうとしている。博士は朝日の予兆ではなく、月を見つめているようだった。

「最後に旅行したのは何十年前か。いやぁ、月の裏側がわの景色が懐なつかしいものだ」

　少々壮そう大だいな思い出を語ってから、博士が鞄を持ち上げる。

　大きな鞄は七つ。その中に、この研究室のすべてが詰つめ込まれているみたいだ。

「後はこいつを積み込めば完かん了りようだな」

　そう言って博士がチョコに鞄を運ばせようとする。そこでチョコは、一歩博士に踏ふみ込んだ。

「博士、トモカは私の友達です」

「ん？」

　唐とう突とつなチョコの発言に私が戸と惑まどう。一方、博士は「知っているとも」と平然と受け止める。

「友達です」

　チョコがなぜか言葉を重ねる。まるで、博士に訴うつたえているようでもあった。

　ロボットが？

　博士は「ほー」と、チョコの発言を理解したように顎あごを撫なで、にやっと口もとを曲げる。

「良い兆候だ」と呟つぶやいてから、その目を私へと移した。

「きみは今日の作戦とやらに参加するのだったね」

「えぇ、でも」

　乗って行ってしまうなら、どうにもならない。それはそれで、アリだった。

　責任を背負わなくていいなら、それに越こしたことはない。

「なるほど、ならばカァールディスは残していくとしよう」

「はぁ？」

　思わず声が裏返る。

「逃にげる際に使わせてもらうが、途と中ちゆうで乗り捨てよう。あとはきみが好きに使うといい」

「いや、あの……えぇと？」

　事態を理解できない。しかし、大人は私の疑問に応こたえてくれないものだった。

「きみはチョコの友達だからね。死なないに越したことはない。いいのさ別にこんなもの。私の傑けつ作さくはカァールディスなんかではなく、チョコなのだからね」

　そう言って、肩かたを軽く叩たたいてきた。

　励はげましているのか、なんなのか。博士が私の横をすり抜ぬけていく。鞄かばんをコクピットへと運んでいって、しかし三つ目の鞄を詰つめ込もうとしたところで顔に渋しぶいものが混じった。

「荷物が入りきらないな。チョコ、鞄の四つなら担かついでいけるな」

　ぼんぼこと、大きい鞄をコクピットから放ほうり捨ててチョコに言う。

　チョコはその転がってくる鞄を目で追いながら、小さく頷うなずいた。

「容易です。ですが博士、私はトモカに質問があります」

「ふむ。それはお友達同士の秘密の話かね？」

　人の頭の側そばをぽんぽん、軽快に話し声が飛び交かう。展開が早く、口を挟はさみづらい。

「はい」

　チョコが生き真ま面じ目めに頷うなずく。もう否定を入れる余地もなく、お友達らしい。

　いいのかなぁ、と今になっても尻しり込ごみがあった。

「ならば僕は席を外そう。カァールディスは走ればなんとかなる距きよ離りに放置するので、きみが回収に来るといい。縁えんがあればまた会おう」

　口早にそう告げて、博士がハッチを駆かけ上がる。軽快な足あし腰こしを持つ爺じいさんだ。

　気にすることが多すぎてついそんなところに注目していると、博士が最後に付け足した。

「僕たちは西の方に身を寄せるつもりだ。訪ねるときはカァールディスに乗ってくるように」

「はぁ」

　では、とハッチを閉じてしまう。そして少量とは言えない荷物とチョコを残して、カァールディスが動き出す。がっちょんがっちょんと、大おお股またで運動場を駆けて敷しき地ちの外へと逃にげていく。

　教官たちもあの機体を相手にしては下手に追えないだろうな、と思った。その右腕うでにぶら下がる大たい砲ほうの威い力りよくをアテにした作戦を展開しているのだから、それこそ、そいつが校舎にでも向いたらたまったものじゃない。それはつまり、博士が逃げおおせるということでもあった。

　そこまで考えて、ようやく。最初に持つべきであろう疑問に行き着く。

　なんで博士は、ここから逃げたのだろうと。

　鞄かばんを四つ、くくりつけるように背負ってからチョコが私と向き合う。

「トモカ、一つ尋たずねます。友達とはなんですか？」

　また難しいことを聞いてくる、この『おともだちロボ』は。
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　博士が以前言っていたとおり、カァールディスのパイロットとしての側面はオマケなのだなぁと、こうしてチョコと対話していると強く感じる。

　少し考えて、気難しく言ってみた。

「そこにいてほしい、と心を許すもの」

　ロボットへの説明で、こんなに抽ちゆう象しよう的でいいのか。

　だけど杓しやく子し定じよう規ぎな詳しよう細さいとか、そういった知識で機械に敵かなうはずもなくて。

　チョコが停止している。目の動きも止まっているように見えた。情報の処理中なのかな。

　エラーが出て口から黒い煙けむりでも吐はかないかと心配していると。

「理解しました」

　できたのか。かがくのちからってすげー！　冗じよう談だん抜ぬきに、それは驚おどろきに値あたいする。

　言った自分でもよく分かっていないのに。

「トモカの友達の定義は理解可能な範はん疇ちゆうにあります。しかしトモカ、私に心はありません」

「ん、あぁ、うん……そうなの」

　受け答えが出来るから、そんな印象がない。本当に、無愛想な人間みたいで。

　そもそも、『心がない』と自覚していることが、既すでに心の在り方ではないのかとすら思う。

　チョコが言葉を続ける。

「よってトモカには私向けの友達の定義を再構成することを希望します」

「え、そっち？」

　自分に合わせて考え直せと命じてきた。涼すずしい顔して堂々と横暴だ。やっぱり作った人に似てワガママだぞ、このロボット。或あるいは融ゆう通ずうが利きかないというべきか。自分本位で……そりゃあつまりワガママってことか。笑う場面なのか呆あきれるべきかと悩なやんでいると、チョコが背後を気にしたように一いち瞥べつする。博士に追いつくことを考えたのかもしれない。

　だからその後、チョコは話を切るように別れを述べてきた。

「トモカ、また会いましょう」

「あ……うん」

　相手は人殺しだぞ。

　血の通わないロボットだぞ。

　頷うなずいてから後こう悔かいに似た葛かつ藤とうが芽生える。その戸と惑まどいに答えを出す前にチョコは去って行った。

　というか、破は壊かいされた窓から飛び降りた。

　冷れい淡たんな態度を終始崩くずさないせいで、私の心を無機質に叩たたいてくる感じだ。

　酔よいそう。

　そんな私がこの後、するべきことは。

「……寮りように戻もどって、着き替がえる、かな」

　寝ね直すのは博士が言ったとおり危あやうい。かといって作戦の開始時間には食堂も開いていないし、それに、今の食堂に私の居場所はなかった。カァールディスに乗る度たび、私は足だけでなく日常というものも侵しん食しよくされていく。特別ではなく、これは孤こ立りつだった。

　人付き合いや愛想がいい方ではないから楽だと感じる面もある。でも、敵を増やしてまで一人でいたいとは思わない。自分が一人では生きられないことぐらい知っているつもりだ。

　そして、だから。私が向かうべき先は、寮の自室。ではなく。

「……いや違ちがう、違うな」

　腰こしが引けながらも、窓際ぎわに駆かけ寄る。追いかけるには、こうするしかなかった。

「受け止めて！」

　そう叫さけんで、飛び降りる。ひぇぇと落下しながら舌と目が回った。動転している間にあっさりと落下は終わり、そこそこの痛みに収まった。チョコの背中、正確には担かついでいる鞄かばんの上に落ちたみたいだった。一番上の鞄が程ほど良よいクッションとなってくれて、手足も動く。中に布ふ団とんでも入っていたのだろうか。

「ありがとね」

　礼を言いながら鞄の上を滑すべり落ちる。降り立つ運動場には日を遮さえぎる夜が染しみ渡わたり、踏ふみ込むと足首が凍こおりつきそうな冷え込みにまとわりつかれた。

「チョコ」

　名前をはっきり呼んだのなんて数えるほどしかない気がした。

　チョコは崩くずれた鞄かばんを担かつぎ直してから、表情を変えることなく応こたえてくる。

「なんでしょうか、トモカ」

　一連の流れにチョコはまったく動じない。微び苦く笑しようしてしまう。

「その……今度会うときには、もう少し考えてきなさいよ」

「なにをでしょうか」

「あだ名」

「了りよう解かいです。トモカのお気に召めす呼び名を提案できるよう努めます」

　間かん髪はつ入いれずに請うけ合ってくれた。頼たのもしいけど、なに、こういうときは少し間を空けるとか、笑え顔がおとか……感かん慨がいのないやつだ。情じよう緒ちよを解さない子だ。

　その方がらしいけどさ。

「あと、あんたに言っても意味ないかもしれないけどね……身体からだに気をつけなさいよ」

　他ほかに言えるようなことがなかった。チョコは無表情に頷うなずく。

「トモカの意思を汲くみ、各部のケアを怠おこたらないよう博士に提案します」

　生き真ま面じ目めな受け取り方だった。まぁそれでいいやと笑って、手を振ふる。

　チョコは、「おわっ」鞄を思いっきり放ほうり上げて、空手になってから手を振り返す。そして放り上げた鞄を軽々と受け止めて、今度こそお別れとなった。先さき程ほどと異なり、得体の知れない満足感のようなものを胃の底に感じながら、チョコを見送る。

「……んー」

　挨あい拶さつまでしておいてなんだけど今こん生じようの別れの気配を感じ取れないのは、また出会う予感に満ちているからだろうか。

　そうだといいと思う。

　出会うということはそのときまで、私が生きているということだから。

　かくして、おともだちロボことチョコはこの学校からいなくなったのだった。







　日が昇のぼる時間に作戦が始まるのは、敵性怪かい獣じゆうの行動が鈍にぶった時間を選んでのことだった。昼間でもいいのだがとにかく、夜間は避さけるべきである。あいつらは総じて夜の方が活発に動くのだ。夜行性であるという見方が強いけど、それだけでは説明できないなにかは常に感じていた。怪獣は夜以外のものに馴な染じんでいるように、私には思えるのだ。

　明け方に格納庫へ集められたのは、私を含ふくめて十数人といったところで、基地の規模から考えると結構な人員とロボットを割さくことになる。私が撃うって、その討うち漏もらしを始末するのが主な担当と説明を受ける。私のやることは現地におもむいて引き金を引く、それだけだ。

　朝方の騒そう動どうは当然、教官たちにも知れ渡わたることとなった。当たり前だ、あれで気づかないはずもない。でもなぜか私が機体を取り返したことになっていて、まぁ私が指示通りに乗って戻もどしたのだから間ま違ちがってはいないのだけど、一件をなかったことにして作戦を推おし進めようとする流れが出来上がっていた。機体さえ無事ならそれでいいのだろう。

　この作戦にも山やま百合ゆりが出てくるかと思ったけど、姿は見えない。まぁ今回の作戦は私が主役のようなものだし、脇わきを引き受けるなんてあいつとしてはご免めんなのだと思う。怪け我がの具合が思わしくないとか、そんな殊しゆ勝しような理由ではまずない。

　格納庫の隅すみで待機するカァールディスは、緒お方がた博士やチョコが伴ともなわないせいかどことなく不気味に思える。頼たよりなさも含ふくんでいた。

「あと、特別に参加を希望した方もいる」

　教官が妙みようにかしこまっているので、おや、と内心首を捻ひねる。

　その教官の視線の先、格納庫の外から聞こえる駆く動どう音のほうに目をやる。実技訓練の時間外なのに、カタツムリが外を走り回っていた。がっしょんがっしょん、一機で自主練でもしているのだろうか。冷えきった夜の残ざん滓しが肩かたを震ふるわせる明け方に、熱血を感じさせる力強い走り方が異物感を高めている。……はて、随ずい分ぶんと動きが達たつ者しやだった。多分私より上手うまい。関節の使い方に余よ裕ゆうがある。熟じゆく練れん者はトリガーを通じてロボットの肘ひじや膝ひざの存在を感じるらしいけど、正まさにそうしたシンクロを見せつけるような、滑なめらかな動きだ。

　走っていたカタツムリが突とつ如じよ、勢いよく前転する。かと思ったら途と中ちゆうで地面に両手を叩たたきつけて急停止して、逆立ちを始める。あんな動きのできるロボットじゃあないだろう、と目を剝むく。背負った海水タンクの中身と共にパイロットも回転しているだろうに、大だい丈じよう夫ぶなのか。

　逆立ちのまま、ゆっくりとだが前へと歩き始める。がぉん、がぉんと一歩ごとに機体が激しく振しん動どうして、歩みは緩かん慢まん。実戦での使い道は皆かい無むといっていい動作で、まるでカタツムリ自身が準備運動でもしているみたいだった。……で、あれがなんなのだろう。

「あちらの方も同行し、作戦に参加するそうだ」

「あちらって、どちら様でしょうか」

「学長だ」

　ガクチョー、と言われて最初ピンとこなかった。ややあって、学長と漢字を当てる。

　技術学校というぐらいだから、その長、経営者、責任者がいて当然といえばそうなのだけど、今までまったく意識したことがなかった。なにしろこの学校への入学なんて不定期だから、式典等々もない。そんなことをしている余裕はないのだ。一日でも早く技術を身につけて免許を得て、ロボット乗りを目指すのが私たちのここにいる意味というやつだ。

　教官が説明を打ち切って、機体に乗るよう指示してくる。私は整備担当の人に連れられて、奥の暗がりへと向かう。経費削さく減げんのためか、電でん灯とうも心こころ許もとない。明け方の日も届かない位置に佇たたずむカァールディスの顔にも馴な染じみがでてきた。「まぁ、よろしく」挨あい拶さつして乗り込む。

　ヘルメットや着き替がえは省いて着の身着のままだ。仰ぎよう々ぎようしい格好で機体に乗り込むのは苦手だった。なにより、装そう甲こうが砕くだかれるような状じよう況きようだったらなにを着込んでもどうにもならない。ヘルメットでは生存率が上がらないのは、先せん輩ぱいたちがほとんど喰くわれた場面やカァールディスに惨ざん殺さつされる現場に立ち会ったお陰かげでしっかりと学んでいた。

　搭とう乗じようしてからモニターの電源を入れる。機体の状態を一つずつ確かく認にんして、正常を示す緑色のランプに包まれる。チョコが最初に搭乗したとき、黄色と赤色がどうこう言っていた覚えがある。あれがシステムＣＯＳの発動というやつなんだろう。私が乗るときは発動している様子がないので、やはりチョコと連動しなければ機能しないのだと思う。そもそもチョコのお友達を探すというロボットに無理にくっつけたようなシステムらしいし。博士の言葉が真実なら。

　確認を終えて、深々と座り込む。足を下ろすと自然、右足の裏側がわを意識する。

　博士の無責任な否定通り、まったく収まる気配はなかった。

　今のところは色が変わっているぐらいで痛みがあるわけでもないけど、やっぱり不気味だ。本当に離り縁えんしたいなら足首から下を取り替かえるしかない。そういう手術も実際にある。でもなにしろ長年苦楽を……楽は多くないか……時間を共にした身体からだの一部を、簡単に捨てるのも忍しのびなかった。だから逃にげ場ばはない。足の裏はどこまで歩いても、私と共に影かげを踏ふむ。

　カァールディスを起動させたところで通信が入る。入り口に近い機体からのようだ。

『悪いがあんたは離はなれて現場に向かってくれないか』

　挨あい拶さつも省いて低い声が聞こえてくる。眉まゆはひそめたが、納なつ得とくはした。

　理由なんて考えるまでもなかった。

「分かりました」

『素す直なおだな。……済まんな、怖こわがっている連中も多いんだ』

　あんたもその一人でしょう、と言ってやりたかったが黙だまって通信を絶った。

　他ほかのカタツムリが全機外に出たのを確認してから、整備士の指示に従って機体を動かす。世界一かは定かじゃないけど、この周辺でもっとも頑がん丈じような隠かくれ家がは、ここを置いて他にない。

　その空間を独ひとり占じめして、よくもっと表立って批難されないものだと自じ嘲ちようする。

　私としてはそちらにもっと注目するべきなんじゃないかと、他人ひと事ごとのように思う。

　格納庫の外に出ると、他の機体に加えて逆立ちしていた学長さんとやらは既すでに遠くまで移動していた。急げとばかりにこちらへ手招きを見せてくる。性別すらまだ判明していないけど、元気そうな人であるのは間ま違ちがいないだろう。これから化け物の巣そう窟くつへ向かうというのに、あれだけの振ふる舞まいが出来るのは並なみの人間じゃない。神経が太いのか、頭おかしいのか。

　離れて移動しろと言われたので、外で待てばいいのかと突つっ立つ。しかし人間的にただ待つのは性分に合わないし、なにより、なぜ私がそこまで言うことを聞かなければいけないのだと、そんな憤いきどおりもある。私がなにをした、と言いたい。そしてチョコを僅わずかに恨うらむ気持ちもある。

　この機体に乗り込んでジッとしていると、なんだか、心がざわめくのだ。

「……離れていればいいんでしょ」

　屁へ理り屈くつを押し通せるぐらいの力は、この暴れん坊ぼうにあるのだ。

　練習の成果を試ためすことも含ふくめて、走る。そして跳ちよう躍やくしながら、変形を行う。咄とつ嗟さに変形して離り脱だつできるよう、数日前から練習を繰くり返していた。そしてこの後も必要になるのだから、今の内に予行演習しておくのも悪くないと思ったのだ。

　その練習の延長線上に見事辿たどり着き、変形して、地を走るカタツムリの頭上をかっ飛んでいく。これでも離はなれているのは事実だ、縦と横の違ちがいでしかない。身体からだを押し潰つぶされるような、前方から訪おとずれる抵てい抗こう感に耐たえつつも血をたぎらせていると通信が入った。文句かと目を細めると、ぱちぱちぱちと拍はく手しゆが聞こえてきた。そしてすぐに通信が切れる。間違いかと思ったけど、どうやらその賞賛で終わりらしい。

　なんとなく、学長さんかなと思う。茶化すような態度を取る余よ裕ゆうがあるのは、地上の中でもその人だけだと感じるからだ。他はみんな、怪かい獣じゆうの巣すへの襲しゆう撃げきということで命がけを意識している。教官の説明では何十体と大型を含めて集つどっていると聞く。殲せん滅めつできずに反撃を食らえば、生き残れる可能性は低い。私の場合はコクピットで身を固くしていればやり過ごせるかもしれないけど、できればそうした事態を招きたくないものである。

　指定された現場に先行して到とう着ちやくする。大分距きよ離りを取って着地を試みたが、変形解除が遅おそくて膝ひざから地面に落下して転てん倒とうする羽目になる。どうにも着地は苦手だった。コクピット内で跳はねて打った背中の痛みに目を瞑つぶって、耐たえながら仲間の到着を待った。

　程ほどなくして僚りよう機きが到着する。先頭を走ってきたカタツムリだけが距離を置かないで、カァールディスを観察するように機体を前まえ屈かがみとしてきた。……学長さん？

　他ほかのカタツムリには、隊長機から指令が飛ぶ。なんでも他のカタツムリが周辺の敵性怪獣も誘ゆう導どうしてきて、更さらなる殲滅を狙ねらうらしい。そのために私を置いて、他の機体が散開する。

　怪獣の数は、地表に見える範はん囲いでも大小含ふくめてざっと三十は超こえていた。魚型が周辺を無む軌き道どうに跳ねて、中心には人型の出来損そこないであるマーシュが二体。ワニ型は見かけないけれど、他は座学で見かけたそれの見本市だ。象型に、群生する虫型まで揃そろっている。これでは過去に存在した娯ご楽らく施し設せつである、動物園というところだ。

　二足歩行の生命体以外にああして関心を見せるのは珍めずらしい。

　周囲に都市があるわけでもないし、この土地になにがあるのだろう。モニター越ごしながら周辺の景色を見回してみる。周辺には農業地帯の跡あと地ちが広がっていて、その上を様々な植物が覆おおい尽つくしていた。混生する植物が荒あれた大地を包み隠かくして、草原、いやむしろ植物園の佇たたずまいを作り上げていた。敵性怪獣と私たちがいなければ、静せい寂じやくと平へい穏おんに満ちることだろう。

　その植物や地面を敵性怪獣が掘ほり返して、さながら巨きよ大だいな蟻あり地じ獄ごくを形成している。表ではなくその穴を覗のぞけば、更に数多くの敵性怪獣がひしめいていることもあり得る。

　そいつらを含めて消し飛ばすには、角度が肝かん要ようとなるのだった。

　敵性怪獣が警けい戒かいしない位置で待機したまま、大たい砲ほうの発射準備を進める。今度は破は壊かいすることなくコクピットからの操作で大砲のカバーを解除する。チャージに関しては前回の熱上じよう昇しようや足の裏への被ひ害がいを踏ふまえて、発射ギリギリまで待つつもりだった。

　後は他ほかの機体が怪かい獣じゆうを搔かき集めてくるのを待つだけで、欲張るなぁと思う。確かにこの大たい砲ほうは一度撃うつと冷れい却きやく期間が必要だし、なにより何発も撃ちたくないので纏まとめて消せるならそれに越こしたことはない。気がかりなのは、怪獣と源流を同じとするらしいエネルギーの塊かたまりが通用するのかということと、博士たちの不在だ。

　もし、あの人がこの作戦の結果を見据すえて逃にげたのなら、それは。

『ちょっといい？』

　いきなり通信が入る。聞き覚えのない女性の声に面食らっていると、脇わきに滑すべり込んできたカタツムリの動きが停止した。そしてハッチを蹴けり開けるように足が突つき出る。白い。足もお召めし物ものも真っ白だ。そのまま、着地の中間を挟はさまないで飛び降りてきた。羽でも生えているようにふんわりとした軌き道どうを描えがいて、重力から解放されたような動きはその機体の操縦とイメージを重ねる。

　降りてきたのは声と足から予想できるところの女性だった。

　年ねん齢れいは不ふ詳しようで私より大人ということしか分からないけど、綺き麗れいな人だった。

　こちらも一いつ旦たんハッチを開いて顔を出す。今日も風が強く、すぐに髪かみがばらけた。

　白く映はえる眩まばゆい長ちよう髪はつに、知性を感じさせるキレの良い瞳ひとみ。ともすればそこに鋭するどさを伴ともないそうなのに、そうした印象を払ふつ拭しよくする柔にゆう和わな口もと。計算されたような美しさだった。
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　まぁ顔の形を変えるぐらいは容易なのだけど、だからこそ地じ顔がおにこだわる人も多い。

　この人のはどれもこれも自然に見える。なのに、計算高さも感じてしまう。

　その笑え顔がおが私を捉とらえて、離はなしてくれない。

「えぇと」

　私の困こん惑わくを当然と受け取るように、女性が微笑ほほえんだまま挨あい拶さつしてくる。

「学長ですよ」

　朝焼けを吞のみ込むように背負いながら、純白の女性が立場を明かす。

　本人の口から学長と聞いて自然、腰こしが曲がった。

「あ、それは、それは」

　ついかしこまってしまう。偉えらい人だ、いや偉い人は確かだけどへりくだる必要あるのかな。

　学長に対する情報はなにか、名前ぐらいは思い出せないものか。

　……名前は確か、ウシロ……そう、宇う白しろ潤じゆんだったはず。

　寮りようのどこかでその名前を一度だけ見た覚えがあった。そして字じ面づらから男性を想像していた。

「あなたがカァールディスのパイロットの、永なが森もりさんね」

「あ、はい」

　そう特定するということは、やっぱり私に用事なのか。

「一度会ってみたかったのよ」

　私を見上げながら、にかーっとする。上品な微笑みより、そちらの方が自然だった。

「はぁ。……学費は納めていますけど」

　私の弱気な呟つぶやきは風に紛まぎれて聞こえなかったようだ。一方、学長の声はよく通る。

「以前、永森船長とお目にかかったことがあるわ。娘むすめさんが二人いるとは聞いていたけど」

　父の存在に触ふれられて、内心どきりと胸が痛む。交友関係広いのも困りものだ。

「……姉の方です」

　学長が口を閉じるようにして微笑む。なぜそこで笑う、と内心疑問だった。

　ひねくれ者の私には、その笑顔を真まっ直すぐ受け取る器量はない。

　それはいいとしてこの人、なんだかホカホカしていた。湯気の立ち具合や頰ほおのうっすらとした紅潮から、風ふ呂ろ上がりなのは明白だ。朝風呂なんて開放されていないはずだけど、学長権限かな。いや、寮生の共同風呂に入るはずないか。別個用意されていると見る。

　私の視線から感じ取ってか、学長が豊かな髪かみを搔かき上げながら言う。

「私はロボットとお風呂が大好きなの」

　湯気とカタツムリを交こう互ごに眺ながめて、そのままだと深々納なつ得とくしてしまう。

「あなたが羨うらやましいわ。こんな素す敵てきなロボットに乗る資格があるんだもの」

　学長がうっとりしながらカァールディスの爪つま先さきに手を触れる。

　資格？

　あるのか、そんなもの。

「このロボットのデザインと彩さい色しきは私が担当したのよ。気に入ってくれた？　ルリカケス、というかつて存在した鳥を参考にしているのだけど」

　こんな派手な色にして、機能性を無視するのはいかがなものかと思う。

　目立って怪かい獣じゆうに目をつけられたら、乗っている方としてはたまったものじゃない。

「じゃあ、学長が乗ればいいんじゃないですか？」

　私には資格なんて絶対ない。なにしろ、無免許なんだぞ。いや一応、仮かり免めんか。

「この機体は未来ある若者に託たくすべき、と博士も仰おつしやっていたわ」

　そんな殊しゆ勝しようなこと、あの博士が言うはずないと思う。

　博士といえば、と学長に意向を求めるために話を振ふった。

「その博士がここから逃にげたんですけど、知ってますか」

「研究のための移転と聞いているけれど」

　それを鵜う吞のみにするような性格には到とう底てい思えない。

　それに、噓うそだと思った。夜逃げするくらいだから、誰だれにも伝えるはずがない。

　この人にもなにか、薄うす暗ぐらい事情があるように勘かんぐってしまう。

「この作戦、本当に実行していいんでしょうか」

　学長がどこまで関かん与よしているか分からないけど、尋たずねてみる。

「あなたは危険を感じるの？」

　興味深そうに口もとに手を添そえながら尋ね返してきた。試ためすようでもある。

「正直、かなり」

　遠くで蠢うごめく怪獣を一いち瞥べつする。敵性怪獣の襲しゆう来らいの理由は解明されていない（とされている）。一いつ般ぱん的にはそうで私も勿もち論ろん知らないけど、今ああして集つどう姿を見ていると初めて、その目的に触ふれるような気さえする。怪獣たちの祭りのようでもあった。

「反はん抗こうするなら暴力を振るいなさい。それだけの力はあなたに与あたえられているわ」

　暴れてでも反対して逃げろ、と無免許の訓練生に勧かん奨しようするのかこの人は。

「力があるというのは可能性よ。捨てるのも、抗あらがうのも、流されるのも自由になるもの」

「……そう、ですか」

　学長は自分に力がないと思っているのか、私を否定することも、作戦に反対することもない。

　いいことを言っているようで具体的なものがないので、詐さ欺ぎにでもあっている気分だ。

「若者よ、よく学び、よく考えなさい」

　最後に学長気取り、気取りも変か、そんな言葉を残してカタツムリに乗り込む。

　そうした態度も含ふくめて、そのすべてに、拒きよ否ひ反応が起こる。

「……うそくせー」

　あまりに曇くもりのない笑え顔がおだからこそ、疑ってしまう。

　でも学長の言うとおり、今の私には誰だれよりも速い機体が相棒となっている。逃にげ出せば止められるものはいない。なりふり構わないで逃げてしまった方が、確証はないけれど、と汗あせばむ手のひらと共に粘ねばついた空気を感じる。思考が淀よどみ、胃が重力で黒く凝こごり固まる。

　しかしそうしている間に他ほかの機体が怪かい獣じゆうを誘ゆう導どうしてきて、考えている時間はなくなる。

　土ど壇たん場ばに来て考え出すからだと、昨日の自分を恨うらんだ。

　ここで『やっぱ止やめマース』と逃げる道、『嫌いやな予感がする、こんなところにいられるか！』とやっぱり逃げる可能性。どう考えても、今までの繫つながりというか道程をすべて放ほうり出す覚かく悟ごが必要になる。その決断に迫せまられて、しかしちゃぶ台返しに辿たどり着くこともできず。

　結局、流されるままに大たい砲ほうを構えることしかできなかった。

　中央の敵性怪獣たちが乱れる前に、いよいよと大砲を水平に保つ。手はずは整えてあるので、チャージを開始して発射するだけだ。ただし怪獣たちのこさえた穴の深さは未知数なので、このまま撃うち込んでも怪獣をすべて巻き込めるかは保証できない。前回、テストケースとして発射したその軌き道どうを思い返すと、大砲から放たれるエネルギーの塊かたまりは縦より横に広い形を取っているようなのだ。

　だから、撃ち方の理想は。すべてを巻き込むための目標ポイントを、睨にらむ。

「エネルギー、充じゆう塡てん……百二十パーセントって、絶対噓うそだろ」

　高まるコクピット周りの熱に辟へき易えきして足を引っ込めながら、モニターの表記に目を細める。あの博士の趣しゆ味みに決まっている数値の高まりを睨みつけて、充塡完かん了りようの文字が胸を打つ。

　大砲に満ちて表面を走り抜ぬける、その青白い輝かがやきに目をやってから。

「我が力……か」

　それは普ふ通つうの意味と異なり、私自身もその奔ほん流りゆうの一部とされてしまうようにも聞こえる。

　右足の裏側がわは、その始まりに過ぎない気もした。

　だけど今いま更さら、引っ込みはつかない。私は、流されることを選んでいた。

「開始します」

　僚りよう機きにそう告げて、私は植物を踏ふみ潰つぶす。大きく蹴けって、跳ちよう躍やくした。

　先さき程ほどと同じようにすればいいと、焦しよう燥そうして躍動する心臓を握にぎるように落ち着かせて。

　再び、カァールディスを変形させる。

　こうした撃ち方が想定されていたのか定かじゃないけど、変形しても大砲が機体に接せつ触しよくして動作不良を起こすことはない。溜ため込んだ莫ばく大だいなエネルギーと共に、その熱がコクピットを侵おかすのを耐たえ抜きながら、大空を飛ぶ。超こえるように舞まう。ぐるんと、渦うずを巻くように大穴の上空めがけて飛ひ翔しようした。そして敵性怪獣が空飛ぶ異物に注目を集めている、その瞬しゆん間かん。

　変形を空中で解除して、大砲を真下に向ける。

　両腕うでを広げても摑つかみきれない大地が、今はまだ遠くに私を迎むかえた。

　一瞬の浮遊の後、がくんと、コクピットが揺ゆれて寒気が走る。

　胸から下がちぎれて遠くへ行ってしまうような頼たよりなさに、怖おじ気けづきそうになる。その自由落下の不安定さと敵性怪かい獣じゆうの宴うたげが視界というモニターを塗ぬり潰つぶし、思わず叫さけぶ。

「あお、ぶぇうぇあとにかくしねぇぇっぇえええええ！」

　格好つけようにも数秒の間の出来事だし、とにかく魂たましいは口から出たがるばかりだった。

　青い線、地の線、そして、紫むらさき色に歪わい曲きよくする糸の束を想起しながら、穴の中央を狙ねらい定めて、引き金を引く。大空を超こえて、大地を貫つらぬき、新たなる次元をえぐる。

　強いイメージと共に、あの青き光が地の底めがけて放たれた。

　音もなく真まっ直すぐ進む光の塊かたまりにモニターが奪うばわれる。放った衝しよう撃げきからか一いつ瞬しゆん、機体が空中で停止した。しかしその光を雲のように抜ぬけたところで、現実が襲おそいかかる。このままでは当然、私もカァールディスと共に地底へ真っ逆さまだ。血の気が引きながら、蒸むし焼やきになりそうな熱さのコクピットの中で下した唇くちびるを嚙かむ。嚙みしめて、「ふんぬば！」と操縦桿かんを握にぎりしめる。

　操縦桿は手て汗あせにまみれていて、危あやうく滑すべって離はなしそうになり背筋が凍こおりついた。慌あわてて、無我夢中に、歯を食いしばって上を向く。ここを逃のがせば生き埋うめになるしかない。

　光が届く間に、空に戻もどらないといけなかった。

　怪獣は地表含ふくめて消し飛んだと信じて、大穴への落下中に変形を果たす。横幅はばに余よ裕ゆうのある大穴が出来ていたので、変形自体に問題はなかった。しかし、と地表から差し込む心こころ許もとない光に映る、穴の様子を見回す。こんな方角に撃うってしまって、別の地表に穴でも空いていないだろうか。そこで被ひ害がいが出ていたら、とゾッとしない。

　そんなところまでは責任取れない、知らんと穴の底から顔を逸そらす。壁かべが崩くずれて埋うまっては一大事なので、早々に地表を目指して飛び始めた。飛べる、というのは行動が縦にも広がり、なるほど学長の言うとおりに可能性が広がるものだと実感する。

　後は地上に出て、真っ先に足の裏を確かく認にんするだけだ。

　そういえば、なぜ、靴くつを通り越こして私の足に色がついたのだろう。

　この青色の意味は、なんだ？

　ぞくりと、背筋が震ふるえる。

　と。

　それが、単なる疑問への恐きよう怖ふだけではないと、音が。振しん動どうが、私に知らせてくる。

　まるで胃が蠕ぜん動どうするように、左右の土の壁が震え出す。

　思わず振り向いた瞬間、目を疑う。土の塊が地の底から迫せまり来ていた。

　噴ふん火かのように土が迫せり上がってくる。その奔ほん流りゆうに翼つばさを吞のみ込まれて飛行を妨ぼう害がいされて、頭が真っ白になる。右のこめかみが引きつったまま、土の噴射に吞み込まれた。

　装そう甲こう越しに土の質量を背中に錯さつ覚かくする。押し上げられて、首を痛める。その激痛に顔をしかめている間に、浮き上がった機体が落下を始める。なにが起こった、と周りを気にしている余裕もなかった。噴き出した土砂に弾はじき飛ばされて、更さらに、摑まれる。

　流れに逆らって飛び立つことも叶かなわず、土ど砂しやに巻き込まれて、再び穴あな蔵ぐらへと落ち込む。

　叫さけぶこともできず夢中で操縦桿かんを引いて上じよう昇しようしようとするも、カァールディスはそれに応こたえることなく土の滝たきへと埋まい没ぼつしていく。ぐるぐると機体が回って、現状把は握あくどころではなくなった。

　穴へ舞まい戻もどる土と共に落下していく。一体なにが起こってそうなったのか知る術すべもなく、危機だけが迫せまり来る。手を離はなした風船のように機体の操縦が不能となり、やっと僅わずかな自由を得る頃ころには光を見失っていた。土砂の流れる轟ごう音おんに包まれて、悲鳴すら搔かき消されていく。

　このままじゃあ、と喉のどの奥が震ふるえる。自分にできること、と右う翼よくを睨にらみつけた。

　濁だく流りゆうの中で変形を解除した後、冷れい却きやくも済んでいない大たい砲ほうを構える。悪あがきであることを承知しながらも再チャージを開始した。私はこれまで、この機体の規格外の力に驚きよう愕がくし、そして助けられてきた。今度もまた、奇き跡せきを、と前まえ屈かがみにすがりながらモニターの警告に抗あらがう。

　焦あせりが大きな衝しよう動どうを生み、私を突つき動かす。機体の加熱も含ふくんだチャージ期間を辛しん抱ぼうできないまま、指が動く。焦しよう燥そうのもとに集つどった青白い光を、最後の抵てい抗こうとして目の前に突き出す。

　大半の土は一いち撃げき目で吹ふっ飛ばしたのだから、決してこの量は多くない。

　どうにかできるはずなんだ、と己おのれを鼓こ舞ぶしながら構えた光に一いち縷るの望みを託たくす。

　熱を帯びるコクピット。いつもなら逃にげる足もとを敢あえて踏ふん張らせて、共に抗う。

　行け、と叫んで不完全な光の塊かたまりを押し出した。

　光は離れ往ゆく私を見下ろすようにその場で留とどまり、土を嚙かみ砕くだいていく。

　けれど一いつ瞬しゆんだけ搔き消された土が、瞬またたく間に周辺から湧わき出て復活する。

　光の玉も食らい尽つくす、生物の群れが差し迫せまるようなその構図に、寒気が走った。

　結果として私の最後の抵抗は青色の粒りゆう子しを機体周辺に撒まき散らして、そのエネルギーの塊が眼前の絶望を淡あわく照らすだけとなっていた。その光すら共に押し流そうと迫る土つち塊くれに、私は、降参する。

　もう打つ手はなかった。この落下の中でも故障していないカァールディスは流石さすがだけれど、乗り手が私ではその性能を十全に活かすことはできなかった。過去にいたような世界的なピアニストにも、そして私にも手にはそれぞれ五本ずつの指がある。だけど私がピアノを満足に弾ひくことができないのと同様に、適性や資質というものは必ずあるのだった。

　その適性が私にあるなんておだてられて、でも今、どうすることもできない。

　火星を見上げることもできない地の底が、私の死に場所か。

　怪かい獣じゆうに食われるわけでもなく、なんとも地味な巻き込まれ方で終わるものだった。

　こんなものかな、と自分の成績を顧かえりみて自じ虐ぎやく的に笑う。

　笑う。

　泣く。

「あ？」

　引きつった頰ほおの上に、温かいものが満ちる。

　目を覆おおうように大おお粒つぶの涙なみだが滲にじんで、そうなると頭がどこかへ飛んでもいられない。

　否いやが応おうでも、自分の本音がその水面に浮かぶ。

　死にたくない。

　死ぬ前から土の下に埋うもれて、少しずつ消えていく命を自覚しながら弱って、最後の刻ときに空気を吸うことも叶かなわない。長々と、細々と環かん境きように殺されていくなんて絶対に嫌いやだった。

　叫さけんでいた。涙が溢あふれると同時に、悲鳴をあげる。

　死にたくない、死にたくない、嫌だと。

　聞くに堪たえがたいほどの絶ぜつ叫きようがコクピットの壁かべに跳はね返る。

　勿もち論ろん、誰だれも応こたえてはくれない。

　私はそのまま醜しゆう態たいと共に土の下へと消えていく。

　消えていく。

　はずだった。

　その絶叫の『隙すき間ま』を見つけたのは、そのときだった。

　落下と、土流と、私の悲鳴。

　耳みみ障ざわりな三つの音の奔ほん流りゆうに感覚が溶とけていこうとする、その寸前。

　音を聞いた。

　現実逃とう避ひの中で急速に死を迎むかえていこうとした私は、その微かすかな音に引き寄せられる。

　溺おぼれて生死の際きわにある中で、ふと、川底に綺き麗れいな光るものでも見つけたように。

　ぼこ、ぼこと。

　その音を、一ひと際きわ特別に聞き分ける。

　気づけば私は悲鳴も忘れ、モニターの映す青白い世界のある一点に目を注いでいる。変わらない、迫せまり来る土の波だ。だけど、確かに聞こえた小さな音に導かれて、そこだけを見続ける。

　ちぎれた命の綱つなである操縦桿かんからも手を離はなして、無防備に。

　不思議と、恐きよう怖ふは忘れていた。

　死ぬ前はそんな風に心が透すき通っていくのかもしれない。

　そんなことを、他人ひと事ごとみたいに澄すまして考えていると。

　土の流れに乱れが生まれた。

　一部分が盛り上がり、弾はじけて。

　音が、迫せまる。

　最初に生えてきたのは右手だった。

　直後に左手も見えて、大きく一ひと搔かき。

　それは墓を突つき破って這はい出る亡もう者じやのように勇ましく。

　そして、雲を分けて降臨する天使のように、白く。

　土つち崩くずれを搔き分けたそれが残留する青白い光に照らされて、その姿を露あらわにする。

　ちょ。

「ちょ、」

　チョコだ。

　チョコだ！

　チョコが、降ってきた。

　幻まぼろしに苛さいなまれているのか。判別がつかないまま、冷れい徹てつな表情のチョコが動く。生身で落下、生身？　のチョコがカァールディスの左さ翼よくに触ふれる。モニター越ごしではあるけど、その小さな指に力を込めると、カァールディスの装そう甲こうを貫かん通つうするのが見えた。こいつの装甲に明確な傷がつくのは初めて見たのではないか。信じがたい出来事、展開に目を見張ったまま固まる。

　チョコはそのまま翼つばさを摑つかんで、カァールディスを捻ひねり上げるようにしながら移動する。右側がわの斜しや面めんへと身体からだを寄せて、自身の足を叩たたきつけて埋うめ込む。そして、踏ふん張る。

　まさか、吊つり上げて、止めるつもりなのか。

　あり得ない、と目を剝むいたままその行動を見守るしかなかった。

　チョコの埋まった足が土をえぐり、カァールディスと共に沈しずんでいく。そうして勢いが止まらないとみるや、チョコはその両腕うででカァールディスを摑み、振ふりかぶる。振りかぶる？　カァールディスを、持ち上げている！　そしてゆったりとした軌き道どうながらも壁かべに「うわっちょ、うぁいって！」叩きつけて、コクピットごと激しく揺ゆさぶられる。

　カァールディスも土の中に半ば埋め込まれる形となり、コクピットへの甚じん大だいな衝しよう撃げきをもたらしながらも速度を失っていく。胃の中の物を吐はく暇ひまもないほどに全身が跳はね上がる中、緒お方がた博士のあの言葉の意味を思い出し、そして目まの当あたりにしていることを自覚する。

　私の最高傑けつ作さくは、カァールディスなんかじゃなくてチョコだ。

　そうして長い時間、揺られていた。

　土つち崩くずれが収まってモニターが死んだように暗黒を映すようになってから、コクピットの外で音が聞こえた。その音に気づいて惚ほうけた目の焦しよう点てんが合う。涙なみだを拭ぬぐう。こちらで操作しようにも外も土が詰つまっていて受け付けない。弄いじくっても、他ほかの部位も動く様子がなかった。

　席から離はなれて、未いまだ過熱されているコクピット内を押すようにハッチへ近寄る。向こう側がわに音を聞きながら、なんとか開かないものかとこちらからもハッチを叩く。開いてしまえば外の土がどうなるのかということも深く考えないで、とにかく、そうしなければと思った。

　その叩く音が重なった直後、ハッチから抵てい抗こう感が失われる。直後、外側から力尽ずくに開かれて、土と共にチョコがなだれ込む。その土に私が流されている間、チョコは入り込む土ど砂しやで内部が埋まるより早くハッチを摑み、無理矢理に押し上げる。土が間に挟はさまってハッチが閉じきらないと、その土を冷静に殴なぐって外へと流して、とうとうハッチを閉じきってしまった。

　即そく座ざに窒ちつ息そくがなくなったことに安あん堵どして、腰こしが抜ぬける。左側の壁に寄りかかり、へたり込む。

　服や髪かみを土まみれとしたチョコはいつもと同じ無表情で、息一つ切らしていない。

　当然だけど、行ったことの豪ごう快かいな部分と比ひ較かくすると、笑うしかなかった。

　私の前にチョコがやってきて屈かがむ。土にまみれたチョコからは乾かわいた匂においがした。

「トモカ、無事ですね」

「う、うん。うん」

　気も半ば動転して、何度も頷うなずくことしかできない。そんな私を見ながら、チョコは。

「トモちゃんでどうでしょう」

「は？」

「博士と移動中に愛あい称しようを検けん討とうした際、最適な案を構築しましたので提案に来ました」

　そう語るチョコの調子に、ほんの僅わずかだけど活気めいたものが混じるように感じるのは私の気のせいってやつだろうか。チョコが前まえ屈かがみになって、私の反応を待っている。

「……え、それ言うために戻もどってきたの？」

「博士を送り届けた後、優先するべき命令はありませんでした」

　走って戻ってきたというのか、本当に、それだけのために。

　こんな穴の底まで、飛び込んできて。

　見るとチョコの指の表面が剝はげて、内側がわを露ろ出しゆつさせている。そこに黒い土が混じり込んでいた。その手を取ると、チョコが「外面に軽けい微びの損傷」と自身の状態を淡たん々たんと判断する。

「救助に必要な時間が不足していると判断し、被ひ害がいを度外視して効率を優先しました」

　チョコは平気にそんなことを言う。私を助けるために、少し無理をしたと。

　多分、本当に自分の考えたあだ名を伝えるため、それだけの用事で。

「………………………………………」

　その細く、少し固い肩かたに手を載のせる。チョコが無表情に、私の腕うでを見つめる。

　言って、伝わるだろうか。いや、私が伝えたいんだと、口を開く。

「ありがとう」

「友達なら当然のことです、トモちゃん」

　臆おく面めんもなく、あるはずもないけど、チョコが抑よく揚ようなく言う。

　……ともだちって、さぁ。私とあんたがなにをしたというのか。

　出会ってから長くないし、出会い方も酷ひどいものだったし。

　それなのに。

　その朴ぼく念ねん仁じんな態度になぜか涙るい腺せんを震ふるわされて、危あやうくそのまま泣いてしまいそうになる。それは昔に使っていた文ぶん房ぼう具ぐに残る、幼い自分の名前を見たときのような感傷を引き起こす。

　目の前の女の子は、生きていない。生き物じゃなく、物だ。

　だけどその物に宿る、霊れい魂こんじみた白い情念が時として激しい揺すさぶりをもたらす。

　鼻に来るツンとしたものをごまかすために、チョコの髪かみに入り込んでいる土を払はらう。見ると額にも傷が多かった。傷から血が流れないことが不思議なほど、人間然とした美しさが私の間近にあった。それと瞳ひとみの上にも土が積もっている。まばたきしないからだ、とそっちも拭ぬぐった。

「感謝します、トモちゃん」

「……う、うん」

　チョコが操縦席を一いち瞥べつする。

「トモちゃん、操縦の交代を提案します」

「いいけど、そのトモちゃんっていうのは、」

「次案としてはトモちんを用意してありますが」

　そのチョコの表情に自信のような艶つやが浮かんでいるのは、きっと、目の錯さつ覚かくなんだろう。

　私の歯切れ悪い返答を受けてか、チョコが顔を近寄せて迫せまってくる。

「不服でしょうか。多数に採用されている名めい称しようの方が受け入れやすいと判断したのですが」

　きらきらと、つやつやとした目が私を無自覚に攻せめる。

　相手がロボットでも返事にすごく気を遣ってしまうのは私がアホなのか、見た目故ゆえか。

「不満はないけど、恥はずかしい、というか。慣れないっていうか」

　それどころじゃないとも言える。

「そういう話は外に出てから、ってことでどう？」

　出られたら、という弱音を隠かくしてチョコに返事する。

「了りよう解かいしました。では判断を保留し、暫ざん定ていトモカとします」

「あ、うん」

　本名を暫定されても困るのだけど。それから、土の匂においが現実を知らせてくる。

　ここからどうするつもりなのか。

　それに地表はどうなっているのだろう。

『なにか』が上へ飛び出ていったようなのだけど。

　チョコが操縦席に座る。剝はげた指が曲がるとより機械的な面が露ろ出しゆつして痛々しい。

　しかし操縦達たつ者しやなパイロットに代わっても、埋まっている以上はどうしようもない気がする。

　大たい砲ほうだって無理な発射のせいでどんな弊へい害がいが出ているかも定かじゃないし。

　そうした状じよう況きように押し潰つぶされそうになりながらも、落ち着き払はらっているチョコを見ていると叫さけび出したくなる自分が萎しぼむのを感じる。私はこの少し極きよく端たんな性格の女の子に、すっかり、救われてしまっているようだ。

「出られるの？」

「シミュレート結果では、およそ三年間作業を継けい続ぞくすれば地表への脱だつ出しゆつが可能です」

　あ、死んだわ。意外と短いけど死んだわ。チョコだけでも助かるなら、まぁ、いいのだけど。

「ですが、トモカの生命維い持じを考こう慮りよして不可能と判断します」

「あ、分かってた」

　そもそも三年間も補給なしに動けるはずがないと思う。

「トモカの救助を優先した場合、この出力では地上への帰き還かんは不可能と判断します」

　一見、否定の上乗せに思えるチョコの言葉に違い和わ感が混じっていた。

　その疑問に辿たどり着く前に。

　だから、とチョコの口が動いたように見えた。

　コンソールに触ふれる指先がリズムを刻むように、軽快に、跳はねる。

「エンジン抑よく制せい、解除」

「チョコ？」

　チョコがなにかを設定した直後、カァールディスが震ふるえた。

　身震いするように。或あるいは、胎たい動どうのように、コクピットが揺ゆれる。

「ＭＰ粒りゆう子しの反発を確かく認にん、出力規定値まで上じよう昇しよう」

　賑にぎやかに表示を追加していくモニターを目で追うのも間に合わず、チョコが理解できない言葉を並べていく。だけど静かなその物言いと連動して再起動していくカァールディスの振しん動どうは、なにかが始まる予感だけを膨ふくれあがらせる。

　そのチョコが顎あごを引き、正面を見据すえる。

　ロボットに似つかわしくない意を決したような仕草の後、操縦桿かんを握にぎりしめて。

　チョコが、覚かく醒せいを促うながした。

「システムＣＯＳ、起動」

　宣言の直後、応こたえるようにコクピットの上部や壁かべを走る血管のような跡あとに、青色が注がれる。駆かけ抜ぬけて巡めぐるそれのもたらす光に包まれて、コクピット内の私たちもまた、青に染まる。

「トモカ、手をこちらへお願いします」

　変化に戸と惑まどっていると、チョコが手のひらをこちらへ差し出してくる。フレームを剝むき出しにした指の痛々しさも気にならず手を載のせると、チョコが私の手を摑つかんできた。それから、前へ向き直る。その頭が僅わずかに上を向き、様々な壁かべを越こえて空を睨にらむような態度を見せた。

「少し傾かたむきます。トモカ、手を離はなさないでください」

「え、」

「発進」

　チョコの静かなる命令と対照的に、その一歩は派手に機体を揺ゆらすものだった。

　カァールディスが、動く。モニターの暗くら闇やみが歪ゆがみ、ずるりと。前へと抜ぬけていく。

　青白い光が散布されるように眼前を照らすと同時に、急激な加速を開始した。

　口を半開きにしていた私が急発進に舌を嚙かむ。その痛みに涙なみだを小さく浮かべて口もとを押さえている間に、カァールディスが本格的に動き始める。土つち塊くれの中に埋うもれながら強制的に変形を果たして、一気に、その間を貫く。チョコがやったことを正反対になぞるようだった。

　さっきまでどれだけ動かそうとしても身じろぎできなかったのに。

　エンジンの抑よく制せいを解除したと言っていたけど、これは、と息を吞のむ。

　高出力で無理矢理に土を搔かき分けていくと当然、こちらへの反動も酷ひどいものがある。チョコが私の手を摑んだ理由にも納なつ得とくしながら、ジッと身を固くする。それでも必死にその手にすがって堪たえていなければ、コクピットの中を跳はね回っていたことだろう。そうでなくとも後ろに引っ張られすぎて肩かたが抜ぬけそうだった。途と中ちゆうからは手どころかその腰こしに抱だきついてしまう。

　下手をすると私より細いその身体からだは、固く、冷たい。

　そのチョコに異変が起きていた。一度目はなんの気なく見過ごし、すぐに見直す。

　チョコの髪かみが先せん端たんから徐じよ々じよに青くなり始めていた。

　思わず手に取る。上部からの光ではなく、髪そのものが変色している。

　私の足の裏と、同じように。淡あわく、青く発光していた。

「チョコ、これ」

　チョコが横目で自身の髪を一いち瞥べつする。熱のない瞳ひとみは、変質すら冷れい淡たんに捉とらえる。

「侵しん食しよくされていますが問題ありません。頭とう髪はつは付け替かえ可能です」

　夢も希望もない解決法を平然と述べてくる。それより侵食ってなに。なんとか粒りゆう子しの影えい響きようというやつなのか。それが一体なにを意味するのか。目を剝むくも、チョコはなにも答えない。

　揺ゆれが激しくなり、私もまた質問するどころではなくなった。顔を伏ふせ、チョコにすがる。

　途と中ちゆうからは私が初しよ撃げきで地面を吹ふっ飛ばしたこともあり土もなく、一気に上じよう昇しようしていく。機体は真上を向いて、私は重力に縦から引き裂さかれそうなほどの……と思いきや、不思議と重力の抵てい抗こうを感じづらい。むしろ身体が少し浮くような感覚すらあった。その緩ゆるやかな重力ともいうべきものに違い和わ感を抱いだき、同時に、自分の五感が摘つままれて引っ張られるようでもあった。

　自分の身になにが起きているのか。カァールディスがなにを為なしているのか。

　分からないままに状じよう況きようだけが広がって、不安ばかりが押し寄せる。

　そうして全速力で駆かけ抜けた暗くら闇やみが終わり、目指す穴の終点は、青い。まるで海中から見上げるように、青い世界に光が浮かんでいた。カァールディスの青色と同じだ。

　その青を貫つらぬいて、外へと遂ついに帰き還かんする。チョコはそのまま一気に、空を目指した。

　穴を覆おおっていた青色よりも薄うすく広まった青空を旋せん回かいする。その間、私はモニター越ごしに映る景色を確かく認にんする。そして思わず目を疑う。大穴の周辺には、海が出来上がっていた。

「ふ、わぁ……」

　具体的な言葉を失う。感情が尾おを巻くように、短く漏もれるばかりだった。

　正確には青色の液体が周囲に溢あふれて、海のような景色を作り出している。水みず溜たまりと言うには慎つつましさに欠ける、大きな、大量の液体が地に満ちていた。それによって大穴は過去の記録に存在する、ブルーホールと呼ばれる地形のようになっていた。

　その青色と混じって潰つぶれたカタツムリは、津波の被ひ害がいに遭あったようでもある。全ぜん滅めつというわけではないけれど、結構な数がその被害から逃のがれられなかったようだ。そして残ざん骸がいが散乱する中、一機の無事な機体がこちらに向けて腕うでを振ふっている。救難を求めるように両腕を交差させていた。チョコはそれを一いち瞥べつして、すぐに前に向き直る。気持ちよく無視するみたいだった。

　が、その空気を察したように通信も入る。チョコが取らないのでやむなく私が受けた。

「はい」

『ちょっと来てほしいの』

　学長の声だった。あの腕うでを振ふってこちらを向いているのがそうらしい。

「その声をウシロジュン学長と判断します」

　チョコも反応を示した。顔見知りみたいだ。『あらチョコもいるの』と学長が言う。

『まぁあなたは興味ないだろうけど、友とも香かちゃん。なにが起きたか知りたくない？』

「知りたいです、すごく」

『なら一度下りてきなさい。急いだ方がいいと思うわ』

「分かりました。チョコ、」

　通信を絶ってから振り向くと、チョコも私を見つめていた。ジッと。いやあの、ぶつかるものが少ないとしてもちゃんと、前を見て運転してほしいのだけど。

「トモカちゃんが適切なのですか？」

「え、なに？」

「先さき程ほど、ウシロ学長がそう呼びましたが異議を唱えませんでした」

　状じよう況きようには興味ないくせに、そんなところに食いついてきた。こんなときに、と面食らう。

　自分の提案したあだ名を蹴けっているのにそれはいいのか、と責められている気さえする。

　そうなるとチョコの無表情も気を損そこねたものに見えてくるのが不思議だった。

　それが全部、鏡のように私の心を映しているだけだとしても。

「いや、学長さんとは別に、友達じゃないから。年長者、お偉えらいさんみたいな」

　我ながら言っていることがよく分からない。言い訳なのか説明なのかもはっきりしない。

　けれどチョコは「了りよう解かいしました」と納なつ得とくしてしまう。むしろこっちが説明してほしいぐらいだ。そんなやり取りを経ながらもチョコはカァールディスを降下させて、青色の液体とカタツムリの残ざん骸がいを蹴けり飛ばすように押しのけながら着陸する。中に生きている人間が乗っていたら、なんて微み塵じんも考こう慮りよしていないらしい。そういうところがチョコだよなと、呆あきれてしまう。

　それから学長の乗るカタツムリが走ってきた。機体の動きに一々人間味を感じるのは、それだけ自由に操縦できているからだろうか。学長がハッチを足で蹴り開けて、飛び出してくる。

　こちらも先程のチョコのように暢のん気きさすら含ふくんだ仕草で、手を振ってきた。早く開けてと催さい促そくするのも、どこか嬉き々きとしたものを感じさせる。なんなんだろうと思いつつもハッチを開けると、内部に溜たまっていた土が外へとこぼれた。

「うべ、なにこれ」と真下にいた学長がその被ひ害がいに遭あった。大量の土をかぶり、学長が埋うもれる。払はらいのけて出てきた学長はその白さを奪うばわれて、いたくご立腹のようだった。

「先に言ってよね、髪かみが台無し」

　口から土を吐はき出して、眉み間けんに皺しわを作る。しかしそれも一いつ瞬しゆんで、すぐに微笑ほほえんだ。

「私も乗るわ」

　そう言ってハッチに飛びつき、鮮あざやかな手て際ぎわで上がって乗り込んでくる。

　学長が子供のようにわくわくしていた理由を、その微笑みで悟さとった。

「さぁ飛んで頂ちよう戴だい。飛んでいけば見えてくるはずよ」

　乗り込んでから当たり前のように指示を出してくる。いくらコクピットが広くても、三人で乗るとなると随ずい分ぶんと手て狭ぜまになる。学長はそんなこと気にしないように腕うでを振ふり、私に当たる。

「口では説明してくれないんですか」

「見ながら話した方がいいでしょう」

「……分かりました」

　チョコに目配せする。チョコは表情を変えないままハッチを閉じて、カァールディスを再発進させた。その目が時折、学長の方に向いては批難めいたものを浮かべているように見えるのは、チョコに感情めいたものを密ひそやかに期待する、私の錯さつ覚かくなのだろうと思う。

　変形し、飛ひ翔しようを果たしたカァールディスを感じ取り口もとや頰ほおをご機き嫌げんにしながら、「あっちよ」と学長が指す方向は、穴から真まっ直すぐ青い直線が引かれていた。

　線と言っても野の太ぶとく、力強く。大地を真っ平らに削けずるようですらあったけれど。

「これ」

　液体の『主』が、その先にいる。直感が語りかけるそれに麻ま痺ひしながら、顔を上げる。

　チョコが感かん慨がいなく青色の道上を真っ直ぐ飛んでいき、そして。

　私は、穴から這はい出てきたそれを目もく撃げきすることになる。

　瞼まぶたの上にもう一つ幕がかかるような、暗い気持ちを芽生えさせて。

「なに、あれ」

「あれが、穴から出てきたものよ」

　学長の弾はずむ言葉も、耳に入り込むのがやっとなほど空気が、重い。

　荒こう野やの上を這いずるのは、青い……人間？　人型の生物だった。身体からだの丸みや這いつくばる姿勢が、児童を連想させる。そいつの体表から流れ落ちる青い液体こそが、大穴周辺の海の正体だったらしい。そうなるのも当然だ、と納なつ得とくするほどに、その人型に戦せん慄りつする。

　大きかった。そのどろどろと、青い粘ねん液えきが表面に満ちた化け物は、想像を凌りよう駕がするほどに巨きよ体たいだったのだ。以前に市街で遭そう遇ぐうしたマーシュの十倍、いやそれでも済まないほどの体たい軀くを誇ほこる。目撃例、遭遇例は過去にあるはずもない。そいつが腕か足を動かす度たび、大地が鳴く。

　これが、あの穴の底から出てきたもの。

「そう。あれが飛び出てきて、液体を撒まき散らした。そいつに潰つぶされた機体も多かったわね」

　学長が補足的に説明してくる。確かにあれなら液体の玉が降り注ぐだけでも大被ひ害がいだろう。こんなものが地面の下に埋うまっていた……埋まって？　あの敵性怪かい獣じゆうが地面を掘ほっていたのは文字通り、こいつを掘ほり出すためだったのではないか。

　転移で埋うもれた仲間を、外へと出すために。

　もしそうだったら、私の放った一いち撃げきは、その作業の後押しになってしまう。

　その事実に、血の気が引く。

「このままじゃあ、」

　そこへ更さらに、あの敵性怪かい獣じゆうが進む方向に気づいたのだ。あれは、私たちの学校の方へ向かっている。怪獣が人の意思がより集つどう場所へ向かうなら、当然の行き先とも言えた。

「なんとかしないと、潰つぶされる」

「そうね」

　短い私の悲鳴を、学長が平然と受け止める。「困ったわ」と、困っていない顔で言う。

「避ひ難なん命令とか、」

「出して間に合うかしら。あれ、そこらの都市より大きいのよ」

　学長のその平然さに、今にも怒ど鳴なりそうになる。責任なんて微み塵じんも感じていないのだ。

「それでも、なにか！」

「ではトモカ、具体的な案を提示してください」

　それまで黙だまっていたチョコが振ふり向き、私に冷れい淡たんに問う。

「なにか、ではなく。具体的にどうすればよいのか指示をお願いします」

　そう攻せめ立てられて、口を噤つぐみそうになる。チョコの攻こう撃げきは終わらない。

「先に私の見解を伝えますが、あの敵性体を排はい除じよすることは現状のカァールディス単機では不可能と判断します」

「私も同意。あれはちょっと無理でしょう」

　学長が一票、と人差し指を立てる。そりゃあ、私だってそう指を立てたいけど。

　目の前の現実を見ているつもりなのだけど。

　学校にいる仲間とも呼べない、微び妙みような知り合いたちが失われようとしているのも現実なのだから、否定的なものばかり受け入れてもいられない。

「せめて方向を変えるとか、それぐらいはやってみるべきだと思う」

　私の具体的はそれで精せい一いつ杯ぱいだ。チョコは無言で、『どうやって変えるのか』とでも言いたげである。宇う白しろ学長も口は特に挟はさまない。私の決断を試ためすように、視線をよこすだけだ。

　そうこうしている間にも怪獣は前へ進んでしまう。

　気持ちが中ちゆう途と半はん端ぱで迷っていても、そのまま動くしかなかった。

「チョコ。操縦を代わって」

　お願いすると、チョコは無言で席を空けてくれた。同時に今まで流れからずっと摑つかんでいた、私の手を離はなす。チョコは操縦席の脇わきに、なにかしらの思おも惑わくを秘ひめるように屈かがんだ。

　離されて、溜ため込んでいた不安の水位が急激に増していくのを感じる。

　それでも「ありがとう」と礼を言って、また、カァールディスの操縦席に着く。

　旋せん回かいして高度を維い持じしながら、僅わずかな間、目を瞑つぶる。

　自分の中にあるものを見つめることが、たとえ時に辛つらいとしても。

「当たり前を、見失わない」

　私の生き方は、その一点に尽つきる。

　目を開き、操縦桿かんを握にぎる。そして旋回を終えて、真まっ直すぐ、駆かける。

　移動を続ける敵性怪かい獣じゆうへと距きよ離りを詰つめる。モニターがその身体からだの青色で埋うめ尽くされて、手足や頭がどちらにあるのかを把は握あくするだけでも一ひと手て間まかかるほどだった。並列するように飛んでいては追い抜ぬけないので、回り込み、顔と思おぼしき部位の周辺を飛び回って挑ちよう発はつする。今、腕を振ふられてしまったらとても避さけきれない。無む謀ぼうな接近であることは承知だけど、それぐらい近づかなければ相手の視野に入ることもできない。人間と蠅はえよりも差があるのだ。

　蠅なら羽は音おとを鬱うつ陶とうしがって人間も反応するものだが、この規格外の怪獣は、どうなのだろう。人型をしているから、頭があるからといっても耳や目が機能しているとは限らない。耳や目も液体に覆おおわれているのはマーシュと同様だ。とにかく気を逸そらすためには、飛び回り、最悪、体当たりでも敢かん行こうするしかないのか。けど自分一人ならそれも試ためすけど、他ほかに二人も乗っていては危険に付き合わせることに踏ふみ切れない。

　もう学校は見え始めていた。このままではその大きすぎる数歩で到とう着ちやくしてしまう。

　こうなるなら、動き出す前に二人を降ろしておけばよかった。

　自分が誤りを犯おかしたことに歯は軋ぎしりをこぼすと、怪獣も合わせたように、その口を動かす。

　怪獣の大きな口が、液体を溢あふれさせながら開く。

　その今まで見せなかった行動に嫌いやなものを覚えて、腕うでの動きが止まっていると。

「遅おそい」

　口出しするのと同時に、学長が私の手を摑つかんで操縦桿を動かす。カァールディスがそれに応じて右側がわへ傾かたむくのとほぼ同じくして、敵性怪獣の舌が伸のびた。やはり青色のそれがカァールディスの左さ翼よくと、直前までコクピット回りのあったその地点へと伸びきり、接せつ触しよくして。

　カァールディスの装そう甲こうを、貫つらぬいてくる。

　うそぉ、と口の中だけで驚きよう愕がくした。

　敵性怪獣から明確なダメージを負ったのはこれが初めてで、その頑がん丈じようさに頼たより切っていた私の動どう揺ようもまた深い。この機体に乗ってから麻ま痺ひしていた、怪獣への恐きよう怖ふが活性化されていく。

　舌が引き戻もどされて、機体が上下に揺ゆさぶられる。旋回しつつ破損した部位をばら撒まきながらもなんとか姿勢制せい御ぎよを行う。機体の安定と裏腹に、動揺は収まらない。

　学長が手を出さなかったらコクピット周辺に直ちよく撃げきしていただろう。下手をするとそのまま貫つらぬいて、私たちが巻き込まれていた可能性は大きい。想像すると、鳥とり肌はだが立つ。

　私を萎い縮しゆくさせるのには十分すぎる、力の誇こ示じだった。

「まったく、うちの教師どもはなにを教えているの」

　憤ふん慨がいする学長に礼を述べようと目を逸そらした直後、カァールディスが右側がわに傾かたむく。操縦を誤ったかと修正しようとしても反応が鈍にぶい。操縦桿かんと翼つばさの繫つながりが絶たれたように、スカスカとしたものが私の肘ひじから先を頼たよりなく苛さいなむ。

　頭より早く、背中に浮かんだ冷ひや汗あせはその事態を感じ取っていたのかもしれない。

　警告が鳴った。

　横に座るチョコが冷ややかに、モニター上部に浮かぶ事態を読み上げる。

「エンジンへの侵しん食しよくを確かく認にん」

「え？」

「低出力運用も困難。墜つい落らくします」

「は？」

「あらあら」

　学長の穏おだやかな驚おどろきを最後に、カァールディスの糸が切れる。

　がくんと、肩かたから上が外れそうな虚きよ脱だつ感の直後。

　カァールディスが真っ逆さまに、地面めがけて墜落していく。

　後頭部が背中側に張りつくような重力の雨に飲まれて、悲鳴を上げながら。

　私はなにもできないまま、なにかに覆おおいかぶさられたところで意識を破は裂れつさせた。







　頭の上に動くものを感じてから、目を開けるか迷った。

　目を開けた先に映るものを受け止められるか、自信がなくて。

　それでも不意に飛び込んできた鋭するどい陽光に意地悪をされて結局、目を開く。

　起きた先にはチョコの顔があった。チョコが私を庇かばうように、背を丸めて抱だきしめていた。

「あ……」

　短い声をあげると、チョコが反応する。そのチョコがそれまで、目を瞑つぶっていたように、見えた。微かすかに青く染まった髪かみが揺ゆれると、青い光が私へ降ってくるようだった。

「トモカ、痛む箇か所しよはありますか」

「ない、けど」

　守ってくれたんだ、と口の中で呟つぶやく。聞こえていたら、友達ですからと返したんだろう。

　チョコにとっての友達って、なんなのか。

　その頰ほおに半ば無意識に手を伸のばす。触ふれると、土の細こまやかな感かん触しよくがあった。そのざりざりとしたものが私に現実味を与あたえる。苦いものが口いっぱいに広がった。

　チョコの腕うでの中から起き上がってうつろに目を動かす。落ちたときと同じくコクピットの中だ。正面のそれから逃とう避ひしつつ、ないものについて尋たずねた。

「学長は？」

「不時着後、すぐに外へ出ました。帰りを待つ必要もないとのことです」

「そう、なんだ」

「はい」

　こんなときに、せめて大人が側そばにいてくれればいいのに。

　学校なんて、どこにもなくなっていた。

　あの巨きよ体たいが念入りにのしかかり、押し潰つぶしてしまったのだろう。青い液体に満ち溢あふれて、その底へ沈しずんでしまったように一片も残されていない。その液体に、カァールディスも下半分が浸ひたっていた。本当に、海に漂ただよっているようだ。生き物がいなくなり、音はなく。

　心にもまるで、夜のような暗幕がかかる。

「ひどいよ」

　そう呟つぶやいても自分の感情が揺ゆれない。弦げんをいくら弾ひいても、音が出ない楽器のように。

　帰る場所、住む場所。居場所というものは、失うためにあるのだろうか。

　怪かい獣じゆうが襲しゆう来らいして、生きる場所を失う。その繰くり返しがどれほど続いてきたのか。

　そいつに嫌いや気けが差して火星まで逃にげてしまうのが、今の人類の答えだった。その答えから逃のがれられなかった私は、今こうしてまた、引き返す道ともいうべきものを根こそぎ奪うばわれる。

「それは、」

　私のせいだろうか。この海を漂ただようのは、私の罪だろうか。

　罪を背負うとかそういう意識じゃなく、純じゆん粋すいに答えを知りたい。

　その答え次し第だいで、私のこれからが決まってしまいそうだから。

　正面に座り込んだチョコの肩かたに、手を載のせる。すがりつく。

「私のせい？」

　私が、掘ほり起こしてしまったから。

　大人たちがなにも教えてくれなかったから。

　それでもやっぱり、私が撃うってしまったから。

「トモカに責任はありません」

「じゃあ、」

　チョコが私の疑問を遮さえぎるように、手首を摑つかんでくる。

　握にぎり潰されそうな勢いで、ひ、と喉のどが塞ふさがった。

　けれどチョコは、そのまま優やさしく私の手を取る。

「トモカ、あなたが無事で」

　チョコが止まる。私の手を取ったまま、言葉を探すように。

　そして。

　顔が歪いびつに、笑うことの真似まね事ごとをするように、歪ゆがむ。

[image: ]

「嬉うれしいです」

　その誰だれかに言わされているだけとしか思えないような祝福に、自分のなにかが切れる。

　強こわばっていた肩かたから力が抜ぬけて、脱だつ力りよくして。

　丸めた背は留とどまらず、コクピットの床ゆかに額を打ちつけるように伏ふせる。

　そのまま、私は泣き崩くずれる。

　意思ある慟どう哭こくも遠く。さめざめと、涙なみだだけが瞼まぶたと目の間から擦こすれ落ちる。

　床を濡ぬらす涙には、強い青色が混じっていた。










　　　あとがき




　ということでロボでした。ロボしていましたでしょうか。

　あまりロボしていなかったらすみません。あと勿もち論ろんこれもラブコメです。

　この作品は基本、ロボットに乗って悪い怪かい獣じゆうと戦うだけのお話です。あと悪いロボットとも戦うかもしれません。ついでにロボット少女とコミュニケーションも取ろうとするので、結構なロボづくしのはずですが作品イメージはなんとなくウルトラマンに近いかなぁとも思います。

　子供の頃ころはロボットよりウルトラマンの方が好きだったからでしょうか。

　今はどっちも好きです。最近のウルトラマンは詳くわしくないですが。

　好きな怪獣はカネゴン。かっとび！　ランドって漫まん画がの影えい響きようだと思います。







　あとがきに書くことが本格的になくなりました。これって割と本当に同じことの繰くり返かえしになっていていかんなぁと思うわけですが、そもそもあとがき書かなかったらいいんじゃあねえのかいとも思いました。なにを書いているか自分でもよく分かりません。

　出す本が増えると必然、あとがきが多くなって困る。

　イラストを担当して頂いたloundrawさん、ありがとうございます。

　それと編集さんたちと、さすがにもう書くことなくなってきたよの両親にも感謝を。




　今年に入ってバナナアレルギーになった話は他ほかの本のあとがきで語ろうと思います。

　読んでくれてありがとうございました。








入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

やっと出た出た、チョコロボさん。というわけで、私も参上しました。「いるクま」によく似ていますが全然違います。私は「ロボッくま１」です。以後お見知りおき下さい。
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イラスト／loundraw

こんにちは、loundrawといいます。絵を描く機会を最近いただき恐縮です。精一杯がんばらせていただきます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「入間人間先生」係

「loundraw先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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